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本書について 
  
本書は、マイクロソフト社製日本語 Windows を OS とするコンピューター上にインスト

ールされた、レセプト点検ソフト「マイティーチェッカープロ」の操作について解説して

います。 

 

機能および画面は、オプション製品である「DPC 点検」および「縦覧点検」機能が搭載され

た製品を前提として記述しています。オプション製品等をご購入いただいていない場合、使用

できない機能や異なる画面がありますのでご注意ください。その場合には、脚注その他に、そ

の旨を記述しています。 

 

本書の内容の全部、または一部を無断転載することを禁止します。 
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第第１１章章    ははじじめめにに  
 この章では、本製品の目的、特徴、点検概要、点検内容について説明します。 

 

１－１ 本本製製品品のの目目的的  
 

１－１－１． 目的と位置づけ 

 

本製品は、お客様自身の院内審査の段階で、審査支払機関の点検における査定および返戻の逓減・防止を支

援することを主たる目的としたソフトウェアです。 

 

医事会計システムの「電子レセプト処理」機能と連動して、院外処方せん（医薬分業システムをご採用のお客様

の場合）を含めた点検用レセプトデータを、医療保険制度上の観点からその適応性の点検を行います。 

なお、院外処方せんの取り込み方法についてご不明の場合はお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本製品での点検結果については、あくまでも目安です。警告に対して、コメント・診療行為全体の内容から総

合的に可否を判断する必要があります。 
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１－２－１Ｐ 

 

１－２ 本本製製品品のの特特徴徴  
 
１－２－１． レセプト点検について （点検は「請求年月」を対象として実施されます。） 

 

（１） 医科入院レセプト、医科外来レセプト、DPCレセプト注１を対象としたレセプト点検を行います。 

（DPCレセプトでは、診断群分類番号と出来高部分の点検を行います） 

 

（２） 単月点検（1 枚のレセプトを対象とした点検）に加えて、過去のレセプトや他科のレセプトを参照した縦覧点

検注 2（複数のレセプトを参照しながら点検）を行います。 

（本製品は点検用レセプトデータを最大 12 ヶ月分保持することができます。） 

 

（３） レセプト読込み時には、未コード化傷病名を新採用の MEDIS 準拠索引テーブルを介してレセプト電算傷病

名へ変換します。 

併せて、重点項目に対するフォーマットチェックを含む算定系の点検、および廃止病名の点検と移行病名

がある場合の読替えも行います。 

 

（４） 検索辞書機能により、医薬品の適応症や添付文書情報を参照できます。 

また、傷病名と医薬品や診療行為の関係について詳細を参照できます。 

 

１－２－２． 画面構成と一般的な機能選択と操作性 

 

（１） すべての機能は、階層式のメニュー形式で構成されており、操作については、統一した仕様と画面表示か

ら操作を行うことができます。メインメニューを選択するとその機能に属するサブメニューが展開します。 

 

（２） 画面の操作については、 戻る 、 印刷プレビュー 、 印刷 あるいは CSV 出力 といったその機能を

反映したボタンが用意されています。 

 

（３） 画面の右上のヘルプボタン（    ）をクリックすると、その画面の機能についての使用方法を記載したガイ

ダンス画面が表示されます。 

 

（４） 各機能別の設定画面内には、 出力条件   出力方法 （および点検項目によっては「警告レセプト件

数」）等のページタブが用意されており、適切なページタブの選択で希望する詳細な条件設定を行うことが

できます。 

 

１－２－３． レセプト点検の結果表示について 

 

（１） 警告一覧の画面表示と印刷では、警告内容を的確に表現したわかりやすい文章を採用しています。また、

お客様独自の表現文章を「指摘文章」として登録・表示させることができます。 

 

（２） レセプト点検結果は CSV ファイルに出力できます。 

 

                                                   
注１ DPC レセプト点検は、オプション機能です。 
注 2 縦覧点検はオプション機能です。 
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１－２－２Ｐ 

 

（３） 患者名を出力時に非表示とすることができます。 

レセプト点検の結果に対して個人情報の保護の観点から新たに追加された機能です。 
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１－３－１Ｐ 

 

１－３ 点点検検概概要要  

 

１－３－１． 本製品のレセプト点検の概要について 

 

（１） 点検項目は、審査支払機関での点検に準じた項目に沿って設定可能です。 

一部の算定系の点検（形式、頭書き部分の項目を対象）に加え、疾患系の点検（医療行為に関する項目

を対象）を行います。 

 

（２） 出力条件、出力方法について設定が可能です。 

1) 出力条件では、「社保／国保」「外来／入院／DPC」「患者」「病棟」「医師」「診療科」「点検レベル」等の

指定を行います。（ただし、項目は出力する機能に依存） 

2) 出力方法では、「並び順」「患者名出力の有無」「印刷タイプ」等の指定を行います。（ただし、項目は出力

する機能に依存） 

 

（３） 印刷プレビューによって、必要な印字を確認できます。 

実際の印刷出力に先立ち、その内容をプレビュー機能で検証することができます。 

※ プレビュー機能には、「Microsoft Report Viewer」を使用しています。プレビュー画面に表示されるボタ

ン操作により Excel形式のファイルなどへの出力が行えますが、Excelなどのバージョンによっては、出

力したファイルが開けない場合があります。こちらは「Microsoft Report Viewer」の機能です。出力後の

ファイル操作についてのお問い合わせはお受けできません。予めご了承ください。 

 

１－３－２． 点検レベルについて 

 

（１） 点検内容は７種類の項目でレベル付けされており、点検を実行する際、指定することができます。 

A) 固定点検： 医科診療報酬点数表記載の内容を診療行為マスターの定義に基づき点検します。 

例えば「加算の可否」「検査判断料の可否」等がこの範疇に入ります。 

B) 回数制限： 算定回数が制限されている診療行為が対象となります。例えば「1ヶ月に 1回」「3ヶ月に 1

回」等の制限のある診療行為の点検。 

C) 適応点検： 適応性・非適応性の点検項目で、例えば「医薬品に適応している傷病名が存在している

か」等の点検。 

D) 用量・日数： 医薬品に対する用量・日数の制限に関する点検。 

E) 併算定：  二つの診療行為間、または、二つ以上の診療行為間での併算定可否についての点検。 

F) 特定項目：  特定項目設定での設定内容の点検。 

G) 算定支援チェック： 算定できる可能性がある項目を点検。※指定する場合、設定が必要です。 
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１－３－２Ｐ 

 

１－３－３． 主たるレセプト点検内容について 

 

（１） 単月点検（1枚のレセプトを対象とした点検） 

１ 算定漏れに関する点検 

・初診料算定 

・検査判断料等 

２ 上限回数が制限されている診療行為の回数に関する点検 

３ 診療行為の適応範囲に関する点検 

・入院専用、外来専用、DPC専用、DPC以外 

・後期高齢者保険専用 

４ 年齢制限に関する点検 

５ 短期滞在手術の判定に関する点検 

６ 注加算の算定に関する点検 

７ 通則加算の算定に関する点検 

８ 包括対象検査に関する点検 

９ 逓減対象検査に関する点検 

１０ 頸部郭清術と頸部郭清術加算との併算定に関する点検 

１１ 頸部郭清術加算と対象手術の算定に関する点検 

１２ 外来管理加算の算定回数に関する点検 

１３ 診療行為、医薬品、特定器材と傷病名の適応性に関する点検 

・複数病名の設定可 

１４ 診療行為、医薬品、特定器材と傷病名の非適応性に関する点検 

１５ 医薬品の投与量、日数に関する点検 

・内服薬、頓服薬、注射薬、処置薬、在宅 

※設定により常用量の倍量を超えた処方の場合に警告となる設定値で点検可能 

※小児（13歳未満）については Augsberger式にて算出した用量にて点検 

１６ 複数診療行為の併算定に関する点検 

１７ 診療行為、医薬品、特定器材の組合せに関する点検（算定可、算定不可） 

１８ 診療行為とコメントの組合せに関する点検 

１９ 診療行為の期間による算定回数制限に関する点検 

２０ 特定日に算定できる診療行為に関する点検 

２１ DPCレセプトの点検 

・診断群分類コードの整合性点検 

・出来高部分の点検（医科レセプトの単月点検に準ずる） 

２２ 保険者番号の点検 

 

（２） 縦覧点検（複数のレセプトを参照しながら点検） 

１ 算定漏れに関する点検 

２ 初診料算定の妥当性に関する点検 

３ 検査実施料と判断料の関連に関する点検 

４ 複数診療行為の併算定可に関する点検 

５ 診療行為の期間による算定回数制限に関する点検 
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１－４ 分分析析概概要要  
 

１－４－１． 警告内容分析 

 

（１） 警告内容分析  

1) 指摘内容の傾向表示と印刷および CSV出力  

 

（２） 病名分析  

1) 未コード化傷病名一覧の表示と印刷および CSV出力 （手入力した傷病名） 

2) 疑い病名一覧の表示と印刷および CSV出力 （診療開始年月日からの経過月数による）  

3) 急性病名一覧の表示と印刷および CSV出力 （診療開始年月日からの経過月数による）  

4) 不要候補病名一覧の表示と印刷および CSV出力 （診療行為に無関係な傷病名）  

5) 重複病名一覧の表示と印刷および CSV出力 （重複して存在している傷病名）  

 

（３） 特定項目分析 （レセプトデータの抽出）  

1) 特定事由（目視点検が必要など）による抽出 
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１－５ 適適応応性性デデーータタベベーースス出出典典  
 

１－５－１． レセプト電算処理用マスター 

傷病名マスター 厚生労働省保険局 診療報酬情報提供サービス 

修飾語マスター 厚生労働省保険局 診療報酬情報提供サービス 

医薬品マスター 厚生労働省保険局 診療報酬情報提供サービス 

医科診療行為マスター 厚生労働省保険局 診療報酬情報提供サービス 

特定器材マスター 厚生労働省保険局 診療報酬情報提供サービス 

コメントマスター 厚生労働省保険局 診療報酬情報提供サービス 

※ 傷病名マスターの ICD‐10は 2013年版を参照しています。 

 

１－５－２． 点検ルール作成で使用した資料 

１．医薬品 

医療用医薬品の添付文書情報 医薬品医療機器情報提供ホームページ 

公知申請に係る事前評価が終了した適応外薬の保険適用について 厚生労働省保険局 

２．検査 

検査・画像診断事典 (株)医学通信社 

臨床手技の完全解説 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

３．処置 

臨床手技の完全解説 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

４．リハビリテーション 

臨床手技の完全解説 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

５．精神科専門療法 

臨床手技の完全解説 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

６．手術 

手術術式の完全解説 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 
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１－５－２Ｐ 

 

 

７．画像診断 

検査・画像診断事典 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

８．指導料 

特定疾患早見表 (株)社会保険研究所 

在宅医療の完全解説 (株)医学通信社 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

９．その他 

疾病、傷害および死因統計分類提要（ＩＣＤ－１０準拠） 厚生労働省大臣官房統計情報部 

療養担当規則 厚生労働省令 

療養の給付に関する取扱い通知等 厚生労働省 

審査情報提供事例（支払基金） 社会保険診療報酬支払基金 

審査情報提供事例（連合会） 国民健康保険中央会 

診断群分類点数表 DPC改正点の解説 (株)社会保険研究所 

DPC点数早見表 (株)医学通信社 

１０．医療費算定に関する資料 

診療報酬点数表・改正点の解説 医科・調剤 (株)社会保険研究所 

医科診療点数早見表 (株)医学通信社 

医科電子点数表 社会保険診療報酬支払基金 

※ なお、ユーザー提供情報に基づく検証と補足改訂は随時実施中  

 

 

 



第第１１章章  ははじじめめにに  

 

 

１－６－１Ｐ 

 

１－６ 適適応応性性点点検検除除外外項項目目  
 

１－６－１． 本製品において標準で適応性点検の対象としない項目 

（１） 医薬品 

1) 下記薬効分類の医薬品 

薬効分類 内  容 備  考 

111 全身麻酔剤   

121 局所麻酔剤   

1311701 調節麻痺・散瞳剤   

1311702     

1311703     

1311705     

1311706     

1319810     

2259801 吸入用呼吸器官用剤の溶解剤 アレベール等 

2316 活性生菌製剤 ビオフェルミン，ラックビー等 

2318 ジメチコン製剤   

233 健胃消化剤 マックターゼ配合錠 等  

2357 グリセリン製剤   

261 外皮用殺菌消毒剤   

27 歯科口腔用薬   

317 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。） シナール配合顆粒 等  

323 糖類剤   

325 たん白アミノ酸製剤 リーバクト配合顆粒 等  

329 その他の滋養強壮薬 イントラリポス輸液 等  

331 血液代用剤 ソルデム、生理食塩液 等  

3331 輸血用クエン酸ナトリウム製剤   

3334 ヘパリン製剤   

34 人工透析用薬   

43 放射性医薬品   

51 生薬   

632 毒素及びトキソイド類   

634 血液製剤類   

① 



第第１１章章  ははじじめめにに  

 

 

１－６－２Ｐ 

 

薬効分類 内  容 備  考 

7 治療を主目的としない医薬品    

 

2) 新薬等で添付文書が入手できないもの 

3) 傷病名が特定できないもの 

 

 

（２） 診療行為 

1) 傷病名が特定できないもの 

2) 出典に記載のないもの 

3) 検体検査の包括対象項目 

 

※チューンアップを行うことにより、点検が可能になります。 

① 



第第２２章章  ププロロググララムムのの起起動動とと終終了了  
 

 
２－１－１P 

 

第第２２章章    ププロロググララムムのの起起動動とと終終了了  
 この章では、本製品の起動方法と終了方法を説明します。 

 本製品のインストールについては、導入手順書を参照してください。 

 

２２－－１１  レレセセププトト点点検検ププロロググララムム起起動動  
 
２－１－１． レセプト点検ソフトを起動します。 

デスクトップにあるレセプト点検プログラム起動アイコンをダブルクリックしてください。 

レセプト点検のメインメニューが表示されます。 

 

▼２－１－a レセプト点検プログラム起動アイコン 

 
 
 
 
 
 
 

▼２－１－b メインメニュー 

 
① 左側の機能選択メニューから、機能を選択します。 

 
② 選択された機能に応じた処理が右側にサブメニュー

として表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ① 



第第２２章章  ププロロググララムムのの起起動動とと終終了了  
 

 
２－２－１P 

 

２２－－２２  レレセセププトト点点検検ププロロググララムム終終了了  
 
２－２－１． レセプト点検ソフトを終了します。 

本製品を終了する場合は、メインメニューから 終了 をクリックしてください。 
 

▼２－２－a メインメニュー 

 
① レセプト点検ソフトを終了します。 

 
 
 

① 



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－１－１P 

 

第第３３章章    メメイインンメメニニュューーかかららのの機機能能  
 この章では、メインメニューから選択できる機能について説明します。 

 

３３－－１１  レレセセププトト点点検検  
 
【機能の概要】   

レセプト点検を実施し、点検結果の一覧表示、詳細表示、印刷、データ出力を行います。 

 
【操作方法】  

メインメニューの レセプト点検 ボタンをクリックしてください。レセプト点検のサブメニューが表示されます。 
 

               ▼３－１－a メインメニュー 

 
 

①  レセプト読込み ボタンをクリックすると、レセプト読込み画面が表示されます。 
点検するレセプトファイルを指定して、読込ませることができます。 

 

②  レセプト点検 ボタンをクリックすると、レセプト点検画面が表示されます。 
指定した請求年月でレセプト点検を実施することができます。 

 

③  点検予約状況確認 ボタンをクリックすると、点検予約状況確認画面が表示されます。 
レセプト点検の実行状況を参照することができます。 

 

④  点検結果一覧表示 ボタンをクリックすると、点検結果一覧画面が表示されます。 
点検済みの結果を参照することができます。 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－１－２P 

 

⑤  点検結果一覧印刷 ボタンをクリックすると、点検結果一覧印刷設定画面が表示されます。 
点検済みの結果を印刷することができます。 
 

⑥  点検結果 CSV 出力 ボタンをクリックすると、点検結果 CSV 出力画面が表示されます。 
点検済みの結果を CSV ファイルに出力することができます。 

 
⑦  チェック用レセプト印刷 ボタンをクリックすると、チェック用レセプト印刷設定画面が表示されま

す。 
点検済みデータをレセプトイメージで印刷することができます。 

 
⑧  フォーマットチェック結果参照 ボタンをクリックすると、点検用レセプト読込み時に行う、 

フォーマットチェックの結果が表示されます。 
※ フォーマットチェック結果は、レセプト読込みを行ったコンピューターでのみ参照ができます。 

 
 
【関連項目】 

第５章 レセプト点検を参照してください。 



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－２－１P 

 

３３－－２２  デデーータタ分分析析  
 
【機能の概要】 

点検のために取り込んだレセプトファイルの情報で、警告分析・病名分析・特定項目分析を行います。 

 

【操作方法】  

メインメニューの データ分析 ボタンをクリックしてください。データ分析のサブメニューが表示されます。 

 

▼３－２－a メインメニュー（データ分析） 

 

①  警告分析 ボタンをクリックすると、警告分析画

面が表示されます。警告を項目別に集計出力す

ることにより、どのような警告が出ているかを知る

ことができます。 
 

②  病名分析 ボタンをクリックすると、病名分析画

面が表示されます。傷病名を整理するための、

「未コード化傷病名一覧」、「疑い病名一覧」、「急

性病名一覧」、「不要病名一覧」、「重複病名一

覧」を印刷できます。 
 

③  特定項目分析 ボタンをクリックすると、特定項

目分析画面が表示されます。返戻・査定実績の

ある医薬品・診療行為や、特に注意を喚起したい

項目を登録した医薬品・診療行為を一覧印刷で

きます。 

 
 
【関連項目】 

第６章 データ分析を参照してください。

①

②

③



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－３－１P 

 

３３－－３３  シシスステテムム更更新新  
 

【機能の概要】 

システムを最新の状態に保つため、点検データベースの差分や最新プログラムの取り込みを行います。 

 

【操作方法】 

メインメニューの システム更新 ボタンをクリックしてください。システム更新のサブメニューが表示されます。 

 

▼３－３－a メインメニュー（システム更新） 

 

①  システム更新 ボタンをクリックすると、システ

ム更新画面が表示されます。 
システム更新用のファイルを反映させて、システ

ムを最新の状態にします。 

 
 
【関連項目】 

第１６章 システム更新を参照してください。 

①



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－４－１P 

 

３３－－４４  チチュューーンンアアッッププ  
 
【機能の概要】 

レセプト点検のための点検条件を、お客様の環境に合わせて設定することができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの チューンアップ ボタンをクリックしてください。 

点検ルールを、お客様にあった点検条件に設定するためのサブメニューが表示されます。 

 

▼３－４－a メインメニュー（チューンアップ） 

 

①  点検ルール変更 ボタンをクリックすると、マス

ターをチューンアップするための画面が表示され

ます。 
点検ルールの追加等、お客様が各種適応性デー

タベースをチューンアップすることができます。 
 

②  固定点検設定 ボタンをクリックすると固定点

検のルールをチューンアップするための画面が

表示されます。 
固定点検ルールの点検可否をお客様がチューン 
アップすることができます。 
 

③  特定項目設定 ボタンをクリックすると特定項

目設定画面が表示されます。 
返戻・査定実績のある医薬品・診療行為や、特に 
注意を喚起したい項目を登録することができます。

 
④  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、点検結果で表示される指摘文章をメンテナンス 

することができます。 
 

⑤  コメント・点検抑止設定 ボタンをクリックすると、点検で参照される特記事項やコメントについて

設定することができます。 
 

⑥  保険者マスタメンテナンス ボタンをクリックすると、点検で使用する保険者のマスターを 
メンテナンスすることができます。 

 

⑦  点検ルール移行 ボタンをクリックすると、チューンアップした点検ルールの条件をそのまま他の 
点検ルールへ移行することができます。 

 
⑧  急性病名設定 ボタンをクリックすると、傷病名に“急性”とつかないレセプト電算傷病名を一定

期間が経過したら警告を出す対象として設定することができます。 

②

①

③

④

⑤

⑥ 

⑦ 

⑧ 



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－４－２P 

 

【関連項目】 

第７章～第１４章 チューンアップを参照してください。 

 



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－５－１P 

 

３３－－５５  設設定定  
 
【機能の概要】 

レセプト点検のためのシステム環境を設定することができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの 設定 ボタンをクリックしてください。 

レセプト点検に必要な設定を実施するためのサブメニューが表示されます。 

 

▼３－５－a メインメニュー（設定） 

 

①  システム設定 ボタンをクリックすると、システ

ム設定画面が表示されます。 
本製品の稼動環境を設定することができます。 
 

②  病棟・診療科・医師メンテナンス ボタンをクリッ

クすると、病棟・診療科・医師メンテナンス画面が

表示されます。 
お客様によって使用されているコードをメンテナン

スすることができます。 
 

③  点検対象振分け ボタンをクリックしてください。 
点検を実行するコンピューターの割り振りを設定

することができます。 

 
④  病名変換取り込み ボタンをクリックしてくださ

い。 
外部ユーティリティ『傷病名整理ツール』で作成さ

れた病名変換情報を取り込みます。

 
⑤  病名変換メンテナンス ボタンをクリックしてください。病名変換テーブルメンテナンス画面が 

表示されます。未コード化傷病名をレセプト電算傷病名に読替える設定を登録できます。 
 

⑥  修飾語変換設定 ボタンをクリックしてください。修飾語変換設定画面が表示されます。フリーコ

メントコードで出力されている修飾語をレセプト電算コードに読替える設定を登録できます。 
 

⑦  DB 接続先設定 ボタンをクリックしてください。DB サーバーへの接続先を設定することができま

す。 
 

⑧  医療機関情報登録 ボタンをクリックしてください。医療機関情報を登録することによって、 
導入いただいたお客様のレセプト電算ファイルを点検できるようになります。 

※本登録後は変更できませんので、注意してください。 
 
【関連項目】 

第４章 設定を参照してください。 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－６－１P 

 

３３－－６６  検検索索辞辞書書  
 

【機能の概要】 

レセプト点検を行うための辞書としてお使いいただくことができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの 検索辞書 ボタンをクリックしてください。医薬品情報や診療行為、樹形図注１を調べるための

辞書が表示されます。 

 

▼３－６－a メインメニュー（検索辞書） 

①  疾患検索 ボタンをクリックすると辞書検索画面が

表示されます。 
調べたい傷病名から関連する医薬品や診療行為など

を検索し、一覧で表示することができます。 
 
②  樹形図 ボタンをクリックすると樹形図表示画面が

表示されます。 
診断群分類番号をもとに樹形図を作成し、表示するこ

とができます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連項目】 

第１５章 検索辞書を参照してください。 
 

                                                  
注１ DPC レセプト点検(樹形図)はオプションです。 

①

②



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－７－１P 

 

３３－－７７  保保守守／／そそのの他他  
 

【機能の概要】 

システム環境の保守を行うため、製品情報の参照やセキュリティ管理を行うことができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの 保守／その他 ボタンをクリックしてください。保守を実行する処理や各種ツールが表示され

ます。 

 
▼３－７－a メインメニュー（保守／その他） 

 

①  レセプト管理 ボタンをクリックするとレセプト管

理画面が表示されます。 
レセプトの保存期間の設定や不要なレセプトデー

タを削除することができます。 
 
②  データ加工 ボタンをクリックするとデータ加工

画面が表示されます。 
レセプトデータの個人情報を、架空の情報に置き

換えることができます。 
 
③  セキュリティ管理 ボタンをクリックするとセキュ

リティ設定画面が表示されます。 
セキュリティ管理からパスワードやユーザーID を

設定することで、本製品を使用する際の使用や

操作に対して制限を設けることができます。 

 

④  チューンアップ履歴 ボタンをクリックするとチューンアップ履歴画面が表示されます。 

チューンアップしたルール番号や日時を確認することができます。 

 

⑤  製品情報 ボタンをクリックすると本製品の情報とシステム情報が参照できます。 

 
 
【関連項目】 

第１７章 保守／その他を参照してください。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤



第第３３章章  メインメニューからの機能  
 

 
３－８－１P 

 

３３－－８８  ママニニュュアアルル  
 
【機能の概要】   

レセプト点検ソフトの説明書を参照することができます。 

 

【操作方法】  

メインメニューの マニュアル ボタンをクリックしてください。算定支援機能のマニュアルが表示されます。 
 

▼３－８－a メインメニュー(マニュアル) 

 

①  算定支援機能 ボタンをクリックすると、算定支

援機能のマニュアルが表示されます。 

 

 

【関連項目】 

第１９章 マニュアルを参照してください。 

① 



第第４４章章  設設定定  
 

 
４－１－１P 

 

第第４４章章    設設定定  
 この章では、レセプト点検を行うための、各種設定について説明します。 

 ※レセプト読込みを実施する前に、設定してください。 

 

４４－－１１  シシスステテムム設設定定  

 

【機能の概要】 

レセプトの読込み・点検に必要な各種設定を行います。点検用レセプト電算ファイルの取り込み設定、点検機能

の選択や施設基準の設定、印刷時の出力方法等の設定を行います。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから システム設定 ボタンをクリックしてください。システム設定画面が表

示されます。 

 

４－１－１． 出力時等に使用する各種情報をレセプト電算ファイルから読み込む設定をします。 

 出力条件指定 ページタブをクリックしてください。 

点検用レセプト電算ファイルのカルテ番号等フィールド内の、“病棟コード”、“診療科コード”、“医師コード”、“患

者コード”を取り込みの有無および読み取り開始位置と桁数の設定をしてください。“病棟コード”、“診療科コー

ド”、“医師コード”、“患者コード”が記載されていれば、病棟・診療科・医師・患者指定での点検結果出力が可能

です。 

▼４－１－a システム設定（レセプト電算フォーマット） 

 

 

① カルテ番号等フィールドに設定されている病棟コードの開始位置と桁を設定します。 

③ 

④ 

⑤ ⑥

② 

① 
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② 診療科コードの優先順位を設定することができます。カルテ番号等フィールドに設定されている 

診療科コードを使用する場合は、開始位置を設定します。 

 

なお、“病棟コード”と“診療科コード”の取り込み部分の全部または一部が重複していた場合、レ

セプトデータが入院データの場合は“病棟コード”、外来データの場合は“診療科コード”のそれぞ

れの設定に従ってデータを取り込みます。 

 

③ カルテ番号等フィールドに設定されている医師コードの開始位置と桁を設定します。 

 

④ カルテ番号等フィールドに設定されている患者コードの開始位置と桁を設定します。 

 

⑤  更新 ボタンをクリックすると、表示されている情報でシステム設定します。 

 

⑥  印刷 ボタンをクリックすると、設定されているシステム情報を印字します。 

 

 

４－１－２． 未コード化傷病名の区切り記号を設定します。 

 傷病名 ページタブをクリックしてください。 

傷病名フィールドに複数の傷病名が記載されている場合に、分割して取り込む区切り記号を設定します。 

 

▼４－１－b システム設定（傷病名区切り記号） 

 

 

① 傷病名レコードの区切り文字を指定します。 

① 
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４－１－３． 詳細設定の設定をします。 

 詳細設定 ページタブをクリックしてください。レセプト読込み、点検時の各種設定を行います。 

 

▼４－１－c システム設定（詳細設定） 

 
 

① 投与量点検時に、常用量に用量係数を使用するか否かを設定します。 

※ 医薬品の添付文書をもとに「適宜増量」が可能な医薬品について、用量係数は標準で「２」と設

定しています。 

 

② 診療科ごとに読込み・点検結果データの履歴を保持するか否かを設定します。 

 

③ レセプト電算ファイル内に患者様の傷病名情報が一つも存在しない場合、医薬品や診療行為に 

対しての適応症点検を行うか否かを設定します。 

 

④ 毎月のシステム更新時に、経過措置の設定された医薬品が存在した場合、当該医薬品に関する 

適応症ルール内容を代替新規品目の医薬品に移行するか否かを設定します。 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 
⑳ 
㉑ 
㉒ 
㉓ 
㉔ 
㉕ 
㉖ 
㉗ 
㉘ 
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⑤ 適応症の点検時に、頻度順に返却する候補病名を出力対象病名のみとするか否かを設定できま

す。 

※ 指摘文章に出力される候補病名について、頻度順で出力する設定がされているルールの場合

に、登録された適応症全体での頻度順にするか、『点検ルール変更』→『適応症設定』→『候補

病名設定』画面の、『出力対象欄』に表示されている適応症の頻度順で戻すかを選択できます。 

※ 表示する候補病名の「指定順」と「頻度順」の設定については、第７章 チューンアップ（点検ル

ール変更）を参照してください。 

 

⑥ 点検結果として表示する候補病名の数の設定を行うことができます。設定できる最大値は「10」 

です。 

 

⑦ ICD10コードで適応症登録されている傷病名を、点検結果の指摘文章にICD10コードではなく傷病

名を表示するか否かを設定します。 

 

⑧ 区分番号で登録されている算定条件を、指摘文章に出力する際に該当する診療行為に変換して

出力するか否かを設定します。 

 

⑨ 薬価基準コードで登録されている算定条件を、指摘文章に表示する際に該当する医薬品に変換し

て出力するか否かを設定します。 

 

⑩ 固定点検の特定疾患、難病に関わる算定通知チェックの対象病名を、主傷病のみとするか否かを

設定します。 

※ 【固定点検 000103、000104、000105、000106、000107、000109、000201、000202】が対象です。 

 

⑪ 患者病名が 1 件の場合は主傷病とみなすか否かの設定をします。 

 

⑫ 【固定点検 000212 診療行為と適応症の部位チェック】にて、適応症に修飾語が無くても点検対象

とするか否かの設定をします。 

 

⑬ 【固定点検 000071 医療保険本人または世帯主の年齢が１５歳未満】にて、国保を点検対象とす

るか否かの設定をします。 

 

⑭ レセプト点検時に、症状詳記をフリーコメントとして認識するか否かの設定をします。 

※ 症状詳記の記載漏れなどの点検を行いたい場合は、本設定を「認識する」にし、チューンアップ

してください。 

 

⑮ レセプト読込時に請求年月と診療年月が同一の場合、確認のメッセージを表示するか否かの設定

をします。 

 

⑯ システム終了時にバックアップを行うか否かの設定をします。 

※ DB サーバーがインストールされている端末でのみ実行されます。 

クライアント環境ではバックアップは行えません。 

 

⑰ 算定支援機能を有効にするか否かの設定をします。 
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⑱ システム更新時に、病名変換メンテナンスで登録されている廃止病名を移行先病名に置換えるか

否かの設定をします。 

 

⑲ 投与量の点検時に、常用量又は最大量のどちらを優先的に使用して点検するかの設定をします。 

 

⑳ 適応症ルールが存在しない、または、存在しても「点検しない」に設定されている医薬品や診療行

為等について、表示方法を「記号なし」「薬品のみ」「検査のみ」「薬品と検査」「全件出力」から選択

し、設定します。 

 

㉑ 【固定点検 000127 ICD コードの詳細不明コードチェック】にて、候補病名として出力する病名の最 

大出力数を設定します。設定できる最大値は「10」です。 

※ DPC 点検注 1 が有効な場合にのみ表示されます。 

 

㉒ 投与量を、年齢別用量を使用して点検するか否かの設定をします。 

 

㉓ 【固定点検 000143 副傷病名の候補出力】にて、候補病名として出力する病名の最大出力数を 

設定します。設定できる最大値は「10」です。 

※ DPC 点検注 1 が有効な場合にのみ表示されます。 

 

㉔ 適応症の非適応点検ルールで「治ゆ」の傷病名を点検対象とするか否かを設定します。 

 

㉕ 【固定点検 000227 傷病名数の上限チェック】にて、警告としない傷病名の上限数を設定します。 

設定できる最大値は「99」です。 

 

㉖ DPC レセプトの適応症点検で、傷病名の記載数に応じて点検を行わない条件を設定します。 

・設定しない   ：傷病名の数にかかわらず、適応症点検を行います。 

・併存か発症４個：入院時併存傷病名が４個、または入院後発症傷病名が４個記載されていた 

場合に点検を行いません。 

・併存と発症８個：入院時併存傷病名および入院後発症傷病名が８個すべて記載されていた 

場合に点検を行いません。 

・傷病名 １２個 ：副傷病名を除いて１２個記載されていた場合に点検を行いません。 

※ DPC 点検注 1 が有効な場合にのみ表示されます。 

 

㉗ 【固定点検 000309 内服：上限日数チェック】で使用する日数を設定します。 

「0」が設定された場合、点検は行いません。 

※ 麻薬、向精神薬、新薬等、投与日数が設定されている医薬品に関しても一律に点検が行われ

ます。 

 

㉘ 【固定点検 000310 頓服：上限回数チェック】で使用する回数を設定します。 

「0」が設定された場合、点検は行いません。 

 

                                                  
注 1 DPC 点検はオプションです。 
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４－１－４． 指摘文章の表示形式の指定と一括変更を設定します。 

 指摘文章 ページタブをクリックしてください。 

点検結果一覧表示等に表示される指摘文章の表示形式と点検レベル単位に一括で指摘文章を設定します。 

 

▼４－１－d システム設定（使用する指摘文章） 

 

 

① 指摘文章表示（印刷）一括設定では、点検結果一覧表示等に表示される警告の指摘文章を 

「長文形式」で表示させるか「省略形式」で表示させるかを設定します。 

 
② 指摘文章表示（印刷）点検レベル単位変更では、レセプト点検する際に設定できる A～G のうち 

C：適応点検 と D：用量・日数（総投与日数設定は除く）のみ指摘文章の一括変更ができます。 

※ 設定する指摘文章は、上段①で指定した形式の文章が検索できます。 

※ 変更は次回点検時から反映されます。既存の点検結果に対して反映させるには、再点検が 

必要です。 

① 

② 
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４－１－５． 施設情報を設定します。 

 施設情報 ページタブをクリックしてください。 

施設情報として病院もしくは診療所の設定をしてください。 

 

▼４－１－e システム設定（施設情報） 

 

 

① 施設情報を指定します。 

ここで設定した施設情報により、診療行為マスター上に設定されている病院・診療所区分に沿った 

点検を行います。 

 

例）「皮膚科軟膏処置１」：診療所のみ算定可能 

  施設情報を病院と設定してある場合には警告されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
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４－１－６． 施設基準を設定します。 

 施設基準設定 ページタブをクリックしてください。 

診療行為マスターの施設基準の設定をしてください。 

 

▼４－１－f システム設定（施設基準設定） 

 
 

① 検索キーワードを入力して 検索 ボタンをクリックすると該当の施設基準を検索します。 

次の検索をするときは、さらに 検索 ボタンをクリックしてください。 

 

② 施設基準を設定します。施設基準設定欄の上でクリックすると選択できます。 

 

設定内容－  ○：施設基準あり  ×：施設基準なし  －：設定なし（点検しません） 

 

ここで設定した施設基準で、診療行為マスター上に設定された施設基準を満たして算定している 

かの点検を行います。複数の施設基準条件が存在する場合にはいずれか一つの施設基準設定 

に○印が付いていれば警告になりません。 

 

例）「電子化加算」： 施設基準設定の「電子化加算」を「×」に設定した場合警告されます。 

 

③  新規追加 ボタンをクリックすると②で設定した施設基準に対しての有効期限を定められ、世代

管理を行うことができます。 

 

④  削除 ボタンをクリックすると③で新規追加した有効期限を削除できます。 

 

⑤  ×全て施設基準なし ボタンをクリックするとすべての施設基準の設定を×にします。 

 

① 

② 

③ ④ 

⑤
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４－１－７． レセプト特記事項を設定します。 

 コード編集 ページタブをクリックしてください。 

任意の特記事項を設定してください。 

 
▼４－１－g システム設定（コード編集） 

 

 
① 標準の特記事項以外に使用している都道府県独自のコードを設定します。 

 

② 標準の特記事項以外に使用している都道府県独自の名称を設定します。 

 

③  追加 ボタンをクリックすると①、②で設定したコード、名称を登録できます。 

 

④  変更 ボタンをクリックすると、独自に追加した特記事項コードや名称を変更することができます。

標準のコードや名称は変更できません。 

 

⑤  削除 ボタンをクリックすると、独自に追加した特記事項コードや名称を削除することができます。

標準のコードや名称は削除できません。 

③ ④ ⑤ ② ① 
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４－１－８． 印刷設定を設定します。 

 印刷設定 ページタブをクリックしてください。 

任意の印刷設定を設定してください。 

 
▼４－１－h システム設定（ 印刷設定） 

 

 
① チェック用レセプト印刷の際、通常印刷（A4 縦）に算定日を出力するか否かを設定します。 

 

② 点検結果一覧印刷の際、点検結果一覧（タイプ２）に算定日を出力するか否かを設定します。 

 

③ 点検結果ＣＳＶ出力に、算定日を出力するか否かを設定します。 

 

④ チェック用レセプト印刷に、症状詳記を出力するか否かを設定します。 

 

⑤ 点検結果にルール情報を出力するか否かを設定します。 

 

⑥ 併科受診情報がレセプト電算ファイルに出力されている場合、チェック用レセプト印刷の摘要欄へ

併科受診している診療科（第一診療科から第三診療科）を出力するか否かを設定します。 

 

⑦ チェック用レセプトの疑義項目の表示方法を「黒文字で出力」「赤文字で出力」「背景色を変更」か

ら選択し、設定します。 

 

⑧ チェック用レセプト印刷時に関連レセプトを出力するか否かを設定します。 

③ 
② 
① 

④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
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⑨ チェック用レセプト印刷時に病床機能報告用病棟コードを出力するか否かを設定します。 

 

⑩ チェック用レセプト印刷の明細印刷タイプを「タイプ１」「タイプ２」「レセプト形式」から選択し、設定し

ます。 

※「レセプト形式」を選択した場合でも、以下の設定の際は「タイプ２」で出力されます。 

・各結果表示・印刷設定の出力方法タブ「明細印刷の向き」で「実施回数明細印刷（A4 横）」が選

択されている場合。 

 

⑪ チェック用レセプト（レセプト形式）印刷時に患者バーコードを出力するか否かを設定します。 

※バーコードの形式は「CODE128」です。 

 

⑫ チェック用レセプト（レセプト形式）印刷時に承認欄を出力するか否かを設定します。 
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４４－－２２  病病棟棟・・診診療療科科・・医医師師メメンンテテナナンンスス  

 

【機能の概要】 

お客様で使用している病棟コード・診療科コード・医師コードをメンテナンスします。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから 病棟・診療科・医師メンテナンス ボタンをクリックしてください。 

病棟・診療科･医師メンテナンス画面が表示されます。 

 

４－２－１． 病棟・診療科・医師のコードを修正します。 

取り込まれている独自コードを選択してメンテナンスしてください。 

 

▼４－２－a 病棟・診療科・医師メンテナンス 

 

① 病棟コード・診療科コード・医師コードのうち、 

修正を行う情報を選択してください。 

 

② 登録されている内容を表示します。 

 

③ メンテナンスする項目のコードと名称を入力し 

ます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると追加されます。 

 変更 ボタンをクリックすると一覧の選択されて 

いる行の情報を変更します。 

 削除 ボタンをクリックすると該当行を削除 

します。 

 
⑤  取り込み ボタンをクリックすると 4-2-b 病棟・診療科・医師取り込み画面が表示されます。 

 

※診療科コードをメンテナンスした後は、点検対象振り分けを確認してください。 

 

▼４－２－b 病棟・診療科・医師取り込み 

 

① 病棟コード・診療科コード・医師コード

のうち、取り込むデータに☑を入れてく

ださい。 

 

② 取り込みファイルを指定する画面が表

示されます。 

 
③ 取り込みを実行します。 

既に登録されているデータは削除され 

ますので注意してください。

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 

① 

② 

⑤ 
① ②

③ 
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４４－－３３  点点検検対対象象振振分分けけ  

 

【機能の概要】 

本製品のクライアントがインストールされているコンピューターごとに点検対象を振り分けることができます。 

※本製品のクライアントが複数のコンピューターに導入され、LAN によって接続された環境で設定できる機能 

です。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから 点検対象振分け ボタンをクリックしてください。または、レセプト点検

画面の 対象振分け ボタン、一括処理実行時に表示されるレセプト読込み画面の 対象振分け ボタンをクリ

ックしてください。点検対象振分け画面が表示されます。 

 

４－３－１． 点検対象を振り分けます。 

本製品のクライアントがインストールされているコンピューターに点検対象を振り分けます。 

レセプト点検や一括処理では、この設定されている点検対象に従ってレセプトの点検を実施します。 

点検対象として外来レセプトは診療科別で設定できます。入院レセプト、DPC レセプト、外来レセプトの 

診療科なしを設定できます。 

外来レセプトの診療科は、「病棟・診療科・医師取り込み」「病棟・診療科・医師メンテナンス」の診療科コードと連

動していますので、診療科コードに変更があった場合、点検対象振り分けの確認が必要です。 

 

▼４－３－a 点検対象振分け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  戻る ボタンをクリックすると、呼び出し元の画面へ戻ります。 

 

②  保存 ボタンをクリックすると、設定された点検対象振分けを保存します。 

 

※ 点検対象振り分けをする際には、１番上の点検対象（診療科」）をクリックして、キーボードの 

 Shift キーを押しながら１番下にある点検対象（「診療科」）をクリックすると一度にすべて選択

できます。 

① ②
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４４－－４４  病病名名変変換換取取りり込込みみ  

 

【機能の概要】 

点検用レセプト内の未コード化傷病名をレセプト電算傷病名に変換して、読み込む設定を外部ユーティリティ 

『傷病名整理ツール』で作成した情報を登録することができます。 

レセプト電算傷病名に変換して読み込むことにより、未コード化傷病名で記載されている傷病名を点検すること 

ができます。 

※ 『傷病名整理ツール』のご提供は、2018 年 1 月をもって、終了いたしました。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから 病名変換取り込み ボタンをクリックしてください。 

病名変換取り込み画面が表示されます。 

 

４－４－１． 病名変換情報を取り込みます。 

外部ユーティリティ『傷病名整理ツール』にて作成した、未コード化傷病名に対応したレセプト電算傷病名の情報 

を取り込みます。 

 

▼４－４－a 病名変換メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 『傷病名整理ツール』で作成された変換テーブルの保存先を指定します。 

（『傷病名整理ツール』で「照合済みデータ出力先フォルダー」に指定したアドレス） 

 

②  実行 ボタンをクリックすると指定された情報を取り込みます。 

注 意 ：取り込みについては、繰り返し実行できますが、既に登録されている病名変換情報は削除 

されます。 

 

※『傷病名整理ツール』の操作方法については、傷病名整理ツールの操作説明書を参照して 

ください。 

 

 

① 

② 
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４４－－５５  病病名名変変換換メメンンテテナナンンスス  

 

【機能の概要】 

点検用レセプト内の未コード化傷病名をレセプト電算傷病名に変換して、読み込む設定を登録することが 

できます。レセプト電算傷病名に変換して読み込むことにより、未コード化傷病名で記載されている傷病名を 

点検することができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから 病名変換メンテナンス ボタンをクリックしてください。 

病名変換メンテナンス画面が表示されます。 

 

４－５－１． 病名変換メンテナンスをします。 

未コード化傷病名に対応したレセプト電算傷病名を登録、変更および削除ができます。 

 

▼４－５－a 病名変換メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 病名種類では、キーワード検索する傷病名の種類を未コード化傷病名かレセプト電算傷病名から 

選択します。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると病名変換テーブルからキーワードに該当する傷病名の検索を行い

ます。一部一致に☑を入れると、傷病名の部分一致での検索を行います。 

 

③ 未コード化傷病名と対応するレセプト電算傷病名を入力します。 

 

④  検索 ボタンをクリックすると、4-5-b レセプト電算傷病名検索画面が表示され、画面から入力す

ることができます。 

 

 

① ② 

③ 
④

⑤ 

⑥ 
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⑤  追加 ボタンをクリックすると、病名変換テーブルに追加します。 

 変更 ボタンをクリックすると、選択されている病名変換テーブル行の病名変換情報を変更しま

す。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている病名変換テーブル行の病名変換情報を削除しま

す。 

 

⑥  印刷 ボタンをクリックすると、病名変換メンテナンス一覧が印刷されます。 

 

 

４－５－２． レセプト電算傷病名を検索します。 

レセプト電算傷病名を ICD-10 コードまたは、名称で検索します。 

 

▼４－５－b レセプト電算傷病名検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 病名種類は ICD-10 コードと傷病名のどちらから検索するかを選択します。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると該当する傷病名を検索して一覧表示します。 

 

③  修飾語編集 ボタンをクリックすると、4-5-c 修飾語編集画面が表示され、傷病名に修飾語を追

加することができます。 

 

④  決定 ボタンをクリックすると選択されている傷病名を病名変換メンテナンス画面に反映させま

す。 

 

 

① 
② 

④ 

③ 
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▼４－５－c 修飾語編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 修飾語変換を検索するキーワードを入力します。一部一致に☑を入れると、修飾語の部分一致で

の検索を行います。 

 
②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 
④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語に表示されます。 

 
⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 
⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 
⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 
⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると修飾語付き項目に決定し、4-5-b レセプト電算傷病名検索画面に戻

ります。 

 

① ② 

④ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

③ 

⑤ 
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４４－－６６  修修飾飾語語変変換換設設定定  

 

【機能の概要】 

点検用レセプト内のフリーコメントコードで出力されている修飾語をレセプト電算コードに変換する設定をおこな

うことができます。レセプト電算コードに変換して読み込むことにより、コード化されていない修飾語を点検するこ

とができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから 修飾語変換設定 ボタンをクリックしてください。 

修飾語変換設定画面が表示されます。 

 

４－６－１． フリーコメントの修飾語を変換登録します。 

 

▼４－６－a 修飾語変換設定 

 

 

① 登録されている修飾語変換を検索するキーワードを入力します。一部一致に☑を入れると、修飾

語の部分一致での検索を行います。 

 
②  検索 ボタンをクリックすると登録されている修飾語変換テーブルから検索します。 

 

③ 点検用レセプトファイルにフリーコメントで出力されている修飾語を入力します。 

 

④  修飾語編集 ボタンをクリックすると、4-6-b 修飾語編集画面が表示され、レセプト電算コードに

変換する修飾語を選択することができます。 

 

① ② 

⑥ 

③ 

④

⑤ 
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⑤  追加 ボタンをクリックすると、修飾語変換テーブルに追加します。 

 変更 ボタンをクリックすると、選択されている変換情報を変更します。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている修飾語変換テーブル行を削除します。 

 

⑥  印刷 ボタンをクリックすると、4-6-c 修飾語変換一覧が印刷されます。 

 
 

４－６－２． レセプト電算コードを決定します。 

修飾語編集でレセプト電算コードを決定します。 

 

▼４－６－b 修飾語編集 

 

 

① 修飾語変換を検索するキーワードを入力します。一部一致に☑を入れると、修飾語の部分一致で

の検索を行います。 

 
②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 
④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 
⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 
⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み欄から削除します。 

 
⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

① ② 

④ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑤ 

③ 
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⑨  決定 ボタンをクリックすると変換する修飾語が決定され、4-6-a 修飾語変換設定画面に戻りま

す。 

 

 

４－６－３． 修飾語変換一覧印刷。 

修飾語変換一覧を印刷します。 

 

▼４－６－c 修飾語変換一覧 
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４４－－７７  DDBB ササーーババーー接接続続先先設設定定  

 

【機能の概要】 

本製品のクライアントから DB サーバー端末へ接続できるように設定します。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから DB 接続先設定 ボタンをクリックしてください。 

DB サーバー接続先設定画面が表示されます。 

 

４－７－１． DB サーバー端末のコンピューター名を設定します。 

クライアントから接続する DB サーバー端末のコンピューター名を設定します。 

 

▼４－７－a DB サーバー接続先設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本製品の DB サーバーがインストールされているコンピューター名を入力します。 

 テスト ボタンをクリックすると、入力された DB サーバー端末のコンピューター名で接続テストを 

行います。 

接続できない場合、DB サーバー端末のコンピューター名が間違っているか、ネットワークが接続

できていない可能性がありますので、システム管理者へお問い合わせください。 

 

②  決定 ボタンをクリックすると DB サーバー端末のコンピューター名を登録します。 

接続テストで確認できたら、ボタンが有効になります。 

 

 

① 

② 
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４４－－８８  医医療療機機関関情情報報登登録録  

 

【機能の概要】 

医療機関情報を登録して、導入いただいたお客様のレセプトを点検できるようにします。登録しなければ点検処

理を行うことができません。 

※本登録した後は変更できませんので、注意してください。 

 

【操作方法】 

メインメニューの設定のサブメニューから 医療機関情報登録 ボタンをクリックしてください。 

医療機関情報登録画面が表示されます。 

 

４－８－１． 医療機関情報を登録します。 

医療機関情報を入力し登録することにより、お客様のレセプト電算ファイルを点検できるようになります。 

 

▼４－８－a 医療機関情報登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 医療機関情報で、医療機関コードと医療機関名称を入力してください。 

 

② 仮登録すると、レセプトデータ加工画面で変換されたレセプト電算ファイルを読込みます。 

医療機関情報の変更は可能です。 

本登録すると、入力された医療機関コードのレセプト電算ファイルを点検することができるように 

なります。 

本登録後は、医療機関情報の変更はできませんのでご注意ください。 

 

③  実行 ボタンをクリックすると医療機関情報が登録されます。 

 

 

① 

② 

③
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第第５５章章    レレセセププトト点点検検  
この章では、レセプト点検について説明します。レセプト点検は点検用レセプト電算ファイルの読込み、点検、 

点検結果表示（印刷）、フォーマットチェック結果参照を行います。 

 

５５－－１１  レレセセププトト読読込込みみ  
 

【機能の概要】 

点検するレセプト電算ファイルを読込み、レセプトの種類（医科、DPC）を自動判別して、点検に必要な項目のフ

ォーマットチェック、病名変換注１を行い、取り込みます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから レセプト読込み ボタンをクリックしてください。 

レセプト読込み画面が表示されます。 

 

５－１－１． 点検用レセプトを読込みます。 
点検用レセプト電算ファイルを指定して読込みします。また、フォーマットチェックを行います。 

レセプト読込みの結果は、フォーマットチェック結果参照、または エラーレコード参照 ボタンで確認できます。 

※ レセプト読込みは、複数のコンピューターで同時に実行することはできません。 

 

▼５－１－a レセプト読込み 

 

                                                   
注１ 病名変換は、未コード化傷病名を MEDISの索引テーブルを用いて、該当する場合に変換します。 

④ ⑤ 

⑦ 

① 

⑥ 

③ 
② 
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①  追加 ボタンをクリックすると、5-1-b 読込みファイル指定画面が表示され、点検用レセプト電算

ファイルを指定できます。 

 

②  変更 ボタンをクリックすると、5-1-b 読込みファイル指定画面に、読込みファイルのリストで選択

されたレセプト電算ファイルが表示され、変更することができます。 

 

③  削除 ボタンをクリックすると、読込みファイルのリストから選択されたレセプト電算ファイルを削

除することができます。 

 

④  読込開始 ボタンをクリックすると、読込みファイルのリストで☑が付いているレセプト電算ファイ

ルを読込みます。 

※ 医療機関情報が「仮登録」の場合は、17-2 レセプトデータ加工で加工したレセプト電算ファイル

のみ読込み可能です。 

※ デモ設備をご使用の場合、17-2 レセプトデータ加工で加工したレセプト電算ファイルのみ読込

み可能です。 

 

⑤  一括処理 ボタンをクリックすると、5-1-c レセプト読込み（一括処理）画面が表示され、読込みフ

ァイルのリストで☑を入れているレセプト電算ファイルを読み込んだ後に、点検までを実行すること

ができます。また、⑥「分散点検を可能にする」に☑を入れ点検すると、複数台で点検を行う場合、

他のコンピューターで点検予約をすることができるようになります。 

※ 点検を行うためには、点検対象振分け画面で、点検対象を設定する必要があります。 

 

⑥  エラーレコード参照 ボタンをクリックすると、5-8-aフォーマットチェック結果参照画面が表示され、

読込みファイルのフォーマットチェック結果を参照できます。 

 

⑦ レセプトファイル指定では、読込みレセプト電算ファイルのフォーマットを指定できます。 

「新フォーマット」は、今回の診療報酬改定対応フォーマットです。 

「旧フォーマット」は、診療報酬改定前までのフォーマットです。 

 

 

５－１－２． レセプト電算ファイルを指定します。 
レセプト読込み画面で 追加 ボタンまたは、 変更 ボタンをクリックしてください。 

レセプト読込みファイル指定画面が表示されます。 

 

▼５－１－b 読込みファイル指定 

 

 

①  参照 ボタンをクリックすると、ファイル指定画面よりレセプト電算ファイルを指定することができ

ます。 

 

②  決定 ボタンをクリックすると、入力されたファイル名をレセプト読込み画面へ反映します。 

① ② 
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５－１－３． 点検用レセプトを読込み・点検します。 
レセプト読込み画面で 一括処理 ボタンをクリックしてください。 

読込みファイルのリストで☑を入れているレセプト電算ファイルを読み込んだ後に、点検が実行されます。 

 

▼５－１－c レセプト読込み（一括処理） 

 

 

① 「分散点検を可能にする」に☑を入れ点検すると、4-3-a 点検対象振分け画面で設定された分散

点検ができます。 

レセプト読込み時に病名集計処理（候補病名を各医療機関で使用している頻度順で表示するため

の処理）を行います。 

※ 毎月のシステム更新時にも前月分の読込みデータから病名頻度の集計処理を行います。導入

直後で有効な候補病名が表示されない場合には、読込みと点検を別々に行うか、「分散点検を

可能にする」に☑を入れて一括処理を行ってください。 

「分散点検を可能にする」の☑を外すと、レセプト読込み・点検にかかる時間は短くなります。 

点検種別を選択します。また、縦覧点検では対象期間を指定します。詳しくは 5-2 レセプト点検を

ご参照ください。 

 

② 点検対象は、点検するレセプトの種類（外来・入院・DPC）を選択します。 

①「分散点検を可能にする」に☑を入れると、点検対象の  対象振分け ボタンをクリックして、

4-3-a点検対象振分け画面が起動できます。 

 

③ 点検レベルを指定します。詳しくは 5-2レセプト点検を参照ください。 

 

④ 疑い病名と急性病名の経過月数を設定します。詳しくは 5-2レセプト点検を参照ください。 

 

⑤ C：適応点検範囲（医薬品）は、医薬品の適応症点検の点検範囲を選択します。詳しくは 5-2 レセ

プト点検を参照ください。 

⑥ 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 
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⑥  決定 ボタンをクリックすると、読込みファイルのリストで☑を入れているレセプト電算ファイルを

読み込んだ後に、点検が開始されます。 
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５５－－２２  レレセセププトト点点検検  

 

【機能の概要】 

指定の条件に従ってレセプト点検を行い、結果を表示します。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから レセプト点検 ボタンをクリックしてください。 

レセプト点検画面が表示されます。 

 

５－２－１． レセプト点検を実行します。 
指定の請求年月のレセプトを点検します。 

▼５－２－a レセプト点検 

 

 

① 対象年月は、点検するレセプトの請求年月を指定します。 

 

② 点検種別は、単月点検か縦覧点検注 1を選択します。縦覧点検を行う場合は、参照対象にする 

縦覧期間を指定します。 

・単月点検：対象年月のレセプト１枚ずつで点検します。 

・縦覧点検：対象年月の同一患者様による保険・入院・外来・診療科を跨った複数レセプトでの 

点検と、対象年月より指定した期間の過去のレセプトを参照して点検を行います。 

 

「分散点検を可能にする」という項目は、5-1-a レセプト読込み⑤ 一括処理 ボタンをクリックした

際に出てくる 5-1-cレセプト読込み（一括処理）画面①にのみ表示される項目です。 

 

                                                   
注 1 縦覧点検はオプション機能です。 

① 

④ 

⑧ 

③ 

⑨ ⑩ 

⑥ 

⑤ 

② 

⑦ 
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③ 点検対象は、点検するレセプトの種類（外来・入院・DPC 注 2）を選択します。 

「点検対象を振り分ける」に☑を入れ、 対象振分け ボタンをクリックすると、4-3-a点検対象振分

け画面が起動されます。 

「点検対象を振り分ける」の☑を外すと、点検対象振分けの設定に関係なく点検を行います。 

 

④ 社保／国保は、点検するレセプトの保険種別を選択します。 

 

⑤ 疑い病名・急性病名（経過月）は、疑い病名・急性病名の欄で指定した経過月を超えている傷病名

について点検を行います。 

※ 点検を行うためには、固定点検設定で、該当の点検ルール（ルール番号：000098「▲疑い病名」、

000099「◆急性病名」）を「点検する」に設定する必要があります。 

 

⑥ 点検レベルは、点検する内容を選択します。「レベル指定」を選択した状態で 選択 ボタンをクリ

ックすると、5-2-b点検レベルリスト画面が表示されます。 

点検する内容は 1-3-2点検レベルを参照してください。 

 

⑦ C：適応点検範囲（医薬品）は、医薬品の適応症点検の点検範囲を選択します。 

標準の点検範囲は「在宅（14）」、「投薬（21～23）」、「注射（31～33）」です。 

 全選択 ボタンをクリックすると、すべての診療識別を点検範囲として点検を行います。 

 

⑧  点検 ボタンをクリックすると、レセプト点検を開始します。 

 

⑨  点検予約 ボタンをクリックすると、他のコンピューターで一括処理を行っているレセプトの点検を

予約できます。 

※ 点検を行うためには、点検対象振分け画面で、点検対象を設定する必要があります。 

 

⑩  予約取消 ボタンは点検予約を取り消すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
注 2 DPC点検はオプションです。 
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５－２－２． 点検レベルを指定します。 
レセプト点検画面の点検レベルで「レベル指定」を選択した状態で 選択 ボタンをクリックしてください。点検レ

ベルリスト画面が表示されます。 

 

▼５－２－b 点検レベルリスト 

 

① 左欄に表示された項目が選択可能な点検レベルで

す。右欄に表示された項目が選択した点検レベル

で点検を行う項目となります。 

 ＞＞ ボタンは、すべての点検レベルを右欄に移

動します。 

  ＞  ボタンは、左欄で選択された点検レベルを

右欄に移動します。 

  ＜  ボタンは、右欄で選択された点検レベルを

左欄に移動します。 

 ＜＜ ボタンは、すべての点検レベルを左欄に移

動します。 

 

②  選択 ボタンをクリックすると、右欄の点検レベル

が選択され、レセプト点検画面に戻ります。 

 

 

① 

② 
① 

② 



第第５５章章  レレセセププトト点点検検  

 

 

５－３－１P 

 

５５－－３３  点点検検予予約約状状況況確確認認  
 

【機能の概要】 

レセプト点検の、実行状況を参照することができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから 点検予約状況確認 ボタンをクリックしてください。 

点検予約状況確認画面が表示されます。 

点検対象別に状況を確認できます。 

 

▼５－３－a 点検予約状況確認 

 

 

①  再表示 ボタンをクリックすると、現在の状態が表示されます。 

 

予約なし ： 点検対象が振り分けられているコンピューターで点検予約がされていない 

点検予約 ： 点検対象が振り分けられているコンピューターで点検予約がされている 

点 検 済 ： 点検済み 

 

 

 

 

① 
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５５－－４４  点点検検結結果果一一覧覧表表示示  

 

【機能の概要】 

レセプト点検結果を表示設定の内容に従い、一覧表示や詳細表示を行います。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから 点検結果一覧表示 ボタンをクリックしてください。 

点検結果一覧表示設定画面が表示されます。 

 

５－４－１． 点検結果一覧表示の設定を行います。 
（１）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

設定内容の初期表示は、前回の設定内容を表示します。 

 

▼５－４－a 点検結果一覧表示設定（出力条件） 

 

 

① 請求年月は、表示する点検済みレセプトの請求年月を指定します。 

 

② 社保／国保は、保険種別を選択します。 

 

③ 外来／入院／DPCは、外来レセプト、入院レセプト、DPCレセプト注１種類を選択します。 

入院は「退院済み」「未退院」で絞り込みを行うことができます。 

DPCは「期間終了」「期間内」で絞り込みを行うことができます。 

• 「期間終了」：今回退院年月日が入力されているレセプト（退院済み、包括期間終了等） 

• 「期間内」 ：今回退院年月日が入力されていないレセプト（入院中、包括期間内） 

                                                   
注１DPCレセプト点検はオプションです。 

① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

④ 
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④ 出力タイプは、単月、縦覧を選択します。 

 

⑤ 病棟は、入院／DPCレセプトで表示する病棟を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

• 病棟情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑥ 診療科は、外来レセプトで表示する診療科を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

• 診療科情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦ 医師は、表示する医師名を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

• 医師情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑧ 点検レベルは、表示する点検レベルを指定できます。 

 

⑨  一覧表示 ボタンをクリックすると、点検結果一覧表示画面が表示されます。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、メインメニューへ戻ります。 
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（２）  出力方法 ページタブをクリックすると出力方法を設定できます。 

 

▼５－４－b 点検結果一覧表示設定（出力方法） 

 

 

① 並び順は、表示順を指定できます。 

• すべて指定した場合、 

社・国/外来・入院 ＞ レセプト種別別 ＞ 病棟別 ＞ 診療科別 ＞ 医師別 ＞ 患者番号順 

で表示されます。 

• 指定なしの場合、社・国/外来・入院 ＞ 患者番号順で表示されます。 

 

② 画面中の患者名表示の有無は、点検結果一覧画面に患者名の表示をする、しないの指定が 

できます。 

 

③ 印刷時の患者名出力の有無は、5-4-e点検結果一覧画面から 印刷プレビュー または、 

 印刷 ボタンで印刷を行うときに患者名を印字する、しないの指定ができます。 

 

④ コーディングデータの出力の有無は、点検結果一覧から患者指定後、チェック用レセプトを印刷 

する際に、出来高診療分の後に包括診療内容の出力の有無の指定ができます。 

 

⑤ 警告一覧印刷タイプは「タイプ 1」「タイプ 2」を指定できます。 

• 「タイプ 1」は『患者コード/患者氏名/患者病名/指摘文章内容』が表示された帳票です。 

• 「タイプ 2」は「タイプ 1」の帳票に『診療年月/レセプト種別/警告対象項目の診療識別』も 

加えて表示された帳票です。 

 

⑥ 印刷時の初回使用日出力の有無は、点検結果一覧の印刷時に点検用レセプトデータの算定日よ

り診療行為または医薬品の使用開始日を印字する、しないの指定ができます。 

 

⑦ 

① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 
⑩ 

⑧ 

⑪ 

④ 

⑨ 
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⑦ 明細印刷の向きは、帳票の出力方向を、縦（通常印刷）か横（実施回数明細印刷）の指定が 

できます。 

 

⑧ 傷病名・摘要欄文字サイズは、点検結果一覧から患者指定後、チェック用レセプトを印刷する 

際に、傷病名と摘要欄の文字の大きさを「8ポイント」か「10ポイント」の指定ができます。 

 

⑨ 疑義レベル出力の有無は、点検結果一覧から患者指定後、チェック用レセプトを印刷する際に、

警告指摘文章の前に「A～D、Z」の疑義レベルの出力の有無の指定ができます。 

 

≪疑義レベル≫ 

A：査定される可能性が高い 

B：都道府県によりバラツキあり 

C：条件の確認が必要 

D：目視での再点検が必要 

Z：任意点検 

 

⑩ 院外処方の区別は、点検結果一覧から患者指定後、チェック用レセプトを印刷する際に、 

レセプト内に含まれる院外処方の医薬品に関して「（外）」と付記して印字する、しないの指定が 

できます。 

 

⑪ 公費分点数出力は、点検結果一覧から患者指定後、チェック用レセプトを印刷する際に、 

公費併用レセプトにおいて、各診療行為に対する負担区分に応じて法別番号を印字する、 

しないの指定ができます。 
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（３）  コメント印刷設定 ページタブをクリックするとレセプトのコメントの印刷設定ができます。 

 

▼５－４－c 点検結果一覧表示設定（コメント印刷設定） 

 

 

① 「コメント印刷を行う」を選択した場合、②で指定したレセプト内の 01～99の診療識別に存在するコ

メントを点検結果一覧に表示します。（点検結果一覧の帳票タイプ「タイプ２」にのみ、この設定が

有効です） 

「コメント印刷を行わない」を選択した場合、レセプト内に存在するコメントを点検結果一覧に表示し

ません。 

 

① 

② 
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（４）  警告レセプト件数 ページタブをクリックすると警告件数を確認できます。 

レセプト点検後に自動表示される場合は、このページタブが初期表示されます。 

 

▼５－４－d 点検結果一覧表示設定（警告レセプト件数） 

 

 

① 指定した請求年月のレセプトの警告件数と総件数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
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５－４－２． 点検結果一覧を表示します。 
点検結果一覧表示設定画面の 一覧表示 ボタンをクリックしてください。 

点検結果一覧画面が表示されます。 

 

▼５－４－e 点検結果一覧 

 

 

① 患者氏名の欄は、患者番号と患者氏名が表示されます。5-4-b 点検結果一覧表示設定画面で

「患者名を表示しない」と指定した場合、患者名は「＊＊＊＊＊＊」で表示されます。 

 

② 病棟／診療科欄は、外来レセプトの場合は診療科が表示されます。入院レセプトまたは DPC レセ

プトの場合は、病棟が表示されます。 

 

③ 指摘文章欄は、警告内容の指摘文章が表示されます。 

 

④  印刷 ボタンをクリックすると、点検結果一覧を印刷することができます。 

 

⑤  検索 ボタンをクリックすると、5-4-f検索条件設定画面が表示されます。 

 

⑥  詳細表示 ボタンをクリックすると、5-4-g点検結果明細画面が表示されます。 

（一覧中の該当行をダブルクリックしても点検結果明細画面が表示されます） 

 

 

① ② 

⑦ 

③ 

④ ⑤ ⑥ 
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⑦ 一覧上で右クリックすると、以下のメニューが表示されます。 

 

点検対象の変更：☑を外すと、選択した行の点検ルールが点検対象項目から除外されます。 

 

点検ルール編集：７章 チューンアップの各設定画面が表示され、警告となった点検ルールの変更

を行うことができます。 

 

詳 細 表 示 ：5-4-g点検結果明細画面が表示されます。 

 

【関連項目】 

第７章 チューンアップ（点検ルール変更）を参照してください。 

 

 

５－４－３． 点検結果一覧から患者様を検索します。 
点検結果一覧画面の 検索 ボタンをクリックしてください。 

検索条件設定画面が表示されます。 

 

▼５－４－f 検索条件設定 

 

① 患者名で検索は、点検結果の検索条件として患者名で検索します。 

 

② 患者番号で検索は、点検結果の検索条件として患者番号で検索します。 

 

③ ↓方向検索、↑方向検索を選択することで、結果一覧の検索方向を決定できます。 

 

④  検索 ボタンをクリックすると、検索条件に従い点検結果一覧画面の該当データを検索します。 

 戻る ボタンがクリックされるまで、画面は表示されたまま、検索を続けることができます。 

 

⑤  戻る ボタンをクリックすると、検索条件設定画面を閉じて点検結果一覧画面に戻ります。 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 



第第５５章章  レレセセププトト点点検検  

 

 

５－４－９P 

 

５－４－４． 点検結果の詳細を表示します。 
点検結果一覧画面の 詳細表示 ボタンをクリックしてください。 

点検結果明細画面が表示されます。 

▼５－４－g 点検結果明細 

 

① 診療内容のリストで先頭列に★印が付いている診療内容に警告があります。 

★印の付いている行の指摘文章をクリックすると、関連する診療行為も選択状態になります。 

[縦覧]結果の★印をクリックすると関連レセプトが存在する場合、5-4-h関連レセプト画面が表示さ

れます。 

 

②  印刷 ボタンをクリックすると、点検結果明細を印刷します。 

 

③  前の患者 ボタンをクリックすると、前の患者様の点検結果明細が表示されます。 

 

④  次の患者 ボタンをクリックすると、次の患者様の点検結果明細が表示されます。 

 

⑤ ★印の付いている行で右クリックすると、以下のメニューが表示されます。 

 

点検対象の変更：☑を外すと、選択した行の点検ルールが点検対象項目から除外されます。 

 

点検ルール編集：第７章 チューンアップの各設定画面が表示され、警告となった点検ルールの変

更を行うことができます。 

 

関連レセプト表示：関連レセプトが存在する場合、5-4-h 関連レセプト画面が表示されます。 

 

樹 形 図 表 示：診断群分類番号の行で選択された場合に分類番号に対応した 5-4-i樹形図 

画面が表示されます。 

③ ⑥ 

① 

④ ② 

⑤ 
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⑥  戻る ボタンをクリックすると、点検結果明細画面を閉じて点検結果一覧画面に戻ります。 

 

▼５－４－h 関連レセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連項目】 

第７章 チューンアップ（点検ルール変更）を参照してください。 

 

 

▼５－４－i 樹形図 

 
 

【関連項目】 

第 15章 検索辞書を参照してください。 
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５５－－５５  点点検検結結果果一一覧覧印印刷刷  

 

【機能の概要】 

レセプト点検結果の印刷設定、および、一覧印刷を行います。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから 点検結果一覧印刷 ボタンをクリックしてください。 

点検結果一覧印刷設定画面が表示されます。 

 

５－５－１． 点検結果一覧印刷の設定を行います。 
（１）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼５－５－a 点検結果一覧印刷設定（出力条件） 

 

 

① 請求年月は、印刷する点検済みレセプトの請求年月を指定します。 

 

② 社保／国保は、保険種別を選択します。 

 

③ 外来／入院／DPCは、外来レセプト、入院レセプト、DPCレセプト注１種類を選択します。 

入院は「退院済み」「未退院」で絞り込みを行うことができます。 

DPCは「期間終了」「期間内」で絞り込みを行うことができます。 

• 「期間終了」：今回退院年月日が入力されているレセプト（退院済み、包括期間終了等） 

• 「期間内」 ：今回退院年月日が入力されていないレセプト（入院中、包括期間内） 

 

                                                   
注１DPCレセプト点検はオプションです。 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ ⑧ 

⑩ 

⑤ 

⑦ ⑨ 
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④ 患者は、すべての患者、または、患者番号を指定できます。 

 

⑤ 出力タイプは、単月／縦覧を選択します。 

 

⑥ 病棟は、入院／DPCレセプトで印刷する病棟を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

• 病棟情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦ 診療科は、外来レセプトで印刷する診療科を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

• 診療科情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑧ 医師は、印刷する医師名を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

• 医師情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑨ 点検レベルは、印刷する点検レベルを指定できます。 

 

⑩  印刷 ボタンをクリックすると、5-5-e点検結果一覧（タイプ 1）もしくは 5-5-f点検結果一覧 

（タイプ 2）が印刷されます。 

 

 

（２）  出力方法 ページタブをクリックすると出力方法を設定できます。 

 

▼５－５－b 点検結果一覧印刷設定（出力方法） 

 

 

① 並び順は、表示順を指定できます。 

③ 

① 

② 

④ 
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• すべて指定した場合、 

社・国/外来・入院 ＞ レセプト種別別 ＞ 病棟別 ＞ 診療科別 ＞ 医師別 ＞ 患者番号順、 

で表示されます。 

• 指定なしの場合、社・国/外来・入院 ＞ 患者番号順で表示されます。 

 

② 印刷時の患者名表示の有無は、点検結果一覧に患者名を印字しないように指定できます。 

 

③ 印刷時の初回使用日出力の有無は点検結果一覧の印刷時に、点検用レセプトデータの算定日よ

り診療行為または医薬品の使用開始日を印字設定できます。 

 

④ 警告一覧印刷タイプは「タイプ 1」「タイプ 2」を選択できます。 

• 「タイプ 1」は『患者コード/患者氏名/患者病名/指摘文章内容』が表示された帳票です。 

• 「タイプ 2」は「タイプ 1」の帳票に『診療年月/レセプト種別/警告対象項目の診療識別』も 

加えて表示された帳票です。 

 

 

（３）  コメント印刷設定 ページタブをクリックするとレセプトのコメントの印刷設定ができます。 

 

▼５－５－c 点検結果一覧印刷設定（コメント印刷設定） 

 

 

① 「コメント印刷を行う」を選択した場合、②で指定したレセプト内の 01～99の診療識別に存在するコ

メントを点検結果一覧に表示します。（点検結果一覧の帳票タイプ「タイプ２」にのみこの設定が有

効です） 

「コメント印刷を行わない」を選択した場合、レセプト内に存在するコメントを点検結果一覧に表示し

ません。 

 

 

① 

② 
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（４）  警告レセプト件数 ページタブをクリックすると警告件数を確認できます。 

 

▼５－５－d 点検結果一覧印刷設定（警告レセプト件数） 

 

 

① 指定した請求年月のレセプトの警告件数と総件数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

① 
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５－５－２． 点検結果一覧を印刷します。 
印刷された警告一覧を参照して点検結果を確認します。 

 

▼５－５－e 点検結果一覧（タイプ 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 患者病名が印字されます。傷病名に付く記号の意味は下記のとおりです。 

(主)：主傷病に対して付きます。 

[ ]：修飾語（接頭語、接尾語）に対して付きます。 

※ ：未コード化傷病名に対して付きます。 

＝ ：点検時に傷病名を変換した場合付きます。変換する場合は下記のとおりです。 

   ★ ：廃止病名＝移行先病名 

   ※ ：未コード化傷病名＝変換したレセプト電算病名 

▲ ：（指定した経過月を超えた）古い疑い病名・・・「点検する」に設定した場合のみ表示されます。 

◆ ：（指定した経過月を超えた）古い急性病名・・・「点検する」に設定した場合のみ表示されます。 

■ ：特定項目設定にて設定した傷病名・・・設定内容に合致した傷病名が存在した場合のみ 

    表示されます。 

● ：重複した傷病名・・・「点検する」に設定した場合のみ表示されます。 

 

② 指摘文章で警告の内容が表示されます。 

 

③ 適応症の警告で、5-5-b点検結果一覧印刷設定（出力方法）の「印刷時の初回使用日出力の 

有無」で出力を設定した場合、点検用レセプトデータの算定日より、診療行為の開始日または 

医薬品の処方開始日を印字します。 

診療識別毎ではなく、レセプト全体からみた開始日または処方開始日を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ ② 
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▼５－５－f 点検結果一覧（タイプ 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「タイプ 2」の帳票では「タイプ 1」の帳票内容に以下の点が追加で表示されます。 

① 診療年月 

② レセプト種別 

③ 警告対象項目の診療識別 

④ 警告対象項目およびレセプトに存在するコメント 

（コメント印刷設定タブで「コメント印刷を行う」に設定していた場合） 

⑤ 算定日 

（設定⇒システム設定の印刷設定タブで算定日を「出力する」に設定していた場合） 

※初回使用日を「出力する」にしている場合 

警告対象項目は、診療識別が複数存在した場合、若い番号のものを選択して表示します。 

初回使用日は、レセプト全体での「初回」を表示しますので、算定日とは異なる場合がありま

す。 

 

「タイプ2」の帳票では指摘文章欄が「タイプ1」より狭いため、指摘文章を省略形式で表示すること

をお勧めします。 

※ 指摘文章には長文形式または省略形式があります。設定は設定⇒システム設定の「指摘文

章」より行います。 

 

 

 

 

 

① ② ③ 

④ 

⑤ 
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５５－－６６  点点検検結結果果 CCSSVV 出出力力  

 

【機能の概要】 

出力設定の内容に従って、レセプト点検結果を CSV ファイル出力します。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから 点検結果 CSV出力 ボタンをクリックしてください。 

点検結果 CSV出力設定画面が表示されます。 

 

５－６－１． 点検結果を CSV ファイルに出力します。 
（１）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼５－６－a 点検結果 CSV出力設定（出力条件） 

 

 

① 請求年月は、CSV ファイルに出力する点検済みレセプトの請求年月を指定します。 

 

② 社保／国保は、保険種別を選択します。 

 

③ 外来／入院／DPCは、外来レセプト、入院レセプト、DPCレセプト注１種類を指定します。 

入院は「退院済み」「未退院」で絞り込みを行うことができます。 

DPCは「期間終了」「期間内」で絞り込みを行うことができます。 

• 「期間終了」：今回退院年月日が入力されているレセプト（退院済み、包括期間終了等） 

• 「期間内」 ：今回退院年月日が入力されていないレセプト（入院中、包括期間内） 

 

④ 患者は、すべての患者、または、患者番号を指定できます。 

                                                   
注１DPCレセプト点検はオプションです。 

① 

② 

③ 

④ ⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

⑤ 
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⑤ 病棟は、入院／DPCレセプトで出力する病棟を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

• 病棟情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑥ 診療科は、外来レセプトで出力する診療科を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

• 診療科情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦ 医師は、表示する医師名を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

• 医師情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑧ 点検レベルは、点検内容を指定します。 

 

⑨  CSV出力 ボタンをクリックすると、点検結果を CSV ファイルに出力します。 

 

 

（２）  出力方法 ページタブをクリックすると出力方法を設定できます。 

 

▼５－６－b 点検結果ＣＳＶ出力設定（出力方法） 

 

 

① 並び順は、表示順を指定できます。 

• すべて指定した場合、 

 社・国 / 外来・入院 ＞ 病棟別 ＞ 診療科別 ＞ 医師別 ＞ 患者番号順で表示されます。 

• 指定なしの場合、 

 社・国 / 外来・入院 ＞ 患者番号順で表示されます。 

 

① ③ 

④ 
② 



第第５５章章  レレセセププトト点点検検  

 

 

５－６－３P 

 

② CSV内の患者名出力の有無は、点検結果 CSVファイルに患者名を出力しないよう指定できます。 

 

③ CSV ファイル名は、出力先と CSV ファイル名を入力します。 

 参照 ボタンをクリックすると、画面より選択することができます。 

 

④ 出力タイプは、単月／縦覧を選択します。 

 

 

（３）  警告レセプト件数 ページタブをクリックすると警告件数を確認できます。 

 

▼５－６－c 点検結果 CSV出力設定（警告レセプト件数） 

 

 

① 指定した請求年月のレセプトの警告件数と総件数を表示します。 

① 
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（４） 点検結果 CSV フォーマット（出力項目）は以下となります。 

疑義情報：1 

 
項目名称 項目説明 

1 データ識別部 1：疑義情報 2：縦覧関連レセプト番号 3：指摘文章情報 

2 請求年月 西暦表記 

3 審査支払機関 1：社保 2：国保 

4 ファイル種別 1：医科 2：DPC 

5 入外区分 1：入院 2：外来 

6 診療科コード 00：診療科別なし 01～99：診療科コード 

7 連番 1 レセプト内での疑義情報の連番 

8 単月縦覧区分 1：単月 2：縦覧 

9 縦覧点検期間 1～12 

10 レセプト番号 レセプト共通情報のレセプト番号 

11 診療年月 西暦表記 

12 患者コード 
 

13 患者氏名 
 

14 診療科名称 診療科コードに対応する診療科名称 

15 病棟コード 
 

16 病棟名称 
 

17 医師コード 
 

18 医師名称 
 

19 レコード識別情報 
SI：診療行為 IY：医薬品 TO：特定器材 CO：コメント SY：傷病名 SB：傷病 

BU：診断群分類番号 SK：診療関連 CD：コーディングデータ 

20 傷病・摘要番号 傷病名レコード・摘要レコード内の行番号位置 

21 診療識別 
 

22 コード 対象項目の医薬品、診療行為、特定器材コード（診断群分類番号） 

23 修飾語コード 
 

24 コード（＋修飾語）名称 
 

25 数量・用量 
 

26 回数 
 

27 テーブル区分 

09：適応症点検 10：投与量点検 12：重複チェック点検 13：併算定点検 

16：行為別算定回数点検 18：特定日点検 20：算定支援チェック 

21：総投与日数点検 22：年齢別用量点検 30：固定点検 50：特定項目 

28 ルール番号 
 

29 点検レベル 
A：固定点検 B：回数制限 C：適応点検 D：用量・日数 E：併算定 Ｆ：特定項目 

G：算定支援チェック 

30 疑義レベル 
A：査定される可能性が高い B：都道府県によりバラツキあり 

C：条件の確認が必要 D：目視での再点検が必要 Z：任意点検 

31 指摘文章番号 
 

32 指摘文章 
 

33-63 算定日 1日から 31日まで 
 

 



第第５５章章  レレセセププトト点点検検  

 

 

５－６－５P 

 

縦覧関連レセプト情報：2 指摘文章情報：3 

 
項目名称 項目説明 項目名称 項目説明 

1 データ識別部 - データ識別部 - 

2 請求年月 - 請求年月 - 

3 審査支払機関 - 審査支払機関 - 

4 ファイル種別 - ファイル種別 - 

5 入外区分 - 入外区分 - 

6 診療科コード - 診療科コード - 

7 連番 - 連番 - 

8 関連レセプト番号 
関連レセプト

の連番 
指摘文章連番 指摘文章置換項目の連番 

9 請求年月 

関連レセプト

の情報 

コード置換種別 置換項目の位置 

10 審査支払機関 コード区分 

A:傷病名コード B：修飾語コード C：医薬品コード 

D：特定器材コード E：コメントコード 

F：診療行為コード Ｊ：薬価基準コード 

Ｌ：区分番号 Z：文字列 

11 ファイル種別 コード 上記コードまたは文字列 

12 入外区分 疑い区分 
0：疑い病名の区別なし 1：疑い病名では不可 

2：疑い病名のみ可 

13 診療科コード 

 

14 診療科名称 

15 レセプト番号 

16 診療年月 

17 病棟コード 

18 病棟名称 

19 医師コード 

20 医師名称 

21 レコード識別情報 

22 傷病名・摘要番号 

23 コード 

24 
コード（＋修飾語）

名称 
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５５－－７７  チチェェッックク用用レレセセププトト印印刷刷  

 

【機能の概要】 

出力設定の内容に従って、チェック用レセプト明細を印刷します。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから チェック用レセプト印刷 ボタンをクリックしてください。 

チェック用レセプト印刷設定画面が表示されます。 

 

５－７－１． チェック用レセプト印刷の設定を行います。 
（１）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼５－７－a チェック用レセプト印刷設定（出力条件） 

 

 

① 請求年月は、印刷する点検済みレセプトの請求年月を指定します。 

 

② 社保／国保は、保険種別を選択します。 

 

③ 外来／入院／DPCは、外来レセプト、入院レセプト、DPCレセプト注１種類を指定します。 

入院は「退院済み」「未退院」で絞り込みを行うことができます。 

DPCは「期間終了」「期間内」で絞り込みを行うことができます。 

• 「期間終了」：今回退院年月日が入力されているレセプト（退院済み、包括期間終了等） 

• 「期間内」 ：今回退院年月日が入力されていないレセプト（入院中、包括期間内） 

                                                   
注１DPCレセプト点検はオプションです。 

① 

③

 ①  

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ②

 ①  

⑨ 

⑧ 
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④ 対象とする患者は、印字する患者様を警告の状態や患者番号および請求点数で絞り込むことが

できます。複数患者を指定したい場合はカンマ区切りで入力します。または 患者複数指定 ボタ

ンをクリックすると表示される、5-7-b 患者番号指定画面で指定します。 

 

▼５－７－b 患者番号指定画面 

 
 

⑤ 病棟は、入院／DPCレセプトで印刷する病棟を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

• 病棟情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑥ 診療科は、外来レセプトで印刷する診療科を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

• 診療科情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦ 医師は、印刷する医師名を指定できます。 

• システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

• 医師情報は、4-2-a病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑧ 点検レベルは、すべてのレベル、または、任意のレベルを指定できます。 

 

⑨  次へ ボタンをクリックすると、5-7-iチェック用レセプト印刷確認画面が表示されます。 
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（２）  出力方法 ページタブをクリックすると出力方法を設定できます。 

 

▼５－７－c チェック用レセプト印刷設定（出力方法） 

 

 

① 並び順／追加抽出条件は、表示順を指定できます。 

初期設定では、 

社・国 ＞ 外来・入院 ＞ 患者番号順で表示されます。 

 選択 ボタンをクリックすると、5-7-d並び順設定／追加抽出条件設定画面が表示されます。 

 

② 出力タイプは、単月／縦覧 を選択します。 

 

③ 患者名出力の有無は、チェック用レセプト明細を印刷する際、患者名の印字有無を指定できます。 

 

④ 明細印刷の向きは、チェック用レセプト明細を印字する際、出力方向を、縦（通常印刷）か 

横（実施回数明細印刷）の指定ができます。 

 

⑤ 傷病名・摘要欄文字サイズは、チェック用レセプトを印刷する際に、傷病名と摘要欄の文字の大き

さを「8ポイント」か「10ポイント」の指定ができます。 

 

⑥ コーディングデータの出力は、チェック用レセプトを印刷する際に、出来高診療分の後に包括診療

内容の出力の有無の指定ができます。 

 

① ④ 

⑨ 

② 

⑥ 

⑦ 

③ 

⑤ ⑧ 
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⑦ 疑義レベル出力の有無は、チェック用レセプトを印刷する際に、警告指摘文章の前に「A～D、Z」の

疑義レベルの出力の有無の指定ができます。 

 

≪疑義レベル≫ 

A：査定される可能性が高い 

B：都道府県によりバラツキあり 

C：条件の確認が必要 

D：目視での再点検が必要 

Z：任意点検 

 

⑧ 院外処方の区別は、チェック用レセプトを印刷する際に、レセプト内に含まれる院外処方の医薬品

に関して「（外）」と付記して印字する、しないの指定ができます。 

 

⑨ 公費分点数出力は、チェック用レセプトを印刷する際に、公費併用レセプトにおいて、各診療行為

に対する負担区分に応じて法別番号を印字する、しないの指定ができます。 

 

※システム設定の印刷設定に、チェック用レセプト印刷に関する項目があります。 

一度も印刷設定を更新されていない場合、以下のメッセージが表示されます。 

印刷設定の設定内容をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連項目】 

第４章 設定 ４－１システム設定を参照してください。 
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（３） 並び順設定／追加抽出条件設定画面（並び順） 

▼５－７－d 並び順設定／追加抽出条件設定画面（並び順） 

 
 

① 左欄に表示された内容が、選択可能な並び順項目です。右の選択済欄の上に表示された項目か

ら順にソートされます。 

 

②  ＞＞ ボタンは、左欄のすべての項目を選択済欄に移動します。 

  ＞  ボタンは、左欄で選択された項目を選択済欄に移動します。 

  ＜  ボタンは、選択済欄で選択された項目を左欄に移動します。 

ただし、患者番号は移動できません。 

 ＜＜ ボタンは、選択済欄から患者番号を除く全ての項目を左欄に移動します。 

 

③ 選択済欄で選択中の項目が一覧の先頭へ移動し、並び順が１番になります。 

ただし、患者番号は移動できません。 

 

④ 選択済欄で選択中の項目が１行上へ移動し、並び順が繰り上がります。 

ただし、患者番号は移動できません。 

 

⑤ 選択済欄で選択中の項目が１行下へ移動し、並び順が繰り下がります。 

ただし、患者番号は移動できません。 

 

⑥ 選択済欄で選択中の項目が一覧の患者番号の前へ移動し、並び順が繰り下がります。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、設定した並び順／追加抽出条件を保存して、5-7-cチェック用レセ

プト印刷設定（出力方法）画面に戻ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、設定した並び順／追加抽出条件を保存せずに、5-7-c チェック用

レセプト印刷設定（出力方法）画面に戻ります。 

① 

④ 

② 

⑥ 

⑦ 

③ 

⑤ 

⑧ 
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（４） 並び順設定／追加抽出条件設定画面（レセプト種別） 

▼５－７－e 並び順設定／追加抽出条件設定画面（レセプト種別） 

  
 

① レセプト種別の抽出条件を指定できます。 

「すべて」の左側にあるチェックボックスに☑を入れると一覧に表示されているすべてのレセプト 

種別が抽出条件に指定されます。 

 

②  「本人」を全てＯＮ ボタンをクリックすると、「本人」の種別に☑が入り、 

 「本人」を全て OFF ボタンに切り替わります。 

 

③  「家族」を全てＯＮ ボタンをクリックすると、「家族」の種別に☑が入り、 

 「家族」を全て OFF ボタンに切り替わります。 

 

④  「公費」を全てＯＮ ボタンをクリックすると、「公費」の種別に☑が入り、 

 「公費」を全て OFF ボタンに切り替わります。 

 

 

① 

④ 

② 

③ 
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（５） 並び順設定／追加抽出条件設定画面（特記事項） 

▼５－７－f 並び順設定／追加抽出条件設定画面（特記事項） 

   
 

① 特記事項の抽出条件を指定できます。 

「すべて」の左側にあるチェックボックスに☑を入れると一覧に表示されているすべての特記事項

が抽出条件に指定されます。 

 

 

① 
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（６） 並び順設定／追加抽出条件設定画面（法別番号） 

▼５－７－g 並び順設定／追加抽出条件設定画面（法別番号） 

    
 

① 法別番号の抽出条件を指定できます。 

「すべて」の左側にあるチェックボックスに☑を入れると一覧に表示されているすべての法別番号

が抽出条件に指定されます。 

 

 

① 
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（７） 並び順設定／追加抽出条件設定画面（その他） 

▼５－７－h 並び順設定／追加抽出条件設定画面（その他） 

    
 

① 保険者番号、公費負担者番号の抽出条件を設定できます。 

最大 8桁の数字または半角スペースで入力してください。前方一致で条件に指定されます。 

 

 

① 
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５－７－２． チェック用レセプトを印刷します。 
チェック用レセプト印刷画面の 次へ ボタンをクリックしてください。 

チェック用レセプト印刷確認画面が表示されます。 

 

▼５－７－i チェック用レセプト印刷確認 

 

 

①  印刷 ボタンをクリックすると、チェック用レセプト明細が印字されます。 

 

② 「途中から印刷を行う」に☑を入れると、③で指定した条件以降のチェック用レセプト明細が途中か

ら印刷されます。 

※印刷を途中で中断してしまった場合にご利用ください。 

 

③ ②の「途中から印刷を行う」に☑を入れると、「保険種別」「点検対象」「レセプト種別」「患者名」「患

者番号」等を指定して印刷を再開することができます。 

 

④ 印刷プレビュー時の件数は、件数が多くてプレビューするまでの時間がかかるときに、100 件単位

に表示するように指定できます。 

 

⑤ 印刷時のスプール件数は、プリンターへ送る印字データの件数単位を指定できます。 

（例１）１を指定すると、1枚ごとに処理されるので、少ないプリンターメモリでも処理できます。 

（例２）999を指定すると、999枚まとめて処理されますので、大きなプリンターメモリが必要と 

    なります。 

ご使用の環境に合わせた、数値を設定してください。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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５－７－３． チェック用レセプトを印刷します。 
（１） チェック用レセプト（通常印刷）を印刷して点検結果を確認します。 

 

▼５－７－j チェック用レセプト（縦：通常印刷、タイプ１） 

 

▼５－７－ｄ チェック用レセプト（縦：通常印刷、タイプ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 患者病名の情報が印字されます。傷病名に対して警告がある場合、指摘欄に[数字]が印字されま

す。③の指摘内容欄の該当数値の指摘文章を確認します。 

 

傷病名に付く記号の意味は下記のとおりです。 

(主)：主傷病に対して付きます。 

[ ]：修飾語（接頭語、接尾語）に対して付きます。 

※ ：未コード化傷病名に対して付きます。 

＝ ：点検時に傷病名を変換した場合付きます。変換する場合は下記のとおりです。 

   ★ ：廃止病名＝移行先病名 

   ※ ：未コード化傷病名＝変換したレセプト電算病名 

▲ ：（指定した経過月を超えた）古い疑い病名・・・「点検する」に設定した場合のみ表示されます。 

◆ ：（指定した経過月を超えた）古い急性病名・・・「点検する」に設定した場合のみ表示されます。 

① 

② 

③ 
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■ ：特定項目設定にて設定した傷病名・・・設定内容に合致した傷病名が存在した場合のみ 

    表示されます。 

● ：重複した傷病名・・・「点検する」に設定した場合のみ表示されます。 

 

② 摘要内容が印字されます。各摘要内容に対して警告がある場合、各摘要の後ろに【数字】が印字

されます。③の指摘内容欄の該当数値の指摘文章を確認します。 

 

医薬品・診療行為に付く記号の意味は下記のとおりです。 

▼ ：標準ルールなし、または標準で「点検しない」に設定されている医薬品・検査等・・・表示する 

   設定にした場合のみ表示されます。 

▽ ：ユーザルールで「点検しない」に設定されている医薬品・検査等・・・表示する設定にした場合 

   のみ表示されます。 

 

③ 各警告に対する指摘文章が印字されます。先頭の数字は、傷病名に付く記号や摘要内容に印字

された数字と対応しています。 

 

 

▼５－７－k チェック用レセプト（縦：通常印刷、タイプ２） 
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▼５－７－l チェック用レセプト（縦：通常印刷、レセプト形式） 
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（２） チェック用レセプト（実施回数明細印刷）を印刷して点検結果を確認します。 

 

▼５－７－m チェック用レセプト（横：実施回数明細印刷、タイプ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① レセプト電算ファイルの算定日に記載されている情報を表示します。 

 

① 
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▼５－７－n チェック用レセプト（横：実施回数明細印刷、タイプ２） 
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５５－－８８  フフォォーーママッットトチチェェッックク結結果果参参照照  

 

【機能の概要】 

レセプト読込みで行う、フォーマットチェックの結果を表示します。 

※レセプト読込みを行ったコンピューターでのみ参照可能です。 

 

【操作方法】 

メインメニューのレセプト点検のサブメニューから フォーマットチェック結果参照 ボタンをクリックしてください。 

フォーマットチェック結果参照画面が表示されます。 

 

５－８－１． フォーマットチェック結果を表示します。 
 

▼５－８－a フォーマットチェック結果参照 

 

 

① 種別は、レセプトの種別を選択します。 

 

② チェック日時は、レセプト読込みでフォーマットチェックを行った日時を選択します。 

 

③ 警告種別は、フォーマットチェックでの警告を選択します。 

・A レコード識別情報該当なし  ・F 文字列長不正 

・B レコード重複   ・G コード表に該当なし 

・C レコード記録なし   ・H 日付フォーマット不正 

・D 必須項目記録なし  ・I 項目不足 

・E 文字コード不正   ・K その他 

① 

③ 

② 

⑤ ⑨ 

⑩ 

④ 
⑥ 

⑦ 
⑧ 



第第５５章章  レレセセププトト点点検検  

 

 

５－８－２P 

 

④ レコード種別 

・IR 医療機関情報   ・TO 特定器材 

・RE レセプト共通   ・CO コメント 

・HO 保険者    ・SJ 症状詳記 

・KO 公費    ・TI 臓器提供医療機関情報 

・GR 包括対象外理由   ・TR 臓器提供者レセプト情報 

・SY 傷病名    ・TS 臓器提供者請求情報 

・SI 診療行為   ・GO 診療報酬請求書情報 

・IY 医薬品     

 

⑤ 項目名は、レコード種別で指定されたレコードの項目を選択することができます。 

※各レコードの項目については、社会保険診療報酬支払基金が提供している電算レセプトの 

作成手引きを参照してください。 

 

⑥ 氏名は、入力した氏名から始まる患者名を検索します。一部一致に☑を入れると入力した氏名に

一部分でも該当する患者名を検索します。 

 

⑦ カルテ番号等は、REレコードのカルテ番号等フィールドに記載されている情報で検索できます。 

一部一致に☑を入れると入力一部分でも該当するカルテ番号等を検索します。 

 

⑧ キーワードは、フォーマットチェック結果中の文字列を指定して検索できます。 

 

⑨  検索 ボタンをクリックすると、検索した結果を一覧表示します。 

 

⑩  印刷 ボタンをクリックすると、フォーマットチェックエラー一覧を印刷します。 
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５－８－２． フォーマットチェック結果を印刷します。 
 

▼５－８－b フォーマットチェックエラー一覧 
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第第６６章章    デデーータタ分分析析  
 この章では、レセプト点検後の項目別警告一覧の表示・印刷方法を説明します。査定実態やご利用実態に応じ

てデータベースのチューンアップを行っていただくことにより、不要な警告の出力を防止することができます。 

 また、未コード化傷病名・疑い病名・急性病名などの出力方法を説明します。 

 

６６－－１１  警警告告分分析析  

 

【機能の概要】 

項目別に警告を集計出力することができます。これにより、どの医薬品・診療行為に対して、どのような警告が

出ているかを知ることができます。 

レセプト点検時に特に注意すべき項目が明確になるとともに、不要な警告を出さないように、チューンアップする

ための参考とすることができます。 

なお、この一覧画面からチューンアップ画面を開き、編集することもできます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのデータ分析機能のサブメニューから 警告分析 ボタンをクリックしてください。警告分析画面が

表示されます。 

 

６－１－１． 警告分析の分析条件を設定します。 

（１）  分析条件 ページタブをクリックすると分析条件を設定できます。 

分析を行う保険種別、レセプト種別、点検種別、病棟、診療科、医師、点検レベルを設定してください。 

 

▼６－１－a 警告分析（分析条件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

② 

③ 

⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑨ ⑩

⑦

⑪

④ 
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① 請求年月は、分析するレセプトの請求年月を指定します。 

※ここに何も表示されない場合は、分析する請求年月のレセプト点検を先に行う必要があります。 

 

② 社保／国保は、保険種別を選択します。 

 
③ 外来／入院／DPC は、外来レセプト、入院レセプト、DPC レセプト注１種類を指定します。 

 

④ 点検種別は、単月、縦覧の種別を指定します。 

 

⑤ 病棟は、すべての病棟、または、任意の病棟を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

・病棟情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑥ 診療科は、すべての診療科、または、任意の診療科を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

・診療科情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦ 医師は、すべての医師、または、任意の医師名を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

・医師情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑧ 点検レベルは、警告を分析する対象の点検レベルを指定できます。 

 

⑨  印刷 ボタンをクリックすると、項目別警告一覧の印刷を行います。6-1-b 印刷確認画面が表示

されますので、印刷プレビューを行う場合は はい ボタンを、プレビューを行わず印刷を実行する

場合は いいえ ボタンをクリックしてください。 

▼６－１－b 印刷確認画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩  CSV 出力 ボタンをクリックすると、項目別警告分析結果を CSV ファイルに出力します。 

 

⑪  表示 ボタンをクリックすると、6-1-d 項目別警告一覧画面が表示されます。 

 

                                                  
注１

ＤＰＣレセプト点検はオプションです。 
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（２）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼６－１－c 警告分析（出力条件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 画面中の患者名表示の有無では、画面中の患者名表示の有無を選択してください。 

 

② 出力時の患者名出力の有無では、出力時の患者名表示の有無を選択してください。 

 

③ CSV ファイル名では、項目別警告分析一覧と警告患者一覧の CSV ファイルの出力先を設定してく

ださい。 参照 ボタンをクリックして指定することも可能です。 

 

① 

② 

③ 
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６－１－２． 項目別警告一覧を表示します。 

警告分析画面で 表示 ボタンをクリックしてください。項目別警告一覧画面が表示され、警告の件数を点検ル

ールで集計した結果を表示します。 

▼６－１－d 項目別警告一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 警告のあった医薬品・診療行為等を、警告の多い順に上から表示しています。 

表の中の数字は、警告の回数です。チェックボックスに☑が入っているルールが、チェック用レセ

プト印刷の対象となります。 

 
② レセプト出力対象をすべて切り換えるチェックボックスに☑を入れると、全てのルールが出力対象

となります。 

 
③  印刷 ボタンをクリックすると、6-1-g 項目別警告一覧表印刷を行います。6-1-b 印刷確認画面

が表示されますので、印刷プレビューを行う場合は はい ボタンを、プレビューを行わず印刷を実

行する場合は いいえ ボタンをクリックしてください。 

 

④  CSV 出力 ボタンをクリックすると項目別警告一覧を CSV ファイルに出力します。 

 

⑤  チェック用レセプト ボタンをクリックするとチェック用レセプト印刷を行います。6-1-b 印刷確認画

面が表示されますので、印刷プレビューを行う場合は はい ボタンを、プレビューを行わず印刷を

実行する場合は いいえ ボタンをクリックしてください。 

 

⑥ 項目別警告一覧の警告を選択し 患者表示 ボタンをクリックすると 6-1-e 警告患者一覧が表示

されます。 

 

⑦ 一覧内の点検ルールを選択すると、その点検ルールをチューンアップできるボタンがクリックでき

ますので、（ 点検ルール設定 ボタン、 固定点検設定 ボタン、 特定項目設定 ボタン、 

 コメント設定 ボタン）直接点検ルールの編集をすることが可能です。 

① 

③ ④

⑦ 

⑤

② 

⑥
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【ご利用事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－１－３． 警告患者一覧を表示します。 

項目別警告一覧画面で警告を選択し、 患者表示 ボタンをクリックしてください。 

警告患者一覧画面が表示されます。 

▼６－１－e 警告患者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  印刷 ボタンをクリックすると、6-1-h 警告患者一覧表印刷を行います。6-1-b 印刷確認画面が

表示されますので、印刷プレビューを行う場合は はい ボタンを、プレビューを行わず印刷を実行

する場合は いいえ ボタンをクリックしてください。 

 

②  CSV 出力 ボタンをクリックすると、警告患者一覧を CSV ファイルで出力します。 

 

③  チェック用レセプト ボタンをクリックすると、チェックボックスに☑が入っている患者様のチェック

用レセプト印刷を行います。6-1-b 印刷確認画面が表示されますので、印刷プレビューを行う場合

は はい ボタンを、プレビューを行わず印刷を実行する場合は いいえ ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

④  詳細表示 ボタンをクリックすると、チェックボックスに☑が入っている患者様について、6-1-f 点

検結果明細画面を表示します。 

 

① ②

●導入直後の項目別警告一覧には下記の警告が混在しています。 

警告 A：未コード化傷病名に起因する警告 

警告 B：過去の審査結果から適応と認められるべきレセプトに対する警告 

警告 C：適応と認められないレセプトに対する警告 

このうち、A、B の警告は、本来不要な警告ですので、未コード化傷病名を整理したり、 

適応性データベースをチューンアップすることにより、必要な警告だけにできます。 

項目別警告集計表を詳しく見ることにより、各警告が上記 A、B、C のどれに該当するのかを 

確認し、チューンアップの目途を立てることができます。 

③ ④ 

⑤ 
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⑤ 一覧表示上でダブルクリックした患者様について、6-1-f 点検結果明細画面を表示します。 

 
▼６－１－f 点検結果明細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  印刷プレビュー ボタンをクリックすると、チェック用レセプトのプレビューが表示されます。 

 

②  印刷 ボタンをクリックすると、チェック用レセプト印刷を行います。 

 
６－１－４． 警告分析の帳票を印刷します。 

（１） 警告分析画面または、項目別警告一覧画面の 印刷 ボタンをクリックすると、項目別警告一覧表を印刷

します。 

 

▼６－１－g 項目別警告一覧表（帳票） 

 
 

① ② 
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（２） 警告患者一覧画面で 印刷 ボタンをクリックすると、警告患者一覧表を印刷します。 

 

▼６－１－h 警告患者一覧表(帳票） 
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６６－－２２  病病名名分分析析  

 

【機能の概要】 

未コード化傷病名、疑い病名、急性病名、不要病名、重複病名を印刷します。傷病名の整理に役立てます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのデータ分析機能のサブメニューから 病名分析 ボタンをクリックしてください。 

病名一覧出力設定画面が表示されます。 

 

６－２－１． 病名一覧の出力条件を設定します。 

（１）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼６－２－a 病名一覧出力設定（出力条件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 請求年月では、分析する点検済みレセプトの請求年月を指定します。 

※ ここに何も表示されない場合は、分析する請求年月のレセプト読込みを先に行う必要がありま

す。 

 

② 社保／国保では、保険種別を選択します。 

 

③ 外来／入院／DPC では、外来レセプト、入院レセプト、DPC レセプト注１種類を指定します。 

 

                                                  
注１

DPC レセプト点検はオプションです。 

① 

② 

③ 

④ 

⑦

⑧ ⑨ 

⑥ 

⑤ 
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④ 一覧名では、出力する傷病名一覧を選択してください。 

・未コード化傷病名一覧 ： 未コード化傷病名コードを使用している傷病名を出力します。 

・疑い病名一覧 ：     診療開始日から指定された月数を超過した疑い病名を出力します。 

・急性病名一覧 ：     診療開始日から指定された月数を超過した急性病名を出力します。 

・不要病名一覧 ：     診療行為が行われていないと思われる、傷病名を出力します。 

・重複病名一覧 ：     重複している傷病名を出力します。 

 

⑤ 病棟では、すべての病棟、または、任意の病棟を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

・病棟情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑥ 診療科では、すべての診療科、または、任意の診療科を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

・診療科情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦ 医師では、すべての医師、または、任意の医師名を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

・医師情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑧  印刷 ボタンをクリックすると、一覧名で指定された帳票の印刷を行います。 

 

⑨  CSV 出力 ボタンをクリックすると、一覧名で指定された帳票の情報を、CSV ファイルを出力しま

す。 
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（２）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼６－２－b 病名一覧出力設定（出力方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 並び順では、出力時の並び順を選択してください。 

・すべて指定した場合、 

 社・国 / 外来・入院 ＞ 病棟別 ＞ 診療科別 ＞ 医師別 ＞ 病名別 ＞ 患者番号順 

で表示されます。 

・指定なしの場合、社・国 / 外来・入院 ＞ 患者番号順で表示されます。 

 

② 印刷時の患者名出力の有無では、出力時の患者名表示の有無を選択してください。 

 

③ CSV ファイル名では、CSV ファイルの出力先を設定してください。 参照 ボタンをクリックして指定

することも可能です。 

 

 

① 

② 

③ 
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６－２－２． 病名一覧を印刷します。 

病名一覧出力設定画面で 印刷 ボタンをクリックすると、指定された傷病名一覧表を印刷します。 

 

（１） 未コード化傷病名一覧 

 

▼６－２－c 未コード化傷病名一覧表（帳票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 疑い病名一覧 

 

▼６－２－d 疑い病名一覧表（帳票） 
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（３） 急性病名一覧 

 

▼６－２－e 急性病名一覧表（帳票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 不要病名一覧 

 

▼６－２－f 不要病名一覧表（帳票） 
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（５） 重複病名一覧 

 

▼６－２－g 重複病名一覧表（帳票） 
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６６－－３３  特特定定項項目目分分析析  

 

【機能の概要】 

特定項目で返戻・査定実績のある医薬品・診療行為、特に注意を喚起したい項目を登録できます。特定項目と

して登録をした医薬品・診療行為を一覧印刷します。 

 

【操作方法】 

メインメニューのデータ分析機能のサブメニューから 特定項目分析 ボタンをクリックしてください。 

特定項目一覧出力設定が表示されます。 

 

６－３－１． 特定項目の出力条件を設定します。 

（１）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼６－３－a 特定項目一覧出力設定（出力条件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 請求年月では、分析する点検済みレセプトの請求年月を指定します。 

※ ここに何も表示されない場合は、分析する請求年月のレセプト読込みを先に行う必要がありま

す。 

 

② 社保／国保では、保険種別を選択します。 

 

③ 外来／入院／DPC では、外来レセプト、入院レセプト、DPC レセプト注１種類を指定します。 

 

 

                                                  
注１

DPC レセプト点検はオプションです。 

① 

② 

③ 

④ 

⑦ ⑧

⑥

⑤ 
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④ 病棟では、すべての病棟、または、任意の病棟を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、病棟（コード）を指定したときに有効になります。 

・病棟情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑤ 診療科では、すべての診療科、または、任意の診療科を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、診療科（コード）を指定したときに有効になります。 

・診療科情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑥ 医師では、すべての医師、または、任意の医師名を指定できます。 

・システム設定画面の出力条件指定で、医師（コード）を指定したときに有効になります。 

・医師情報は、4-2-a 病棟・診療科・医師メンテナンス画面で設定してください。 

 

⑦  印刷 ボタンをクリックすると、特定項目一覧の印刷を行います。 

 

⑧  CSV 出力 ボタンをクリックすると、特定項目一覧表の情報を CSV ファイルで出力します。 
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（２）  出力条件 ページタブをクリックすると出力条件を設定できます。 

 

▼６－３－b 特定項目一覧出力設定（出力方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 並び順では、出力時の並び順を選択してください。 

・すべて指定した場合、 

 社・国 / 外来・入院 ＞ 病棟別 ＞ 診療科別 ＞ 医師別 ＞ 患者番号順 

で表示されます。 

・指定なしの場合、社・国 / 外来・入院 ＞ 患者番号順で表示されます。 

 
② 出力時の患者名出力の有無では、出力時の患者名表示の有無を選択してください。 

 
③ CSV ファイル名では、CSV ファイルの出力先を設定してください。 参照 ボタンをクリックして指定

することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 
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（３） 特定項目分析 CSV フォーマット（出力項目）は以下となります。 

 

特定項目情報：1 

項目名称 項目説明 

1 データ識別部 １：分析の対象となったレセプト情報とルール情報 

2 請求年月 西暦表記 

3 審査支払機関 1：社保 2：国保 

4 ファイル種別 1：医科 2：DPC 

5 入外区分 1：入院 2：外来 

6 診療科コード 00：診療科別なし 01～99：診療科コード 

７ 連番 1 レセプト内での疑義情報の連番 

８ 単月縦覧区分 1：単月のみ 2：縦覧のみ 3：単月と縦覧 

９ 縦覧期間 分析画面で選択された縦覧期間 

10 レセプト番号 

11 レセプト種別 

12 診療年月 西暦表記 

13 患者コード   

14 患者氏名   

15 診療科名称 診療科コードに対応する診療科名称 

16 病棟コード   

17 病棟名称   

18 医師コード   

19 医師名称   

20 保険者番号 公費負担者番号の場合あり。複数存在時は「;」で区切る 

21 受給者番号 複数存在時は「;」で区切る 

22 年齢 生年月日から求めた値。日齢が 28 日未満なら AA。99 歳以上は 99 

23 レセプト特記事項 

24 実日数 HO レコードの実日数。HO レコードがなければ KO レコードの最大値 

25 男女区分 

26 テーブル区分 50：特定項目 

27 ルール番号 

28 点検レベル Ｆ：特定項目 

29 
疑義レベル 

A：査定される可能性が高い B：都道府県によりバラツキあり 

C：条件の確認が必要 D：目視での再点検が必要 Z：任意点検 

30 指摘文章番号   

31 指摘文章   
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特定項目セット内容情報：２ 

項目名称 項目説明 

1 データ識別部 ２：特定項目セット側のレセプトの情報 

2 請求年月 西暦表記 

3 審査支払機関 1：社保 2：国保 

4 ファイル種別 1：医科 2：DPC 

5 入外区分 1：入院 2：外来 

6 診療科コード 00：診療科別なし 01～99：診療科コード 

7 連番 1 レセプト内での疑義情報の連番 

8 レセプト番号 

9 レセプト種別 

10 診療年月 西暦表記 

11 患者コード   

12 患者氏名   

13 診療科名称 診療科コードに対応する診療科名称 

14 病棟コード   

15 病棟名称   

16 医師コード   

17 医師名称   

18 レコード識別情報 SI：診療行為 IY：医薬品 TO：特定器材 CO：コメント SY：傷病名 SB：傷病  

19 傷病・摘要番号 傷病名レコード・摘要レコード内の行番号位置 

20 診療識別 

21 コード 対象項目の医薬品、診療行為、特定器材、傷病名コード 

22 修飾語コード 

23 名称 

24 数量   

25 回数   

26 主傷病 

27 経過月（診療開始日） 

28 転帰  
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第第７７章章    チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
 この章では、点検ルールの追加等、お客様が各種適応性データベースをチューンアップする機能について説明

します。 

 

７７－－１１  ルルーールル情情報報一一覧覧表表  
 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する点検ルールに対して追加・変更・削除などのチューンアップを行うことができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップから 点検ルール変更 ボタンをクリックしてください。7-1-a ルール情報一覧表

画面が表示されます。 

 

７－１－１． 画面の概要 

（１） ルール情報一覧表画面 

▼７－１－a ルール情報一覧表 

 

① 点検ルール種別では、点検ルール情報を表示する種別を選択できます。 

・ 適応症設定（詳細は第７章、７－２項を参照してください） 

・ 投与量設定（詳細は第７章、７－３項を参照してください） 

・ 行為別算定回数設定（詳細は第７章、７－４項を参照してください） 

・ 併算定設定（詳細は第７章、７－５項を参照してください） 

・ 重複チェック設定（詳細は第７章、７－６項を参照してください） 

⑩ ⑪ ⑫ ⑬

① 

② 

⑤ 

⑧

③

⑨ 

⑦ ⑥

⑭ ⑮ ⑯ 

④ 
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・ 特定日設定（詳細は第７章、７－７項を参照してください） 

・ 総投与日数設定（詳細は第７章、７－８項を参照してください） 

・ 算定支援チェック設定（詳細は第７章、７－９項を参照してください） 

 

② 検索種別では、表示する点検ルール情報の検索種別（医薬品や診療行為の名称またはルール名

称、ルール番号）を選択します。 

 

③ 検索対象として、標準かユーザ、適応か非適応、点検するか点検しないに☑を入れます。すべて

対象にすることも可能です。 

 

④ 廃止項目も表示するに☑を入れると経過措置が終了しているルールも表示できます。 

 

⑤ 検索条件では、検索し、表示する点検ルール情報の診療識別を選択します。医薬品を選択した場

合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいずれかを選択できます。 

診療行為を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理等・在

宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻酔・放射

線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

 

⑥ 入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

⑦  検索 ボタンをクリックすると、⑧に検索結果の点検ルールが一覧表示されます。 

 

⑧ 登録済みの点検ルールが表示されます。 

・ 点検対象：  チェックボックスに☑が入っている点検ルールのみ、点検時、点検対象の 

           点検ルールになります。 

・ ユ：        ○印が付いている点検ルールはお客様が追加または変更したユーザールール 

           です。 

・ 名 称：    点検ルールが適用される医薬品・診療行為名称などの項目名称が表示されます。 

・ 単 位：    名称に表示される医薬品の単位が表示されます。 

・ ルール名称：ルール名称が表示されます。 

※ 表示される項目は点検ルール種別によって異なります。 

 

⑨ 全点検対象の切り替えの左横にあるチェックボックスに☑を入れるとすべてのルールが点検対象

になります。 

 

⑩  新規追加 ボタンをクリックすると、点検ルールを新規追加する画面が表示されます。 
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⑪  複製追加 ボタンをクリックすると、⑧で選択した点検ルールを複製追加した画面が表示されま

す。それを基にすることで、簡易に点検ルールを一部変更したり、新たな点検ルールを作成するこ

とが可能です。 

 

⑫  変更 ボタンをクリックすると、⑧で選択した点検ルールを変更する画面が表示されます。 

 

⑬ 7-1-a ルール情報一覧表画面で、 新規追加 または 複製追加 した点検ルールを選択すると 

 削除 ボタンがクリックできるようになり、クリックすると選択した点検ルールが削除されます。 

標準で登録されている点検ルールを変更した場合には 標準に戻す ボタンに変わり、クリックす

ると標準の点検ルールに戻ります。 

 

⑭  印刷プレビュー ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面の検索結果欄で「ユ」の

欄に○印が付いた点検ルールがある場合、印刷プレビュー画面が表示されます。印刷プレビュー

から続けて印刷を開始することもできます。 

※ この機能は適応症設定、投与量設定のみに対応している機能です。 

 

⑮  印刷 ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面の検索結果欄で「ユ」の欄に○印が

付いた点検ルールがある場合、印刷を行います。 

※ この機能は適応症設定、投与量設定のみに対応している機能です。 

 

⑯  戻る ボタンをクリックすると、メインメニューに戻ります。 
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７－１－２． 変更内容を印刷します。 

（１） 7-1-a ルール情報一覧表画面の検索結果欄で「ユ」の欄に○印が付いた点検ルールがある場合 

 印刷 ボタンをクリックするとお客様が追加または変更したルール情報が印刷されます。 

または 印刷プレビュー ボタンから印刷も可能です。 

▼７－１－b ルール情報一覧表（適応症） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼７－１－c ルール情報一覧表（投与量） 
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▼７－１－d ルール情報一覧表（投与量（年齢別用量）） 
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７７－－２２  適適応応症症設設定定  

 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する適応症の点検ルールに対して追加・変更・削除などのチューンアップを行うことができ

ます。 

 

【操作方法】 

7-1-aルール情報一覧表画面にて、点検ルール種別から適応症設定を選択してください。 新規追加 ボタンま

たは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてください。7-2-a 適応症設

定画面が表示されます。 

または、第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、

点検ルール編集を選択してください。7-2-k 適応症設定画面が表示されます。 

 

７－２－１． 画面の概要 

 

（１） 適応症設定画面 

▼７－２－a 適応症設定 

 
 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

㉑ ㉒ 

㉚ 

㉓ 

㉖ 

㉔ 

㉘ 

⑱ 

⑭

⑳ 

① 
③ 
⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑩ 
⑬ 

⑰ 

⑲ 

④ 

②

⑤ 

⑨

⑪ ⑫ ⑯
⑮ 

㉕ 

㉙ 

㉗ 
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② 有効期限は、表示されている点検ルールに対して期限を設定することができます。点検時はレセ

プトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。 

適応症ルール内でユニークな番号（１点検ルールに１番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷する疑義レベルを選択して登録することができます。 

（疑義レベルは、A～D、Z の５段階です） 

 

⑤ 単位は、適応症の点検を行う医薬品の単位を表示します。 

 

⑥ 対象項目欄（医薬品、診療行為もしくは特定器材）は、作成する点検ルールの対象となる対象項

目（医薬品、診療行為もしくは特定器材）が表示されます。対象項目欄の 検索 ボタンをクリック

すると、7-2-b 対象項目設定画面が表示され、対象項目欄に表示する対象項目が検索できます。

対象項目欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５－１疾患検索の各項目内容が参照で

きます。 

・医薬品の場合は、医薬品から病名画面が表示されます。 

・特定器材の場合は、特定器材から病名画面が表示されます。 

・診療行為の場合は、診療行為から病名画面が表示されます。 

 

⑦ 指摘文章欄は、個別の点検ルールごとに指摘文章を設定する場合に使用します。 

指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-2-ｃ指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。指摘文章内に表示される「＃＃」は点

検結果上で、⑥で選択した医薬品が入ります。また「＆＆」は⑲病名条件、㉓算定条件（出力対象

に設定されている場合のみ）で登録されている条件が入ります。 

※ 個別に設定をしない場合は、システム設定の 指摘文章 ページタブにある「指摘文章表示（印

刷）点検レベル単位変更」の適応症チェックで設定されている指摘文章が使用されます。 

 

⑧ 適応区分は、適応の点検ルールとするか非適応の点検ルールとするかを選択します。 

・ 適応  ： 病名条件、算定条件の登録内容がレセプト上に存在していなければ、警告になります 

・ 非適応： 病名条件、算定条件の登録内容がレセプト上に存在していれば、警告になります 

 

⑨ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、入院のみ、外来のみ、または入・外とも）を

選択できます。 
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⑩ 枝番切替で枝番号の切り替えができます。 追加 ボタンをクリックすると、枝番号が追加されます。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている枝番号が削除されます。 

枝番号は、一つの点検ルールに対して複数のパターンで条件を登録する場合に追加します。枝番

号を二つ以上登録した場合、適応区分が適応の場合いずれかの枝番号の条件に一致していれば

警告になりません。また、適応区分が非適応の場合はいずれかの枝番号の条件に一致していれ

ば警告になります。 

 

⑪  複製追加 ボタンをクリックすると、現在表示されている枝番号と同内容の設定（点検ルール条

件）で、新しい枝番号が増え、枝番号自体のコピーができます。その後に、㉒ 編集 ボタン等で内

容の修正を行います。 

 

⑫  枝番コピー ボタンをクリックすると 7-2-i 枝番コピー画面が表示され、現在表示されている枝番

号内の設定（点検ルール条件）を、他のルールに対してコピー（複製追加）できます。詳細は表示

される 7-2-i 枝番コピー画面を参照してください。 

 

⑬ 対象年齢は、枝番号内の条件に適用する年齢を選択できます。 

ただし、下限（以上）に“AA”を選択すると、新生児が適用対象から外れます。 

上限（未満）に“AA”を選択すると、新生児のみが適用対象になります。 

 

⑭ 診療識別設定は枝番号内の条件を適用する診療識別が選択できます。何も選択しない場合は、

全てが対象となります。 

 

⑮ 単独処方設定は医薬品の適応症点検の場合に枝番号内の条件を適用する処方条件を選択でき

ます。 

・指定なし（空白）：点検対象の医薬品と同日処方の医薬品の有無に関わらず適用されます。 

・ のみ ：点検対象の医薬品以外に同日処方の医薬品がない場合に条件が適用されます。 

・ 以外 ：点検対象の医薬品以外に同日処方の医薬品がある場合に条件が適用されます。 

 

⑯ 診療科設定は枝番号内の条件を適用する診療科を選択できます。 

・全て ： 診療科に関わらず全てに適用されます。 

・診療科選択：表示された診療科のみに枝番号内の条件が適用されます。診療科は 選択 ボタ

ンをクリックすると診療科リスト画面が表示され、診療科を選択することが可能で

す。 

※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ選択

することができます。 
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⑰ 「結果に候補病名を出力」は、枝番ごとに傷病名を点検結果の候補病名として表示することを指定

できます。☑が入っている枝番の傷病名を点検結果に候補病名として表示します。 

また、検索辞書の適応疾患欄に表示するか否かもこの設定が反映されます。 

 

⑱ 枝番ごとに「診療開始月から□ヶ月以内」または「診療開始日から□日以内」の□に数字（1～99

まで）を設定すると、適応対象とする傷病名に対して期間設定ができます。 

・月：設定した期間を過ぎている診療開始月の患者病名が存在した場合には、 

その傷病名は適応症点検の対象外となります。 

・日：設定した期間を過ぎている診療開始日の患者病名が存在した場合には、 

その傷病名は適応症点検の対象外となります。 

 

⑲ 病名条件は、適応・非適応とする傷病名が表示されます。 

・ 「AND」 ： 

グループなし→登録されている傷病名すべてレセプト上に存在しているという条件になります。 

グループあり→登録されているセット番号毎にいずれかの傷病名がレセプト上に存在している 

という条件になります。 

・ 「OR」 ：  

グループなし→登録されている傷病名のいずれかが存在しているという条件になります。 

グループあり→登録されている傷病名の内、いずれかのセット番号の傷病名すべてレセプト上に 

存在しているという条件になります。 

 

※適応症設定画面の病名条件欄に ICD-10 コードで病名が登録されていた場合、ICD-10 コード

をダブルクリックすると、その ICD-10 コードの傷病名を確認することができます。 

※審査情報提供事例を元に登録された傷病名は、文字色が緑で表示されます。 

 

⑳ 「主傷病」は、枝番ごとに病名条件に表示されている傷病名が主傷病かの条件を指定できます。 

☑が入っている枝番の傷病名は主傷病で存在しているという条件になります。 

 

㉑  グループ化 ボタンをクリックすると、7-2-d グループ化一覧画面が表示されます。 

グループ化は病名条件欄にある傷病名の中でグループを作成します。 

 

㉒  編集 ボタンをクリックすると、7-2-f 病名条件編集画面が表示されます。 

 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－２－５P 

 

㉓ 算定条件では、適応・非適応の算定条件が表示されます。 

・ 「AND」： 表示されている算定条件すべてレセプト上に存在しているという条件になります。 

・ 「OR」 ： 表示されている算定条件のいずれか（または複数）が存在しているという条件になりま

す。 

※適応症設定画面の算定条件欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請

求コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録されている項

目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

㉔ 期間指定では、算定条件に指定した項目の算定日が、同一月か同一日かを選択できます。 

・ 「同一月」：表示されている算定条件の算定日が、点検対象項目の算定日と同一月であるという

条件になります。 

・ 「同一日」：表示されている算定条件の算定日が、点検対象項目の算定日と同一日であるという

条件になります。 

 ※算定条件にコメントを指定した場合は、「同一日」を選択しても「同一月」での点検となります。 

 

㉕  編集 ボタンをクリックすると 7-2-h 算定条件編集画面が表示されます。 

 

㉖ ⑥の対象項目が診療行為の場合、左右点検チェックボックスが表示されます。☑が入っている場

合は、診療行為の「左」「右」の部位と、患者病名に付加された部位（接頭語）が一致しているかを

加味した点検を行います。 

 

 

 

㉗  候補病名設定 ボタンをクリックすると、7-2-j 候補病名設定画面が表示されます。 

 

㉘ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の 

点検ルール情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合に 

は 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

㉙  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

㉚  戻る ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 作成や変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックす

ると保存されません。 
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（２） 対象項目設定 

▼７－２－b 対象項目設定 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。（表示している画面は検索対象が診療行為の場合です。） 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の文字列で対象項目を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

対象項目（医薬品、特定器材、診療行為）によって、表示される項目は異なります。 

 

④ ③で選択した対象項目が表示されます。 

 

⑤  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-2-g修飾語編集画面が表示されます。③で選択した対象

項目に修飾語を追加できます。 

※ 修飾語が追加できるのは診療行為に対してのみです。 

 

⑥  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された対象項目に決定し、7-2-a 適応症設定画面に戻り

ます。 

 

⑦  戻る ボタンをクリックすると、対象項目を決定せず、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 

 

 

① ② 

③ 

④ 

⑥ ⑦ 

⑤ 
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（３） 指摘文章設定画面 

▼７－２－c 指摘文章設定 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れま

す。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、7-2-a 適応症設定画面の⑥の対象項目が

入ります。また「＆＆」は同画面上の⑲病名条件、㉓算定条件で登録されている条件が入りま

す。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示されます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-2-a 適応症設定画面に戻り 

ます。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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（４） グループ化一覧画面 

▼７－２－d グループ化一覧 

 

 

① 7-2-a 適応症設定画面の㉑  グループ化 ボタンをクリックするとグループ化された傷病名が 

表示されます。セット欄の数字が同じものが同一グループになります。 

※ グループ化できるのは 7-2-a 適応症設定画面の病名条件で登録してある傷病名のみです。 

 

②  追加 ボタンをクリックします。7-2-e グループ化編集画面が表示され、グループを追加できま

す。 

 

③  変更 ボタンをクリックします。7-2-e グループ化編集画面が表示され、①で選択したグループの

変更ができます。 

 

④  削除 ボタンをクリックすると、①で選択したグループが削除されます。 

 

⑤  戻る ボタンをクリックすると、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 

 

 

① 

② ③ ④ 

⑤ 
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（５） グループ化編集画面 

▼７－２－e グループ化編集 

 
 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

※ 検索範囲は、7-2-a 適応症設定画面の病名条件で登録してある傷病名のみです。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名・修飾語を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名・修飾語が⑥のグループ操作欄に表示され

ます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら

複数の傷病名・修飾語を一つずつ選択できます） 

 

⑥ グループ化する傷病名・修飾語が表示されます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、⑥で選択した傷病名・修飾語がグループ操作欄から削除されま

す。 

① ② ③ 

⑩ ⑪ 

④ 

⑤ ⑦ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 
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⑧ 診療開始日順に☑を入れると、グループ操作欄の傷病名が連番の順に診療を開始しているという

条件を追加できます。 

 

⑨  ∨ ボタン、 Λ ボタンをクリックすると、グループ操作欄に表示された傷病名の順番を移動する

ことができます。 

 

⑩  保存 ボタンをクリックすると、グループ操作欄のグループを登録し、7-2-d グループ化一覧画面

に戻ります。 

 

⑪  戻る ボタンをクリックすると、グループを登録せず、7-2-d グループ化一覧画面に戻ります。 

 

 

（６） 病名条件編集画面 

▼７－２－f 病名条件編集 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑨ 

① ② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ ⑧ ⑩ ⑥ 

⑪ ⑫ 
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⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

疑い病名欄をクリックすると点検時の疑い病名に対する取扱いを選択できます。 

・ 可    ：疑い病名の場合も対象とする 

・ 不可 ：疑い病名の場合には対象外とする 

・ のみ ：疑い病名のみ対象とする 

「全疑い区分を設定する」に☑を入れて、可・不可・のみ を選択すると一括で疑い区分を変更しま

す。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、⑦で選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると④で表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-2-g 修飾語編集画面が表示され、⑦で選択した傷病名

に修飾語を追加することができます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もし

くは、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-2-a適応症設定画面に戻

ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 
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（７） 修飾語編集画面 

▼７－２－g 修飾語編集 

 

 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

※ 修飾語を追加する対象項目が複数選択されている場合、先頭の項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

※ 修飾語を追加する対象項目が複数選択されている場合、先頭の項目が表示されます。 

 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 

 

 

（８） 算定条件編集画面 

▼７－２－h 算定条件編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件（医薬品、薬価基準、診療行為、区分番号、特定器材、コメント）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいず

れかを選択できます。 

診療行為を選択した場合には、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理

等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻

酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

コメントを選択した場合に、フリーコメントに☑を入れると、他の点検ルールで登録済みのコメント

の検索や、⑤で新規に任意の文字列をコメント情報として入力することができます。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

⑨ 

⑪ ⑫ 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑧ 

⑩ ⑦ 
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③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ 検索条件の薬価基準、区分番号、コメントを選択した場合に入力欄が表示されます。 

・薬価基準コードを算定条件として登録したい場合には、検索条件で薬価基準を選択し、 

 検索 ボタンをクリックして、薬価基準コードの検索を行います。④に表示された検索結果を選

択すると、⑤に選択した薬価基準コードが表示されます。 

※薬価基準コードを前方一致で登録したい場合は、⑤の文字列を直接編集します。 

・区分番号で診療行為を登録したい場合には、検索条件で区分番号を選択し、 検索 ボタンをク

リックして、区分番号の検索を行います。④に表示された検索結果を選択すると、⑤に選択した

区分番号が表示されます。 

※区分番号を前方一致で登録したい場合は、⑤区分番号の末尾に記号「＄」を付加します。 

・任意のコメントを算定条件として登録したい場合には、登録したいコメントを⑤にそのまま入力し

ます。このとき検索条件はコメントを選択し、フリーコメントに☑を入れます。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した項目、もしくは⑤で編集したコード・番号が算定条件

の候補として候補欄に追加されます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、選択した算定条件を登録の候補欄から削除します。 

 

⑧ 算定条件の候補が表示されます。 

※算定条件編集画面の候補欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請求

コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録されている項目

を請求コードごとの名称で表示します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると、④で表示されているすべての項目が算定条件の候補として候

補欄に追加されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-2-g 修飾語編集画面が表示され、選択した診療行為に

修飾語を追加することができます。 

※ 候補欄で診療行為を選択した場合にのみ修飾語を追加できます。 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録し、7-2-a適応症設定画面に戻

ります。 
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⑫  戻る ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録せずに、7-2-a 適応症設定画

面に戻ります。 

 

 

（９） 枝番コピー画面 

▼７－２－i 枝番コピー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 7-2-a 適応症設定画面の⑫  枝番コピー ボタンをクリックすると上記 7-2-i 枝番コピー 

画面が表示されます。コピー対象項目を選択します。 

 

② コピー先の枝番に上書きするか、上書きせずにコピー先に枝番を追加するか選択します。 

 

③ 検索条件（医薬品、特定器材、診療行為）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬・同一薬

効分類・薬価基準コードのいずれかを選択できます。 

診療行為を選択した場合には、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理

等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻

酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

 

④ 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

⑫ ⑬

① 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑪ 

⑧ 

⑩ 

⑭ 

② 
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⑤  検索 ボタンをクリックすると、④の検索文字列で検索します。 

 

⑥ 検索結果が表示されます。 

 

⑦  選択行を複写対象に追加 ボタンをクリックすると、⑥の検索結果にて選択された点検ルールを

複写対象候補として複写対象欄に表示します。 

 

⑧  全てを複写対象に追加 ボタンをクリックすると、⑥の検索結果に表示されたすべての点検ルー

ルを複写対象候補として複写対象欄に表示します。 

 

⑨ 枝番設定内容の複写対象ルールを表示します。 

 

⑩  選択行を複写対象から削除 ボタンをクリックすると、⑨の複写対象欄にて選択された点検ルー

ルを複写対象候補から削除します。 

 

⑪  複写対象を全て削除 ボタンをクリックすると、⑨の複写対象欄に表示されたすべての点検ルー

ルを複写対象候補から削除します。 

 

⑫  実行 ボタンをクリックすると、枝番号設定内容を複写対象候補の点検ルールにコピーします。 

 

⑬  最小化 ボタンをクリックすると、7-2-i 枝番コピー画面を最小化してタスクバーに入れます。 

 

⑭  戻る ボタンをクリックすると、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 

 

 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
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（１０） 候補病名設定画面 

▼７－２－j 候補病名設定 

・頻度順の場合 

 

① 7-2-a 適応症設定画面の㉖  候補病名設定 ボタンをクリックすると上記 7-2-ｊ候補病名 

設定画面が表示されます。診療科切り替えで、プルダウンメニューから診療科を選択します。 

 

② 現在の設定が表示されます。 

 

③ 7-2-a 適応症設定画面の病名条件リストに表示されている傷病名のうち、④の出力対象に含まれ

ていない適応症が表示されます。 

 

④ 7-2-a 適応症設定画面の病名条件リストに表示されている傷病名のうち、③の出力対象外に含ま

れていない適応症が表示されます。 

システム設定⇒詳細設定⇒【適応症の点検時に、頻度順に返却する候補病名を出力対象病名の

みとするかを設定します。】を「使用する」と設定している場合には、この「出力対象」欄に表示され

ている適応症の頻度順で、候補病名が返却されます。 

② ① 

⑤ ⑦ 

④ 

⑧ ⑥ 

 

③

⑨ ⑩ 
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⑤  全追加 ボタンをクリックすると、③で表示されているすべての傷病名が、返却対象の候補病名

として、④に追加されます。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、③で選択中の傷病名が、返却対象の候補病名として④に追加さ

れます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、④で選択中の傷病名が、返却対象外の候補病名として④から削

除され、③へ移動します。 

 

⑧  全削除 ボタンをクリックすると、④で表示されているすべての傷病名が、返却対象外の候補病

名として④から削除され、③へ移動します。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、候補病名ごとの返却対象の可否、および順序の設定を登録して、

7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、候補病名ごとの返却対象の可否、および順序の設定を登録せず

に、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 
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７－２－１９P 

 

・指定順の場合 

 

① 診療科切り替えで、プルダウンメニューから診療科を選択します。 

※●がついていない診療科については、指定順の設定が行われておりませんので、頻度順で

候補病名が返されます。 

 

② 現在の設定（指定順または頻度順）が表示されます。 

 

③ 順序指定： 設定 ボタンをクリックすると、①で選択した診療科で表示する傷病名の候補順序

を設定できます。 

 

④ 順序指定： 取消 ボタンをクリックすると、①で選択した診療科で表示する傷病名の候補順序

を未設定にします。 

 

⑤ 7-2-a 適応症設定画面の病名条件リストに表示されている傷病名のうち、候補病名として返却

しないように設定した傷病名が一覧表示されます。 

 

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ 
⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑯ ⑮ 
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⑥ 7-2-a 適応症設定画面の病名条件リストに表示されている傷病名のうち、候補病名として返却

するように設定した傷病名が一覧表示されます。 

 

⑦  全追加 ボタンをクリックすると、⑤で表示されているすべての傷病名が、返却対象の候補病

名として、⑥に追加されます。 

 

⑧  追加 ボタンをクリックすると、⑤で選択中の傷病名が、返却対象の候補病名として⑥に追加

されます。 

 

⑨  削除 ボタンをクリックすると、⑥で選択中の傷病名が、返却対象外の候補病名として⑥から

削除され、⑤へ移動します。 

 

⑩  全削除 ボタンをクリックすると、⑥で表示されているすべての傷病名が、返却対象外の候補

病名として⑥から削除され、⑤へ移動します。 

 

⑪  先頭へ移動 ボタンをクリックすると、⑥で選択中の傷病名が一覧の先頭へ移動し、候補病名

順序が１番になります。 

 

⑫  上へ移動 ボタンをクリックすると、⑥で選択中の傷病名が１行上へ移動し、候補病名順序が

１番繰り上がります。 

 

⑬  下へ移動 ボタンをクリックすると、⑥で選択中の傷病名が１行下へ移動し、候補病名順序が

１番繰り下がります。 

 

⑭  最下位へ移動 ボタンをクリックすると、⑥で選択中の傷病名が一覧の最終行へ移動し、候補

病名順序が１番最後になります。 

 

⑮  決定 ボタンをクリックすると、候補病名ごとの返却対象の可否、および順序の設定を登録し

て、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 

 

⑯  戻る ボタンをクリックすると、候補病名ごとの返却対象の可否、および順序の設定を登録せ

ずに、7-2-a 適応症設定画面に戻ります。 
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（１１） 適応症設定画面 

▼７－２－k 適応症設定（点検ルール編集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右 

クリックし、点検ルール編集を選択すると 患者病名から追加 ボタンが表示されます。 

 患者病名から追加 ボタンをクリックすると 7-2-m 病名条件編集（患者病名から追加）画面が

表示され、疑義となった患者の傷病名から適応症を追加することができます。 

 

② 警告対象が医薬品の場合、 保存 ボタンをクリックすると、7-2-ｌ 適応症設定確認画面が表

示されます。 OK ボタンをクリックすると、7-3-a 投与量設定画面が表示され、投与量設定の

変更を行うことができます。 

▼７－２－l 適応症設定確認画面 

 

 

 

 

 

【関連項目】 

第７章 設定 ７－３投与量設定を参照してください。 

① 

② 
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（１２） 病名条件編集画面 

▼７－２－m 病名条件編集（患者病名から追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、選択した患者傷病名が表示

されます。 

 

②  追加 ボタンをクリックしたとき、患者傷病名が修飾語付の傷病名の場合 7-2-n 適応症設定

確認画面が表示されます。 

修飾語付きで登録する場合は はい ボタン、修飾語なしで登録する場合は いいえ ボタンを

クリックしてください。 

▼７－２－n 適応症設定確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－２－２３P 

 

７－２－２． 適応症の点検ルールを変更します。 

【変更内容】病名条件に適応症を追加します。 

▼７－２－o ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-2-o ルール情報一覧表画面で、変更する点検ルールを選択し、 変更 ボタンをクリックすると、選択した

点検ルールの内容が次の 7-2-p 適応症設定画面に表示されます。 

▼７－２－p 適応症設定 
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（２） 病名条件欄にある 編集 ボタンをクリックすると、7-2-q 病名条件編集画面が表示されます。 

▼７－２－q 病名条件編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 追加したい病名を検索し 追加 ボタンで追加したら、 決定 ボタンで決定します。7-2-p適応症設定画面

に戻り、病名条件欄の 1 番下に今追加した傷病名が表示されていることを確認したら、 保存 ボタンで変

更した点検ルールを保存します。 
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７－２－３． 適応症の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をします。 

設定方法① 

▼７－２－r ルール情報一覧表 

 
 

（１） 7-2-r ルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、 

□となり「点検しない」に設定されます。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定されていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法② 

▼７－２－s 適応症設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-2-s 適応症設定画面の点検対象欄の「点検しない」を選択し、 保存 ボタンで変更した点検ルールを保

存します。上の画面では、「ガスターＤ錠２０ｍｇの適応症チェックルール」は「点検しない」という設定をした

ことになります。 
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７－２－４． 適応症の点検ルールを新規に作成します。 

（１） 7-2-r ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から適応症設定を選択し、 新規追加 ボタンをクリッ

クしてください。7-2-t 適応症設定画面が表示されます。 

▼７－２－t 適応症設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 医薬品欄で 7-2-b 対象項目設定（医薬品）画面を表示し、点検ルールを作成する対象の医薬品を選択しま

す。 

 

（３） 選択した医薬品＋「の適応症チェック」という文言がルール名称欄に自動的に表示されます。 

このとき、ルール名称を変更することもできます。 

 

（４） 有効期限は、作成する点検ルールに対して期限を設定することができます。 

点検時はレセプトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

（５） 疑義レベルの選択メニューで、チェック用レセプトに印刷される疑義レベルを選択します。 

 

（６） 指摘文章欄で指摘文章設定画面を表示し、指摘文章を選択します。 

※ 個別に設定をしない場合（指摘文章欄が空欄）は、設定⇒システム設定の 指摘文章 ページタブ内に

ある「指摘文章表示（印刷） 点検レベル単位変更」の適応症チェックで設定されている指摘文章が点検

結果上で使用されます。 
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（７） 適応区分欄の適応区分から点検ルールを適応の点検ルールか非適応の点検ルールにするか選択します。

（非適応とした場合、ルール名称欄の選択した医薬品＋「の適応症チェック」という文言は変わりませんの

で変更する必要があります。） 

 

（８） 点検対象欄で、点検ルールを適用する範囲を選択します。 

 

（９） 年齢条件の選択メニューで、点検ルールを適用する年齢帯を選択します。 

※ AA は「新生児」を表します。 

※ 選択しない場合、すべての年齢帯に対して適用される点検ルールになります。 

 

（１０） 診療科のすべて、または診療科選択で点検の対象とする診療科を選択します。 

 

（１１） 病名条件欄の 編集 ボタンをクリックすると、7-2-f 病名条件編集画面が表示されますので、 

傷病名の登録作業を行ってください。登録した病名条件をすべて満たすという条件にする場合は「AND」 

を、どれか一つでも合致すればよいという条件にする場合は「OR」を選択してください。 

 

（１２） 算定条件欄の 編集 ボタンをクリックすると、7-2-h 算定条件編集画面が表示されますので、 

算定条件の登録作業を行ってください。登録した算定条件をすべて満たすという条件にする場合は 

「AND」を、どれか一つでも合致すればよいという条件にする場合は「OR」を選択してください。 

また、算定条件に指定した項目がレセプト内にあればよいという条件にする場合は、期間指定に 

「同一月」を、同一日に算定されているという条件にする場合は「同一日」を選択してください。 

 

（１３）  保存 ボタンをクリックすると、点検ルールが保存されます。 
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７－２－５． 適応症の点検ルール作成時、『枝番号』を追加・使用します。 

枝番号は、一つの点検ルールに対して複数の条件を登録する場合に追加登録します。適応ルールでは枝番

号を二つ以上登録した場合、いずれかの枝番号の条件を満たしていれば警告になりません。 

 

例１：適応症を追加する際に、枝番「２」に追加していくことで、後から追加した傷病名を確認する際にわかり

やすくなります。お客様独自の点検ルールとして枝番「２」の病名条件に適応症を追加設定したことで、

警告とならないような設定ができたことになります。 

 

例２：「頭痛薬」を処方した際に同時に処方されることがある「胃粘膜保護剤」など、医療行為を行うことで発生

する症状を改善するための処方がある場合、「胃粘膜保護剤」に対する適応症がなくても、保険適用上

認められることがあります。「胃粘膜保護剤」の適応症設定で、枝番「１」には「胃粘膜保護剤」に対する

適応症を登録し、枝番「２」には「頭痛薬」である医薬品を算定条件に登録します。点検では、胃炎等の

患者病名が付いていなくても、枝番「1」の条件では適応症の条件を満たさないため警告になりますが、

枝番「２」で「頭痛薬」を算定しても良いという条件で設定されているため警告になりません。 

 

※ 同じ枝番号の画面上では、「病名条件」欄と「算定条件」欄は「AND（かつ）」の関係となります。 

例えば上記点検ルールを作成時、枝番号「1」の算定条件に「頭痛薬」である医薬品を追加した場合、 

枝番号「1」の病名条件があり、なおかつ（AND）枝番号「1」の算定条件の医薬品がないと警告となるとい

う点検ルールを作成したことになります。 

 

 

例１：枝番号を追加して病名条件に傷病名を追加します 

下記では、枝番号「２」を作成し、作成した枝番号「２」に病名条件欄より傷病名を追加登録します。 

「セファメジンα点滴用キット１ｇ（生理食塩液１００ｍＬ付き）」に対して、今登録されている適応症以外に

「尿道炎」患者様にも使用するので警告に出ないよう、「尿道炎」も適応症として登録するという点検ルー

ルを作成します。 

▼７－２－u 適応症設定 
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（１） 適応症設定画面の枝番切替の横にある 追加 ボタンをクリックすると、枝番「２」が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 作成された枝番「２」の画面にて、病名条件欄の 編集 ボタンをクリックして、7-2-q 病名条件編集画面

で「尿道炎」を検索・追加し、病名条件として追加登録をします。 

 

（３）  保存 ボタンをクリックすると、点検ルールを登録します。 
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例２：枝番号を追加して算定条件に手術を追加します。 

下記では、枝番号「２」を作成し、作成した枝番号「２」に算定条件欄より手術を追加登録します。 

「セファメジンα点滴用キット１ｇ（生理食塩液１００ｍＬ付き）」はその適応症以外に「胃切除術（悪性腫瘍

手術）」を行った場合にも使用するので、算定日が同日の場合、警告に出ないよう、「胃切除術（悪性腫

瘍手術）」も適応として登録するという点検ルールを作成します。 

 

（１） 7-2-r ルール情報一覧表画面にて「セファメジンα点滴用キット１ｇ （生理食塩液１００ｍＬ付）」を検索し、 

 変更 ボタンをクリックすると 7-2-v 適応症設定画面が表示されます。 

 

（２） 適応症設定画面の枝番切替の横にある 追加 ボタンをクリックすると、枝番「２」が追加されます。 

▼７－２－v 適応症設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 作成された枝番「２」の画面にて、算定条件欄の 編集 ボタンをクリックして、7-2-h 算定条件編集画面 

で「胃切除術（悪性腫瘍手術）」を算定条件として追加登録します。期間指定で「同一日」を選択します。 

 

（４）  保存 ボタンをクリックすると、点検ルールを登録します。 

※同じ枝番号の画面上では、「病名条件」欄と「算定条件」欄は「AND（かつ）」の関係となります。 

例えば上記点検ルールを作成時、枝番号「1」の算定条件に「胃切除術」を追加した場合、枝番号「1」

の病名条件があり、なおかつ（AND）、枝番号「1」の算定条件の「胃切除術」が同一日にないと警告と

なるという点検ルールを作成したことになります。 
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７－２－６． 適応症の点検ルール作成時、『グループ化設定』を使用します。 

点検ルールの病名条件欄に登録されている傷病名をグループ化することで、一つの対象項目に対して 

複数病名で一つの病名条件と見なし、点検を行うという設定ができます。 

 

使用例：「ある医薬品に対しては、A 病名 B 病名の両方が患者病名になければ審査上認められない」 

→「ある医薬品の点検ルールで病名条件に A 病名 B 病名を追加し、A 病名と B 病名をグループ化 

する」 

 

（１） 7-2-a 適応症設定画面の病名条件欄にある グループ化 ボタンをクリックすると、7-2-w グループ化一覧

画面が表示されます。 

▼７－２－w グループ化一覧 

 

（２）  追加 ボタンをクリックすると、7-2-x グループ化編集画面が表示されます。 

▼７－２－x グループ化編集 
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（３） 検索条件欄でグループ化する傷病名を検索してください。 

 

（４） 検索された傷病名を選択して、 追加 ボタンをクリックするとグループ操作欄に追加されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名

を一つずつ選択できます） 

 

（５） 診療開始日順に☑を入れると、診療開始日がグループ操作欄に表示されている順番であるという条件を

追加できます。☑を入れない場合、診療開始日は条件になりません。 

 

（６） 診療開始日順に☑を入れた場合、 ∨ ボタン、 Λ ボタンをクリックすると、グループ操作欄に表示され

た傷病名の順番を移動することができます。 

 

（７）  保存 ボタンをクリックすると、グループが登録されます。 

 

 

７－２－７． 適応症の点検ルール作成時、 複製追加 ボタンを使用します。 

点検ルールの 複製追加 ボタンをクリックすると、現在の枝番号と全く同じ設定内容の枝番号が新たに作

成されます。枝番号ごとに診療識別や診療科を設定し、適応症等の設定内容を若干変えたい際には 複製

追加 ボタンを用いて枝番号自体の複製をした後に点検ルールの設定内容を変更すると設定が簡易に行え

ます。 

▼７－２－y 適応症設定 
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７－２－８． 適応症の点検ルール作成時、 枝番コピー ボタンを使用します。 

点検ルールの 枝番コピー ボタンをクリックすると、7-2-aa 枝番コピー画面が表示され、現在の枝番号と全

く同じ設定内容を他の医薬品にもコピーすることができます。 

同一薬効分類の医薬品などに、同じ内容のチューンアップを行う場合は 枝番コピー ボタンを用いると設定

が簡易に行えます。 

 

▼７－２－z 適応症設定 
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点検ルールの 枝番コピー ボタンをクリックすると、7-2-aa 枝番コピー画面が表示されるので、枝番号の内

容をコピーしたい医薬品名を入力し検索します。表示された検索結果の中から、枝番号の内容をコピーした

い医薬品を 選択行を複写対象に追加 ボタン（検索結果に表示されている点検ルールすべてにコピーする

場合は 全てを複写対象に追加 ボタン）で複写対象欄に追加し、 実行 ボタンで枝番号の内容を他の点

検ルールに複写します。 

 

▼７－２－aa 枝番コピー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－２－９． 点検ルールを複製して変更後、登録をします。 

 

（１） 7-2-r ルール情報一覧表画面の 複製追加 ボタンをクリックすると、選択した点検ルールの内容が 7-2-s

適応症設定画面に表示されます。 

 

（２） 必要な箇所を変更し、 保存 ボタンをクリックしてください。変更した内容が登録されます。 

※ 複製追加の元になった点検ルールを使用しない場合には、点検対象を「点検しない」に設定します。 

 

７－２－１０． 点検ルールを削除します。 

 

（１） 7-2-r ルール情報一覧表画面で、 新規追加 、または 複製追加 した点検ルールを選択すると、 

 削除 ボタンがクリックできるようになり、クリックすると、選択した点検ルールが削除されます。標準で登

録されている点検ルールを変更した場合には 標準に戻す ボタンに変わり、クリックすると標準の点検ル

ールに戻ります。 
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７７－－３３  投投与与量量設設定定  

 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する投与量の点検ルールに対して追加・変更・削除などのチューンアップを行うことができ

ます。 

第４章 4-1 システム設定の 詳細設定 ページタブで「投与量を年齢別用量を使用して点検するかを設定しま

す。」を「使用しない」に指定した場合は■投与量設定画面■が、「使用する」に指定した場合は■年齢別用量

設定画面■が表示されます。 

 

■投与量設定画面■ 

【操作方法】 

7-1-a ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択してください。 新規追加 ボタンま

たは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてください。7-3-a 投与量設

定画面が表示されます。 

または、第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、

点検ルール編集を選択してください。7-3-g 投与量設定画面が表示されます。 

 

７－３－１． 画面の概要 

（１） 投与量設定画面 

▼７－３－a 投与量設定 
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① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。投与量ルール内でユニークな番号（１つの

点検ルールに１つの番号）です。 

 

③ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷する疑義レベルを選択して登録することができます。 

（疑義レベルは、A～D、Z の５段階です） 

 

④ 有効期限は、表示されている点検ルールに対して期限を設定することができます。点検時はレセ

プトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

⑤ 単位は投与量の点検を行う医薬品の単位を表示します。 

 

⑥ 医薬品欄は、作成する点検ルールの対象となる医薬品が表示されます。 

 

⑦ 医薬品欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-3-b 対象項目設定画面が表示され、医薬品欄に表

示する医薬品が検索できます。医薬品欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５－１疾患

検索の医薬品から病名画面が参照できます。 

 

⑧ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑨ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-3-c 指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。 

指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、⑦で選択した医薬品が入ります。 

「？？」は「投与量の上限／投与量の下限／使用量の上限／使用量の下限／日数の上限／回数

の上限」の何れかの警告内容が入ります。「＆＆」は？？の警告内容により、設定されている投与

量の上限値、または下限値が入ります。 

※ 個別に設定をしない場合は、システム設定の 指摘文章 ページタブ内にある「指摘文章表示

（印刷） 点検レベル単位変更」の投与量チェックで設定されている指摘文章が点検結果上で使

用されます。 

 

⑩ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院のみ、外来のみ、入・外とも）を

選択できます。 
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⑪ 小児（13 歳未満）について Augsberger 式にて算出した用量×用量係数にて点検するか否かを選

択します。 

【小児用量＝（年齢×4＋20）/100×成人量】 

※用量係数はシステム設定により、使用する/しないの設定ができます。 

詳しくは第４章 4‐1‐3 をご参照ください。 

 

⑫ 診療科設定は条件を適用する診療科を選択できます。 

・全て ：診療科に関わらず全てに適用されます。 

・診療科選択：表示された診療科のみに条件が適用されます。診療科は 選択 ボタンをクリック

すると診療科リスト画面が表示され、診療科を選択することが可能です。 

※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ選択

することができます。 

 

⑬  検索 ボタンでは、設定されている病名条件から ICD-10 コードまたは傷病名を入力して該当す

る傷病名を順次検索することができます。 

 

⑭ 投与量設定は、用量・日数を設定する傷病名が表示されます。 

・AND ： 同一枝番号内の傷病名がすべて存在した場合に、投与量（用量係数を掛けた数値）が 

超過しないか点検を行うという条件になります。 

・OR  ： 同一枝番号内のいずれか（または複数）の傷病名が存在すれば、投与量（用量係数を 

掛けた数値）が超過しないか点検を行うという条件になります。 

 

※ ICD-10 コードで病名が登録されていた場合、ICD-10 コードをダブルクリックすると、その

ICD-10 コードの傷病名を確認することができます。 

 

⑮  編集 ボタンをクリックすると、7-3-d 病名条件編集画面が表示されます。 

 

⑯  適応症からコピー ボタンをクリックすると、同医薬品の適応症ルールに対して病名追加（チュー

ンアップ）を行っていた場合、同医薬品の適応症ルールから傷病名条件のコピーを行います。 

※ 同医薬品の適応症ルールが複数存在していた場合、いずれかを選択してコピーすることができ

ます。 

 

⑰  用量コピー ボタンをクリックすると、7-3-f コピー元用量画面が表示されます。画面内には⑭で

選択した傷病名に設定された用量が表示されます。7-3-f コピー元用量画面が表示されていると 

 コピー終了 ボタンに変わり、クリックすると 7-3-f コピー元用量画面を終了します。 

 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－３－４P 

 

⑱  用量貼付 ボタンをクリックすると⑭で選択されている傷病名に対して、7-3-f コピー元用量画面

に表示されている情報が貼付されます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、

もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑲  全用量貼付 ボタンをクリックすると⑭で表示されているすべての傷病名に対して、7-3-f コピー

元用量画面に表示されている情報が貼付されます。 

 

⑳ ⑭で選択された傷病名に対する用量・日数の情報が表示されます。数値の編集が可能です。 

※ システム設定の 詳細設定 ページタブで「投与量の点検時に、常用量に用量係数をかけて点

検するかを設定します。」を「使用する」に指定した場合は用量欄の数値に用量係数で設定した

数値を掛けた数値で点検します。 

ただし、最大量が設定されている場合のみ用量×用量係数の数値が最大量を超えた場合、最

大量で点検します。 

※ システム設定の 詳細設定 ページタブで「投与量の点検時に、常用量又は最大量を使用する

かの設定を行います」を「最大量」に指定した場合は最大量欄で設定した数値で点検します。最

大量に用量係数は使用しません。最大量が０の場合、用量欄で設定した数値で点検します。 

※ 最小量のチェックは、最小量欄で設定した数値に満たないという条件で点検します。 

 

※ レセプト上の医薬品の診療識別、入外区分によって、点検対象となる用量・日数が異なります。 

診療識別 入外区分 点検対象とする用量・日数・回数 

21：内服 － 一日用量・最小量・最大量・内服投与日数 

31：皮下筋肉内注射 

32：静脈内注射 

外来 一回用量・最小量・最大量 

入院 一日用量・最小量・最大量 

33：その他注射 － 一日用量・最小量・最大量 

23：外用 － 外用薬用量・最小量・最大量 

22：屯服 － 屯服薬用量・最小量・最大量・投与回数 

14：在宅 － 在宅注射用量・最小量・最大量 

40：処置 － 処置薬用量・最小量・最大量 

 

◎内服薬の場合、【一日用量】欄の値で点検します。 
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◎皮下筋肉内注射・静脈内注射で外来レセプトの場合、【一回用量】欄の値で点検します。 

 

 

◎皮下筋肉内注射・静脈内注射で入院レセプト、およびその他注射の場合、【一日用量】欄の値で

点検します。 

 

※ 注射薬で、入外区分が「入外とも」の場合は、「一回用量」「一日用量」の両方の設定を行ってく

ださい。 

 

◎外用・屯服・在宅・処置薬の場合、それぞれ該当する欄の値で点検します。 

 

 

㉑ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合には 

 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

㉒  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

㉓  戻る ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 作成や変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックす

ると保存されません。 
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（２） 対象項目設定画面 

▼７－３－b 対象項目設定 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の文字列で医薬品を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④ ③で選択した医薬品が表示されます。 

 

⑤  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された医薬品に決定し、7-3-a 投与量設定画面に戻りま

す。 

 

⑥  戻る ボタンをクリックすると、医薬品を決定せず、7-3-a 投与量設定画面に戻ります。 

 

 

① ② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
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（３） 指摘文章設定画面 

▼７－３－c 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、7-3-a 投与量設定画面の⑥の医薬品が入り

ます。また「＆＆」は同画面上の⑳で設定された投与量・日数の数値が入ります。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-3-a 投与量設定画面に戻りま

す。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-3-a 投与量設定画面に戻ります。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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（４） 病名条件編集画面 

▼７－３－d 病名条件編集 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または、修飾語）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、⑦で選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

 

⑨ 

① ② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ ⑧ ⑩ ⑥

⑪ ⑫ 
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⑨  全追加 ボタンをクリックすると④で表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-3-e 修飾語編集画面が表示され、選択した傷病名に修

飾語を追加することができます。 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-3-a投与量設定画面に戻

ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-3-a 投与量設定画面に戻ります。 

 

 

（５） 修飾語編集画面 

▼７－３－e 修飾語編集 

 
 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、7-3-d 病名条件編集画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、7-3-d 病名条件編集画面に戻ります。 

 

 

（６） コピー元用量画面 

▼７－３－f コピー元用量 

 

① コピー元の情報を表示します。表示のみで編集はできません。 

 

② 7-3-f コピー元用量画面を最小化してタスクバーに入れます。画面を閉じる場合は、7-3-a 投与量

設定画面の コピー終了 ボタンをクリックしてください。 

 

② 

① 
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（７） 投与量設定画面 

▼７－３－g 投与量設定画面（点検ルール編集） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① レセ使用量、レセ回数は、第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当

の指摘文章上で右クリックし、点検ルール編集を選択すると選択した患者に処方した量が表示さ

れます。 

 

②  編集 ボタンをクリックすると 7-3-h 病名条件編集（患者病名から追加）が表示されます。 

 

 

① 

②
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（８） 病名条件編集画面 

▼７－３－h 病名条件編集（患者病名から追加） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、選択した患者傷病名が表示

されます。 

 

②  追加 ボタンをクリックしたとき、患者傷病名が修飾語付の傷病名の場合 7-3-i 適応症設定

確認画面が表示されます。 

修飾語付きで登録する場合は はい ボタン、修飾語なしで登録する場合は いいえ ボタンを

クリックしてください。 

▼７－３－i 適応症設定確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①

②
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７－３－２． 投与量について点検ルールを変更します。 

【変更内容】医薬品の投与量の設定を変更します。 

 

（１） 7-1-a 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択し、投与量を変更したい医

薬品を検索後、 変更 ボタンをクリックしてください。7-3-j 投与量設定画面が表示されます。 

 

▼７－３－j 投与量設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 投与量設定欄に表示されている傷病名の中から、投与量の設定を変更したい傷病名を選択し、設定され

ている用量の欄に、直接、変更したい数値を入力してください。投与量を変更すると、変更した傷病名に関

しては、ユーザー側で変更が加えられたことにより自動的に枝番が切り替わり、投与量設定欄の１番下に

表示されるようになります。 

※ 「小児用量の計算をする」を☑した時のみ、小児（13 歳未満）については Augsberger 式にて算出した用

量×用量係数にて点検します。 

【小児用量＝（年齢×4＋20）/100×成人量】 

 

（３）  保存 ボタンをクリックすると、変更した内容が保存されます。 
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７－３－３． 投与日数について点検ルールを変更します。 

【変更内容】医薬品の投与日数の設定を変更します。 

 

（１） 7-1-a 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択し、投与日数を変更したい

医薬品を検索後、 変更 ボタンをクリックしてください。7-3-k 投与量設定画面が表示されます。 

 

▼７－３－k 投与量設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 投与量設定欄に表示されている傷病名の中から、投与日数の設定を変更したい傷病名を選択し、設定さ

れている投与日数の欄に、直接、変更したい数値を入力してください。投与日数を変更すると、変更した傷

病名に関しては、ユーザー側で変更が加えられたことにより自動的に枝番が切り替わり、投与量設定欄の

１番下に表示されるようになります。 

 

（３）  保存 ボタンをクリックすると、変更した内容が保存されます。 
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７－３－４． 『コピー機能』を使用して投与量・投与日数を変更します。 

【変更内容】医薬品の投与日数の設定を変更します。 

 

（１） 投与量を変更したい医薬品の 7-3-a 投与量設定画面にて、投与量設定欄に表示されている傷病名の 

中から、投与量・日数の設定を変更したい傷病名を選択し、用量・投与日数欄の数値を変更入力した後、 

 用量コピー ボタンをクリックすると、7-3-l コピー元用量画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼７－３－l コピー元用量 

   

 

 

（２）  用量貼付 ボタンをクリックすると投与量設定欄で選択されている傷病名（画面では高コレステロール血

症）に対して、7-3-l コピー元用量画面に表示されている傷病名（ここでは家族性高コレステロール血症）の

用量・投与日数をコピー貼付します。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名

を一つずつ選択できます） 
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（３）  全用量貼付 ボタンをクリックすると投与量設定欄で表示されているすべての傷病名に対して、7-3-l コピ

ー元用量画面に表示されている傷病名の用量・投与日数をコピー貼付します。 

 

（４）  コピー終了 ボタンをクリックするとコピー元用量画面が閉じられます。 

 

（５）  保存 ボタンをクリックすると、変更した内容が保存されます。 

 

 

７－３－５． 投与量の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】投与量の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をします。 

設定方法１ 

▼７－３－m ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-3-m ルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、 

その点検ルールに関しては「点検しない」という設定をしたことになります。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定されていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－３－n 投与量設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-3-n 投与量設定画面の点検対象欄の「点検しない」を選択し、 保存 ボタンで変更した点検ルール 

を保存します。 

上の画面では、「ガスターＤ錠２０ｍｇの投与量チェックルール」は「点検しない」という設定をしたことになり

ます。 
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７－３－６． 投与量の点検ルールを新規に作成します。 

（１） 7-1-a 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択し、 新規追加 ボタンをク

リックしてください。7-3-o 投与量設定画面が表示されます。 

▼７－３－o 投与量設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 医薬品欄で対象項目設定（医薬品）画面を表示し、点検ルールを作成する対象の医薬品を選択します。 

 

（３） 選択した医薬品＋「の投与量チェック」という文言がルール名称欄に自動的に表示されます。このとき、ル

ール名称を変更することもできます。 

 

（４） 有効期限は、作成するルールに対して期限を設定することができます。 

点検時はレセプトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

（５） 疑義レベルの選択メニューで、チェック用レセプトに印刷される疑義レベルを選択します。 

 

（６） 指摘文章欄で指摘文章設定画面を表示し、指摘文章を選択します。 

※ 指摘文章を設定しない場合（指摘文章欄が空欄）は、システム設定の 指摘文章 ページタブ内にある

「指摘文章表示（印刷） 点検レベル単位変更」の投与量チェックで設定されている指摘文章が点検結果

上で使用されます。 

 

（７） 点検対象欄で、点検ルールを適用する範囲を選択します。 
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（８） 投与量設定欄の 編集 ボタンをクリックすると、7-3-d 病名条件編集画面が表示されますので、投与量を

設定する傷病名の編集を行ってください。編集した投与量設定条件をすべて満たすという条件にする場合

は「AND」を、どれか一つでも合致すればよいという条件にする場合は「OR」を選択してください。 

 

（９） 投与量設定欄に表示された傷病名を選択し、投与量と用量係数を入力します。 

※ システム設定の内容によって点検時に使用される値が異なります。 

詳しくは 7-3-1 をご参照ください。 

 

（１０）  保存 ボタンをクリックすると、点検ルールが保存されます。 
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■年齢別用量設定画面■ 

【操作方法】 

7-1-a ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択してください。 新規追加 ボタンま

たは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてください。7-3-p 投与量

（年齢別用量）設定画面が表示されます。 

または、第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、

点検ルール編集を選択してください。7-3-w 投与量（年齢別用量）設定画面が表示されます。 

 

７－３－７． 画面の概要 

（１） 投与量（年齢別用量）設定画面 

▼７－３－p 投与量（年齢別用量）設定 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。投与量ルール内でユニークな番号（１点検

ルールに１番号）です。 

 

③ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷する疑義レベルを選択して登録することができます。 

（疑義レベルは、A～D、Z の５段階です） 

⑦

⑭ 

① 
② ③ ⑤ 

⑧ 
⑥ 

⑨

⑩ 

⑬

⑮ ⑯ ⑰ 
④ 

⑪

⑫ 
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④ 有効期限は、表示されている点検ルールに対して期限を設定することができます。点検時はレセ

プトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

⑤ 単位は投与量の点検を行う医薬品の単位を表示します。 

 

⑥ 医薬品欄は、作成する点検ルールの対象となる医薬品が表示されます。 

 

⑦ 医薬品欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-3-s 対象項目設定画面が表示され、医薬品欄に表

示する医薬品が検索できます。医薬品欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５－１疾患

検索の医薬品から病名画面が参照できます。 

 

⑧ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑨ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-3-t 指摘文章設定画面が表示され、点検ルール

に合う指摘文章を検索できます。 

指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、⑦で選択した医薬品が入ります。 

「？？」は「投与量の上限／投与量の下限／使用量の上限／使用量の下限／日数の上限／回数

の上限」の何れかの警告内容が入ります。「＆＆」は？？の警告内容により、設定されている投与

量の上限値、または下限値が入ります。 

※ 個別に設定をしない場合は、システム設定の 指摘文章 ページタブにある「指摘文章表示（印

刷） 点検レベル単位変更」の投与量チェックで設定されている指摘文章が点検結果上で使用

されます。 

 

⑩ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院のみ、外来のみ、入・外とも）を

選択できます。 

 

⑪ 診療科設定は条件を適用する診療科を設定できます。 

・全て  ：診療科に関わらず全てに適用されます。 

・診療科選択：表示された診療科のみに条件が適用されます。診療科は 選択 ボタンをクリック

すると診療科リスト画面が表示され、診療科を選択することが可能です。 

※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ選択

することができます。 

 

⑫ 枝番切替で枝番号の切り替えができます。 追加 ボタンをクリックすると、枝番号が追加されます。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている枝番号が削除されます。枝番号は、一つの点検ル

ールに対して複数のパターンで条件を登録する場合に追加します。枝番号を二つ以上登録した場

合、いずれかの枝番号の条件に一致していれば警告になりません。 
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⑬  複製追加 ボタンをクリックすると、現在表示されている枝番号と同内容（傷病名条件は除く）の

設定（点検ルール条件）で、新しい枝番号が増え、枝番号自体のコピーができます。 

 

⑭ 傷病名条件ページタブ、用量・日数ページタブで条件を設定できます。 

 

⑮ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合には 

 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑯  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑰  戻る ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 作成や変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックす

ると保存されません。 

 

 

（２） 投与量（年齢別用量）設定画面（傷病名条件ページタブ） 

▼７－３－q 投与量（年齢別用量）設定（傷病名条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 病名検索を行う条件（表示中の枝番の傷病名条件のみ、またはすべての枝番の傷病名条件）を

選択できます。 

 

②  検索 ボタンでは、設定されている病名条件から ICD-10 コードまたは傷病名を入力して該当す

る傷病名を順次検索することができます。 

 

① 
② 

③ ⑤ ④ 
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③ 傷病名条件は、用量・日数を設定する傷病名が表示されます。 

・AND ： 同一枝番号内の傷病名がすべて存在した場合に、投与量（用量係数を掛けた数値）が 

超過しないか点検を行うという条件になります。 

・OR  ： 同一枝番号内のいずれか（または複数）の傷病名が存在すれば、投与量（用量係数を 

掛けた数値）が超過しないか点検を行うという条件になります。 

※ ICD-10 コードで病名が登録されていた場合、ICD-10 コードをダブルクリックすると、その

ICD-10 コードの傷病名を確認することができます。 

※ 枝番号が複数存在する場合、病名の一覧上で右クリックすると他の枝番への移動メニューが

表示され、選択した枝番へ病名を移動することができます。 

 

 

 

 

④  編集 ボタンをクリックすると、7-3-u 病名条件編集画面が表示されます。 

 

⑤  適応症からコピー ボタンをクリックすると、同医薬品の適応症ルールーに対して病名追加（チュ

ーンアップ）を行っていた場合、同医薬品の適応症ルールから傷病名条件のコピーを行います。 

※ 同医薬品の適応症ルールが複数存在していた場合、いずれかを選択してコピーすることがで

きます。 

 

（３） 投与量（年齢別用量）設定画面（用量・日数ページタブ） 

▼７－３－r 投与量（年齢別用量）設定（用量・日数条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在選択されている枝番号の傷病名に対する用量・日数の情報が年齢区分別に表示されます。 

※ 医薬品の添付文書の内容により、単位区分が「kgあたり」「m2あたり」の用量が登録されている

場合がございますが、点検はされません。また、設定内容の変更、削除も行えませんのでご注

意ください。 

① 

② ③

⑤④ ⑥
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② ①で選択された区分の用量・日数の情報が表示されます。数値の編集が可能です。 

※ システム設定の 詳細設定 ページタブで「投与量の点検時に、常用量に用量係数をかけて

点検するかを設定します。」を「使用する」に指定した場合は用量欄の数値に用量係数で設定

した数値を掛けた数値で点検します。 

ただし、最大量が設定されている場合のみ用量×用量係数の数値が最大量を超えた場合、

最大量で点検します。 
※ システム設定の 詳細設定 ページタブで「投与量の点検時に、常用量又は最大量を使用す

るかの設定を行います。」を「最大量」に指定した場合は最大量欄で設定した数値で点検しま

す。最大量に用量係数は使用しません。最大量が０の場合、用量欄で設定した数値で点検し

ます。 
※ 最小量のチェックは、最小量欄で設定した数値に満たないという条件で点検します。 

 

※ レセプト上の医薬品の診療識別、入外区分によって、点検対象となる用量・日数が異なります。 

診療識別 入外区分 点検対象とする用量・日数・回数 

21：内服 － 一日用量・最小量・最大量・内服投与日数 

31：皮下筋肉内注射 

32：静脈内注射 

外来 一回用量・最小量・最大量 

入院 一日用量・最小量・最大量 

33：その他注射 － 一日用量・最小量・最大量 

23：外用 － 外用薬用量・最小量・最大量 

22：屯服 － 屯服薬用量・最小量・最大量・投与回数 

14：在宅 － 在宅注射用量・最小量・最大量 

40：処置 － 処置薬用量・最小量・最大量 

 

◎内服薬の場合、【一日用量】欄の値で点検します。 
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◎皮下筋肉内注射・静脈内注射で外来レセプトの場合、【一回用量】欄の値で点検します。 

 

 

◎皮下筋肉内注射・静脈内注射で入院レセプト、およびその他注射の場合、【一日用量】欄の値で

点検します。 

 

※ 注射薬で、入外区分が「入外とも」の場合は、「一回用量」「一日用量」の両方の設定を行ってく

ださい。 

 

◎外用・屯服・在宅・処置薬の場合、それぞれ該当する欄の値で点検します。 
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③ ②で設定した用量・日数の対象となる年齢区分を成人、高齢者、小児、学童、乳幼児、幼児、乳児、

年齢別、新生児から選択します。 

年齢別を選択した場合は、上限、下限年齢を入力してください。 

※ 病名と年齢が一致する用量・日数で点検されます。 

同じ病名で年齢が一致する条件が複数ある場合は、優先順位が一番高い年齢区分の用量・

日数で点検されます。 

≪年齢区分と年齢の範囲（優先順位↑低↓高）≫ 

 成人  ：0 歳以上 

 高齢者：65 歳以上 

 小児  ：7 歳以上 ～ 15 歳未満 

 学童  ：7 歳以上 ～ 13 歳未満 

 乳幼児：  ～ 7 歳 0 ヶ月未満 

 幼児  ：1 歳 0 ヶ月以上 ～ 7 歳 0 ヶ月未満 

 乳児  ：  ～ 1 歳 0 ヶ月未満 

 年齢別：個別に設定 

 新生児：出生日を含めて 28 日間 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、②③で設定した値が、①の一覧表示に追加されます。 

 

⑤  変更 ボタンをクリックすると、①で選択された行の内容を②③で設定した値に変更します。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、①で選択された行を削除します。 
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（４） 対象項目設定画面 

▼７－３－s 対象項目設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の文字列で医薬品を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④ ③で選択した医薬品が表示されます。 

 

⑤  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された医薬品に決定し、7-3-p 投与量（年齢別用量）設

定画面に戻ります。 

 

⑥  戻る ボタンをクリックすると、医薬品を決定せず、7-3-p 投与量（年齢別用量）設定画面に戻り

ます。 

 

 

① ② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
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（５） 指摘文章設定画面 

▼７－３－t 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、7-3-p 投与量（年齢別用量）設定画面の⑥

の医薬品が入ります。また「＆＆」は同画面上の⑬で設定された投与量・日数の数値が入りま

す。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-3-p 投与量（年齢別用量）設

定画面に戻ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-3-p 投与量（年齢別用量）設定画面に

戻ります。 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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（６） 病名条件編集画面 

▼７－３－u 病名条件編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または、修飾語）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、⑦で選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

⑨ 

① ② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ ⑧ ⑩ ⑥

⑪ ⑫ 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－３－３０P 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると④で表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-3-v 修飾語編集画面が表示され、選択した傷病名に修

飾語を追加することができます。 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-3-p 投与量（年齢別用

量）設定画面に戻ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-3-p 投与量（年齢別用量）設定画面に戻

ります。 

 

 

（７） 修飾語編集画面 

▼７－３－v 修飾語編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 
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（８） 投与量（年齢別用量）設定画面 

▼７－３－w 投与量（年齢別用量）設定画面（点検ルール編集） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① レセ使用量、レセ回数は、第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当

の指摘文章上で右クリックし、点検ルール編集を選択すると選択した患者に処方した量が表示さ

れます。 

 

② 傷病名条件タブを選択し、 編集 ボタンをクリックすると 7-3-x 病名条件編集（患者病名から追

加）が表示されます。 

 

 

①

②
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（９） 病名条件編集画面 

▼７－３－x 病名条件編集（患者病名から追加） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 第５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、選択した患者傷病名が表示さ

れます。 

 

②  追加 ボタンをクリックしたとき、患者傷病名が修飾語付の傷病名の場合 7-3-y 適応症設定確認

画面が表示されます。 

修飾語付きで登録する場合は はい ボタン、修飾語なしで登録する場合は いいえ ボタンをクリ

ックしてください。 

▼７－３－y 適応症設定確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

②
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７－３－８． 投与量について点検ルールを変更します。 

【変更内容】医薬品の投与量の設定を変更します。 

 

（１） 7-1-a 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択し、投与量を変更したい医

薬品を検索後、 変更 ボタンをクリックしてください。7-3-z 投与量（年齢別用量）設定画面が表示されま

す。 

▼７－３－z 投与量（年齢別用量）設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 投与量の設定を変更したい傷病名が含まれた枝番号を選択し、用量・日数タブを表示します。設定されて

いる用量の欄から変更したい区分の行を選択します。用量・日数欄より直接、変更したい数値を入力してく

ださい。 変更 ボタンをクリックすると、変更した内容が一覧に反映されます。 

 

（３）  保存 ボタンをクリックすると、変更した内容が保存されます。 
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７－３－９． 年齢区分を変更して点検ルールを変更または追加します。 

【変更内容】医薬品の投与量を年齢別に設定します。 

（１） 7-1-a 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択し、投与量を変更したい医

薬品を検索後、 変更 ボタンをクリックしてください。7-3-aa 投与量（年齢別用量）設定画面が表示されま

す。 

▼７－３－aa 投与量（年齢別用量）設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 投与量の設定を変更したい傷病名が含まれた枝番号を選択し、用量・日数タブを表示します。用量・日数

欄より直接、変更したい数値を入力してください。年齢区分はプルダウンより選択してください。 変更 ボ

タンをクリックすると、変更した内容が選択している行に反映されます。 

年齢区分を変更した場合、 追加 ボタンをクリックすると、入力した内容が一覧に追加されます。 

 

（３）  保存 ボタンをクリックすると、変更した内容が保存されます。 

変更の場合 

追加の場合 
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７－３－１０． 投与量の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】投与量の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をします。 

設定方法１ 

▼７－３－bb ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-3-bb ルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択したら、点検対象欄の☑を外すと、

その点検ルールに関しての点検は行われません。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のいずれかで点検の対象となっております。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－３－cc 投与量（年齢別用量）設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-3-cc 投与量（年齢別用量）設定画面の点検対象欄の「点検しない」を選択し、 保存 ボタンで変更した

点検ルールを保存します。 

上の画面では、「ガスターＤ錠２０ｍｇの投与量チェックルール」は「点検しない」という設定をしたことになり

ます。 
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７－３－１１． 投与量の点検ルールを新規に作成します。 

（１） 7-1-a 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から投与量設定を選択し、 新規追加 ボタンをク

リックしてください。7-3-dd 投与量（年齢別用量）設定画面が表示されます。 

▼７－３－dd 投与量（年齢別用量）設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 医薬品欄で対象項目設定（医薬品）画面を表示し、点検ルールを作成する対象の医薬品を選択します。 

 

（３） 選択した医薬品＋「の投与量チェック」という文言がルール名称欄に自動的に表示されます。このとき、ル

ール名称を変更することもできます。 

 

（４） 有効期限は、作成するルールに対して期限を設定することができます。 

点検時はレセプトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

（５） 疑義レベルの選択メニューで、チェック用レセプトに印刷される疑義レベルを選択します。 

 

（６） 指摘文章欄で指摘文章設定画面を表示し、指摘文章を選択します。 

※ 指摘文章を設定しない場合（指摘文章欄が空欄）は、システム設定の 指摘文章 ページタブ内にある

「指摘文章表示（印刷） 点検レベル単位変更」の投与量チェックで設定されている指摘文章が点検結果

上で使用されます。 

 

（７） 点検対象欄で、点検ルールを適用する範囲を選択します。 
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（８） 用量・日数ページタブの、投与量、用量係数、年齢区分を入力し、 追加 ボタンをクリックします。 

※ 用量係数を使用する設定の場合、点検時には投与量と用量係数を掛けた数値で点検を行います。 

 

（９） 傷病名条件ページタブを選択し、 編集 ボタンをクリックすると、7-3-u 病名条件編集画面が表示されま

すので、投与量を設定する傷病名の編集を行ってください。編集した傷病名条件をすべて満たすという条

件にする場合は「AND」を、どれか一つでも合致すればよいという条件にする場合は「OR」を選択してくださ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１０）  保存 ボタンをクリックすると、点検ルールが保存されます。 
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７７－－４４  行行為為別別算算定定回回数数設設定定  
 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する行為別算定回数の点検ルールに対してチューンアップを行うことができます。 

 

【操作方法】 

7-1-a ルール情報一覧画面にて点検ルール種別から行為別算定回数設定を選択してください。 

 新規追加 ボタンまたは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてくだ

さい。7-4-a 行為別算定回数設定画面が表示されます。 

または、５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、点

検ルール編集を選択してください。 

 

７－４－１． 画面の概要 

（１） 行為別算定回数設定画面 

▼７－４－a 行為別算定回数設定（診療行為の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② 有効期限は、表示されている点検ルールに対して期限を設定することができます。点検時はレセ

プトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

① 
③ 
⑤ 
⑦ 

④ 
⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑱ ⑲ ⑳ 
② 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
⑯ ⑰ 
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③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。行為別算定回数ルール内でユニークな番

号（１点検ルールに１番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトで印刷される疑義を選択して登録することができます。（疑義

レベルは、A～D、Z の５段階です） 

 

⑤ 対象項目欄（医薬品、診療行為もしくは特定器材）は、作成する点検ルールの対象とする対象項

目（医薬品、診療行為もしくは特定器材）が表示されます。 

 

⑥ 対象項目欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-4-b 対象項目設定画面が表示され、対象項目欄

に表示する対象項目が検索できます。対象項目欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５

－１疾患検索の各項目内容が参照できます。 

・医薬品の場合は、医薬品から病名画面が表示されます。 

・特定器材の場合は、特定器材から病名画面が表示されます。 

・診療行為の場合は、診療行為から病名画面が表示されます。 

 

⑦ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑧ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-4-d 指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。 

指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、⑤で表示されている診療行為が入ります。 

 

⑨ 点検区分は、点検ルールを適用する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選

択します。 

※ 横縦覧とは、点検する請求年月の他保険のレセプトや他診療科、入外レセプトで同一患者のレ

セプトを参照して行う点検です。また縦覧には横縦覧も含まれます。 

 

⑩ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院のみ、外来のみ、入・外とも）を

選択できます。 

 

⑪ DPC 区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、または医科のみ、DPC のみ）を選択し

ます。 

 

⑫ 枝番切替で枝番号の切り替えができます。 追加 ボタンをクリックすると、枝番号が追加されます。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている枝番号が削除されます。枝番号は、一つの点検ル

ールに対して複数のパターンで条件を登録する場合に追加します。枝番号を二つ以上登録した場

合、いずれかの枝番号の条件に一致していれば警告になりません。 
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⑬  複製追加 ボタンをクリックすると、現在表示されている枝番号と同内容の設定（点検ルール条

件）で、新しい枝番号が増え、枝番号自体のコピーができます。 

 

⑭ 開始日区分と期間単位を選択し、期間数を入力します。 

開始日区分で「指定なし」を選択すると、開始日は設定せず、期間単位のみの設定になります。 

期間以内の単位と回数は設定した期間内の条件を設定します。 

期間超過の単位と回数は、設定した期間以降の条件を設定します。 

 

 

 

期間単位の ∨ ボタンにマウスのカーソルを合わせると、期間単位の詳細を表示します。 

・【週】：曜日不問の７日間    ・【暦週】：日曜日～土曜日の７日間 

・【月】：開始日から１ヶ月または算定日までの１ヶ月 ・【暦月】：１日～月末日までの期間 

 

※ 画面設定例 

 

 

 

 

 

開始日区分で「初診日」、期間単位で「月」を選択し、期間数に「１」と入力 

期間以内の単位を「指定期間内」、期間以内の回数に「0」回とし、期間超過の単位を「暦月」、

期間超過の回数に「１」回と入力 

→「初診日（初診料算定）から 1 ヶ月間は算定不可（0 回）、 

初診日から１ヶ月を超過したら月に１回算定可能」という意味になります。 

 

⑮ 対象病名には、作成する点検ルールの対象となる傷病名が表示されます。 

 

⑯  編集 ボタンをクリックすると、病名条件編集画面が表示されます。点検ルールに傷病名条件を

追加する場合に選択します。 

 

⑰ 診療科設定は枝番号内の条件を適用する診療科を選択できます。 

・全て ：診療科に関わらず全てに適用されます。 

・診療科選択：表示された診療科のみに枝番号内の条件が適用されます。診療科は 選択 ボタン 

をクリックすると診療科リスト画面が表示され、診療科を選択することが可能です。 
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※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ 

選択することができます。 

 

⑱ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合には 

 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑲  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑳  戻る ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 作成や変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリック

すると保存されません。 

 

 

（２） 対象項目設定画面 

▼７－４－b 対象項目設定 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。（表示している画面は対象項目が診療行為の場合です。） 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の文字列で対象項目を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

対象項目（医薬品、特定器材、診療行為）によって、表示される項目は異なります。 

 

④ ③で選択した対象項目が表示されます。 

① ② 

③ 

④ 

⑥ ⑦ 

⑤ 
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⑤  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-4-c 修飾語編集画面が表示されます。③で選択した対

象項目に修飾語を追加できます。 

※ 修飾語が追加できるのは診療行為に対してのみです。 

 

⑥  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された対象項目に決定し、7-4-a 行為別算定回数設定

画面に戻ります。 

 

⑦  戻る ボタンをクリックすると、対象項目を決定せず、7-4-a 行為別算定回数設定画面に戻りま

す。 

 

 

（３） 修飾語編集画面 

▼７－４－c 修飾語編集 

 
 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－４－６P 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 

 

 

（４） 指摘文章設定画面 

▼７－４－d 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、7-4-a 行為別算定回数設定画面の⑤の対

象項目が入ります。 

① ② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 
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⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-4-a 行為別算定回数設定画

面に戻ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-4-a 行為別算定回数設定画面に戻り

ます。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

 

（５） 病名条件編集画面 

▼７－４－e 病名条件編集 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

⑨ 

① ② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ ⑧ ⑩ ⑥ 

⑪ ⑫ 
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④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

疑い病名欄をクリックすると点検時の疑い病名に対する取扱いを選択できます。 

• 可    ：疑い病名の場合も対象とする 

• 不可 ：疑い病名の場合には対象外とする 

• のみ ：疑い病名のみ対象とする 

「全疑い区分を設定する」に☑を入れて、可・不可・のみ を選択すると一括で疑い区分を変更しま

す。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、⑦で選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると④で表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-4-c 修飾語編集画面が表示され、⑦で選択した傷病名

に修飾語を追加することができます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もし

くは、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-4-a 行為別算定回数設

定画面に戻ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-4-a 行為別算定回数設定画面に戻りま

す。 
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７－４－２． 行為別算定回数の点検ルールを変更します。 

【変更内容】設定されている算定回数の変更をします。 

 

▼７－４－f ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-4-fルール情報一覧表画面で変更する点検ルールを選択し、 変更 ボタンをクリックすると、7-4-g行為

別算定回数設定画面が表示されます。画面には選択した点検ルール情報が表示されます。 

▼７－４－g 行為別算定回数設定 
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（２） 必要な箇所を変更し、 保存 ボタンをクリックしてください。変更した内容が登録されます。 

 

 

７－４－３． 行為別算定回数の点検ルールを新規登録します。（医学管理等） 

 

7-4-f ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から行為別算定回数設定を選択したら、 

検索条件を「診療行為」に設定し、横のボックスより「医学管理等」を選択後、 新規追加 ボタンをクリックし

てください。7-4-h 行為別算定回数設定画面が表示されます。 

▼７－４－h 行為別算定回数設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 医学管理等欄の 検索 ボタンから対象項目設定（医学管理等）画面を表示し、点検ルールを作成する対

象の医学管理等を選択します。 

 

（２） 選択した医学管理等＋「の行為別算定回数チェック」という文言がルール名称欄に自動的に表示されます。

このとき、ルール名称を変更することもできます。 

 

（３） 疑義レベルの選択メニューで、チェック用レセプトで印刷される疑義レベルを選択します。 

 

（４） 有効期限欄で有効期限を入力します。 

※ 後ろの年月欄が空白の場合は、無期限に有効となります。 
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（５） 7-4-d 指摘文章欄で指摘文章設定画面を表示し、指摘文章を選択します。 

 

（６） 開始日区分と期間単位を選択し、期間数を入力します。 

 

（７） 期間以内と期間超過した後の単位と回数を設定します。 

 

（８） 点検区分は、点検ルールを適用する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選択しま

す。 

※ 横縦覧とは、点検する請求年月の他保険のレセプトや他診療科、入外レセプトで同一患者のレセプトを

参照して行う点検です。また縦覧には横縦覧も含まれます。 

 

（９） 点検対象欄で、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院のみ、外来のみ、入・外とも）を選択

できます。 

 

（１０） DPC 区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、または医科のみ、DPC のみ）を選択します。 

 

（１１）  保存 ボタンをクリックすると、点検ルールを登録します。 

 

 

７－４－４． 行為別算定回数の点検ルールを複製して変更後、登録をします。 

 

（１） 7-4-f ルール情報一覧表画面の 複製追加 ボタンをクリックすると、選択した点検ルールの内容が 7-4-g

行為別算定回数設定画面に表示されます。 

 

（２） 必要な箇所を変更し、 保存 ボタンをクリックしてください。変更した内容が登録されます。 

※ 複製追加の元になった点検ルールを使用しない場合には、点検対象を「点検しない」に設定します。 

 

 

７－４－５． 行為別算定回数の点検ルールを削除します。 

 

（１） 7-4-f ルール情報一覧表画面の 削除 ボタンをクリックすると、選択した点検ルールが削除されます。 

※  新規追加 、 複製追加 した点検ルールを削除する時のみ 削除 ボタンが表示されます。 

※  変更 ボタンから変更した点検ルールに対しては 標準に戻す ボタンが表示され、クリックすると標準

ルールに戻ります。 
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７７－－５５  併併算算定定設設定定  

 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する併算定の点検ルールに対してチューンアップを行うことができます。 

 

【操作方法】 

7-1-a ルール情報一覧画面にて点検ルール種別から併算定設定を選択してください。 

 新規追加 ボタンまたは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてくだ

さい。7-5-a 併算定設定画面が表示されます。 

または、５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、点

検ルール編集を選択してください。 

 

 

７－５－１． 画面の概要 

（１） 併算定設定画面 

▼７－５－a 併算定設定（診療行為の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② 有効期限は、表示されている点検ルールに対して期限を設定することができます。レセプトの診療

年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

⑨ 

⑰ 

⑬ 

① ② 
③ ④ 
⑤ ⑥
⑦ ⑧

⑩ 

⑫ 

⑭ ⑮

⑪

⑯

⑱ ⑲ 
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③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。併算定ルール内でユニークな番号（１つの

点検ルールに１つの番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトで印刷される疑義を選択して登録しておくことができます。（疑

義レベルは、A～D、Z の５段階です） 

 

⑤ 対象項目欄（医薬品、診療行為もしくは特定器材）は、作成する点検ルールの対象とする対象項

目（医薬品、診療行為もしくは特定器材）が表示されます。 

 

⑥ 対象項目欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-5-d 対象項目設定画面が表示され、対象項目欄

に表示する対象項目が検索できます。対象項目欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５

－１疾患検索の各項目内容が参照できます。 

・医薬品の場合は、医薬品から病名画面が表示されます。 

・特定器材の場合は、特定器材から病名画面が表示されます。 

・診療行為の場合は、診療行為から病名画面が表示されます。 

 

⑦ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑧ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-5-f 指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。 

指摘文章内に表示される「＃＃」や「＆＆」は⑮指摘表示項目で変更できます。 

 

⑨ 算定区分は、算定可の点検ルールとするか算定不可の点検ルールとするかを選択します。 

• 算定可  ： 算定条件１、２等の登録内容がレセプト上に存在していなければ、警告になります。 

• 算定不可： 算定条件１、２等の登録内容がレセプト上に存在していれば、警告になります 

 

⑩ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院、外来、入外とも）を選択しま

す。 

 

⑪ 期間単位と期間数では、対象項目の算定日から指定した期間、遡った期間で点検を行います。 

例）期間単位「暦月」、「1」回と指定 → 当月 
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⑫ 点検区分は、点検ルールを適用する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選

択します。 

※ 横縦覧とは、点検する請求年月の他保険のレセプトや他診療科、入外レセプトで同一患者のレ

セプトを参照して行う点検です。また縦覧には横縦覧も含まれます。 

 

⑬ DPC 区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPC のみ）を選択します。 

 

⑭ 参照範囲はどの範囲で点検ルールの条件を判断するかを選択します。 

• 区 切 り 内： ⑤で選択した項目と同一の区切り内で判断をします。 

• 診療識別内： ⑤で選択した項目と同一の診療識別内で判断をします。 

• レセプト内： レセプト全体で判断をします。 

※ 単月点検でのみ、有効な設定になります。縦覧（横縦覧含む）点検では無条件でレセプト内の

設定で点検を行います。 

 

⑮ 指摘表示項目は指摘文章内の「＃＃」や「＆＆」にどの項目を表示するかを選択します。 

「診療行為」、「算定条件１」、または「算定条件２」をプルダウンメニューから選択後、 ∨ ボタン

にマウスのカーソルを合わせると、項目名称が入った指摘文章が表示されます。 

 

 

 

 

⑯ 算定条件ページタブ、前提条件ページタブで条件を設定できます。 

 

⑰ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合には、 

 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑱  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑲  戻る ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 作成や変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックす

ると保存されません。 
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（２） 併算定設定画面（算定条件ページタブ） 

▼７－５－b 併算定設定（算定条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 論理式は算定条件１と算定条件２が登録されている場合の条件を指定します。 

算定区分によって条件が異なります。 

 
 
 
 
 

•「AND」： 

算 定 可 →算定条件１と算定条件２の両方の登録条件を満たしていれば、警告になりません。 

算定不可→算定条件１と算定条件２の両方の登録条件を満たしていれば、警告になります。 

•「OR」： 

算 定 可→算定条件１または算定条件２の登録条件を満たしていれば、警告になりません。 

算定不可→算定条件１または算定条件２の登録条件を満たしていれば、警告になります。 

•「算定条件１に該当するとき算定条件２の判定をする」： 

算定条件１の登録条件を満たしていた場合のみ、算定条件２の登録条件を判断します。 

算 定 可→算定条件２の登録条件を満たしていれば、警告になりません。 

算定不可→算定条件２の登録条件を満たしていれば、警告になります。 

 

② 算定条件１、算定条件２は条件となる項目が表示されます。 

存在条件 

• 「AND」：表示されている項目すべてが存在するという条件になります 

• 「OR」 ：表示されている項目のいずれかが存在するという条件になります。 

 

※ 併算定設定画面の算定条件欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請

求コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録されている

項目を請求コードごとの名称で表示します。 

① 

② ③ ④
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③ 回数条件 

• 「回数無視」：回数の比較は行いません。 

• 「回数一致」：7-5-a 併算定設定画面の⑤で選択した診療行為の回数と、算定条件の回数が同じ

であることを条件とします。 

※算定条件にコメントを指定した場合、コメントの回数は比較しません。 

 

 

 

 

④  編集 ボタンをクリックすると、7-5-g 算定条件編集画面が表示されます。 

 

 

（３） 併算定設定画面（前提条件ページタブ） 

▼７－５－c 併算定設定（前提条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 対象病名には、作成する点検ルールの対象となる傷病名が表示されます。 

 

②  編集 ボタンをクリックすると、病名条件編集画面が表示されます。点検ルールに傷病名条件を

追加する場合に選択します。 

 

③ 診療科設定は枝番号内の条件を適用する診療科を選択できます。 

・全て ：診療科に関わらず全てに適用されます。 

・診療科選択：表示された診療科のみに枝番号内の条件が適用されます。診療科は 選択 ボタン 

をクリックすると診療科リスト画面が表示され、診療科を選択することが可能です。 

※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ選

択することができます。 

 

① ②
③
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（４） 対象項目設定画面 

▼７－５－d 対象項目設定 

 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。（表示している画面は対象項目が診療行為の場合です。） 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で対象項目を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

対象項目（医薬品、特定器材、診療行為）によって、表示される項目は異なります。 

 

④ ③で選択した対象項目が表示されます。 

 

⑤  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-5-e 修飾語編集画面が表示されます。③で選択した対

象項目に修飾語を追加できます。 

※ 修飾語が追加できるのは診療行為に対してのみです。 

 

⑥  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された対象項目に決定し、7-5-a 併算定設定画面に戻り

ます。 

 

⑦  戻る ボタンをクリックすると、対象項目を決定せず、7-5-a 併算定設定画面に戻ります。 

 

 

① ② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ ⑦ 
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（５） 修飾語編集画面 

▼７－５－e 修飾語編集 

 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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（６） 指摘文章設定画面 

▼７－５－f 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、対象項目が入ります。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-5-a 併算定設定画面に戻りま

す。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-5-a 併算定設定画面に戻ります。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－５－９P 

 

（７） 算定条件編集画面 

▼７－５－g 算定条件編集 

 
 

① 検索条件（医薬品、薬価基準、診療行為、区分番号、特定器材、コメント）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいず

れかを選択できます。 

診療行為を選択した場合には、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理

等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻

酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

コメントを選択した場合に、フリーコメントに☑を入れると、他の点検ルールで登録済みのコメントの

検索や、⑤で新規に任意の文字列をコメント情報として入力することができます。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑪ ⑫ 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑧ 

⑩ 
⑦ ⑨ 
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⑤ 検索条件の薬価基準、区分番号、コメントを選択した場合に入力欄が表示されます。 

・薬価基準コードを算定条件として登録したい場合には、検索条件で薬価基準を選択し、 

 検索 ボタンをクリックして、薬価基準コードの検索を行います。④に表示された検索結果を選

択すると、⑤に選択した薬価基準コードが表示されます。 

※薬価基準コードを前方一致で登録したい場合は、⑤の文字列を直接編集します。 

・区分番号で診療行為を登録したい場合には、検索条件で区分番号を選択し、 検索 ボタンをク

リックして、区分番号の検索を行います。④に表示された検索結果を選択すると、⑤に選択した

区分番号が表示されます。 

※区分番号を前方一致で登録したい場合は、⑤区分番号の末尾に記号「＄」を付加します。 

・任意のコメントを算定条件として登録したい場合には、登録したいコメントを⑤にそのまま入力し

ます。このとき検索条件はコメントを選択し、フリーコメントに☑を入れます。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した項目、もしくは⑤で編集したコード・番号が算定条件

の候補として候補欄に追加されます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、選択した算定条件を登録の候補欄から削除します。 

 

⑧ 算定条件の候補が表示されます。 

※ 算定条件編集画面の候補欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請求

コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録されている項

目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると、④で表示されているすべての項目が算定条件の候補として候

補欄に追加されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、修飾語編集画面が表示され、選択した診療行為に修飾語

を追加することができます。 

※ 候補欄で診療行為を選択した場合にのみ修飾語を追加できます。 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録し、7-5-a併算定設定画面に戻

ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録せずに、7-5-a 併算定設定画

面に戻ります。 
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（８） 病名条件編集画面 

▼７－５－h 病名条件編集 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑨ 

① ② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ ⑧ ⑩ ⑥ 

⑪ ⑫ 
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⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

疑い病名欄をクリックすると点検時の疑い病名に対する取扱いを選択できます。 

• 可    ：疑い病名の場合も対象とする 

• 不可 ：疑い病名の場合には対象外とする 

• のみ ：疑い病名のみ対象とする 

「全疑い区分を設定する」に☑を入れて、可・不可・のみ を選択すると一括で疑い区分を変更しま

す。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、⑦で選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると④に表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、修飾語編集画面が表示され、⑦で選択した傷病名に修飾

語を追加することができます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 

 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-5-a併算定設定画面に戻

ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-5-a 併算定設定画面に戻ります。 
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７－５－２． 併算定の点検ルールを変更します。 

【変更内容】併算定の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をします。 

設定方法１ 

▼７－５－i ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-5-i ルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、 

その点検ルールに関しては「点検しない」という設定をしたことになります。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定されていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－５－j 併算定設定 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-5-j 併算定設定画面の点検対象欄の「点検しない」に☑を入れ、 保存 ボタンで変更した点検ルールを

保存します。これで、例えば、上の画面で言うと、「ＥＦ－胃・十二指腸と病理組織標本作製等を併施した場

合、内視鏡下生検法が算定可」という点検ルールについては「点検しない」という設定をしたことになります。 
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７－５－３． コメントが必要な診療行為の、コメントもれを点検する点検ルールを検索します。 

【変更内容】標準で用意しているコメントが必要な診療行為を検索、変更します。 

 

▼７－５－k ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-5-k ルール情報一覧表画面にて、検索種別は「ルール名称」を選択後、一部一致に☑を入れ、検索ボッ

クスに≪コメント≫と入力し、 検索 ボタンをクリックします。コメントが必要な診療行為の点検ルール一覧

が表示されます。点検対象を変更したい場合には、前項の ‘7-5-2 併算定の点検ルールを変更します’を

ご参照ください。 
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７－５－４． コメントが必要な診療行為の、コメントもれを点検する点検ルールを作成します。 

下記登録例では、「ＰＴ」に対して「ワーファリン服用中」というコメントがなければ警告とする点検ルールを作

成します。 

▼７－５－l 併算定設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-5-i 点検ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から併算定設定を選択し、 新規追加 ボタン 

をクリックしてください。7-5-l 併算定設定画面が表示されます。 

 

（２） 診療行為、指摘文章、それぞれ検索・決定し、ルール名称もわかりやすい名称に変更します。 

 

（３） 期間単位を選択し、期間数を入力します。 

 

（４） 算定条件欄の 編集 ボタンをクリックし 7-5-g 算定条件編集画面より、登録したいコメントをコメント入力 

ボックスに入力し、 追加 ボタンをクリックしてから 決定 ボタンで登録します。 

 

※点検用のレセプト電算ファイルにコメントがどのように出力されるかによって登録方法が異なりますので、 

レセプト電算ファイルの作成元のベンダー様にコメントの出力方法についてお問い合わせください。 

（例えばコメントがコメントコード「840000087（前回実施   月  日）」として出力されているか、コメントコ

ード「810000001（任意のコメントを入力可能なコメントコード）」として出力されているかという点で異なりま

す。） 
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▼７－５－m 算定条件編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 7-5-l 併算定設定画面に戻ったら、 保存 ボタンをクリックし、点検ルールを保存します。 
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７７－－６６  重重複複チチェェッックク設設定定  
 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する重複チェックの点検ルールに対してチューンアップを行うことができます。 

 

【操作方法】 

7-1-a ルール情報一覧表画面で点検ルール種別から重複チェック設定を選択してください。 

 新規追加 ボタンまたは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてくだ

さい。7-6-a 重複チェック設定画面が表示されます。 

または、５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、点

検ルール編集を選択してください。 

 

 

７－６－１． 画面の概要 

（１） 重複チェック設定画面 

▼７－６－a 重複チェック設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② 有効期限は、表示されている点検ルールに対して有効期限が表示されます。レセプトの診療年月

と比較をして点検するか否かを判定します。 

① 
②

③ ④

⑤

⑦

⑧ ⑪ 

⑨ 
⑫ 

⑩

⑮ ⑯ ⑰ 

⑬ 
⑭ 

⑥
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③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。重複チェックルール内でユニークな番号（１

点検ルールに１番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印字される疑義が表示されます。（疑義レベルは、A～D、Z

の５段階です） 

 

⑤ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑥ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-6-b 指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。 

 

⑦ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院のみ、外来のみ、入・外とも）を

選択します。 

 

⑧ 参照範囲はどの範囲で点検ルールの条件を判断するかを選択します。 

•区切り内  ：点検対象とする診療行為がレセプト内で、同アスタリスク内に表示（出力）されて 

いるか否かの範囲で判断します。 

•診療識別内：点検対象とする診療行為がレセプト内で、同診療識別内に表示（出力）されて 

いるか否かの範囲で判断します。 

•レセプト内 ：点検対象とする診療行為がレセプト内にあるか否かの範囲で判断をします。 

 

⑨ 項目区分は、点検対象とする項目の点検区分（項目数、回数）を設定します。 

 

⑩ 点検区分は、点検ルールを適用する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選

択します。 

 

⑪ DPC 区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPC のみ）を選択します。 

 

⑫ 算定区分と期間数では、対象とする項目の点検期間を設定します。 

例）算定区分「日」、期間数「1」と指定 → 同日 
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⑬ 算定条件は、対象とする項目に対して重複してはならない項目を設定します。 

 

※ 重複チェック設定画面の算定条件欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックする

と、請求コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録され

ている項目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

⑭  編集 ボタンをクリックすると、7-6-c 算定条件編集画面が表示されます。 

 

⑮ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合には、 

 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑯  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑰  戻る ボタンをクリックすると、7-1-a ルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックすると保

存されません。 

 

（２） 指摘文章設定画面 

▼７－６－b 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 



第第７７章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル変変更更））  
  

 
７－６－４P 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、対象項目が入ります。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-6-a 重複チェック設定画面に

戻ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-6-a 重複チェック設定画面に戻りま

す。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 
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（３） 算定条件編集画面 

▼７－６－c 算定条件編集 

 

① 検索条件（医薬品、薬価基準、診療行為、区分番号、特定器材）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいず

れかを選択できます。 

診療行為を選択した場合には、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理

等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻

酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ 検索条件の薬価基準、区分番号を選択した場合に入力欄が表示されます。 

・薬価基準コードを算定条件として登録したい場合には、検索条件で薬価基準を選択し、 

 検索 ボタンをクリックして、薬価基準コードの検索を行います。④に表示された検索結果を選

択すると、⑤に選択した薬価基準コードが表示されます。 

※薬価基準コードを前方一致で登録したい場合は、⑤の文字列を直接編集します。 

⑪ ⑫ 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑧ 

⑩ 
⑦ ⑨ 
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・区分番号で診療行為を登録したい場合には、検索条件で区分番号を選択し、 検索 ボタンをク

リックして、区分番号の検索を行います。④に表示された検索結果を選択すると、⑤に選択した

区分番号が表示されます。 

※区分番号を前方一致で登録したい場合は、⑤区分番号の末尾に記号「＄」を付加します。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した項目、もしくは⑤で編集したコード・番号が算定条件

の候補として候補欄に追加されます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、選択した算定条件を登録の候補欄から削除します。 

 

⑧ 算定条件の候補が表示されます。 

※ 算定条件編集画面の候補欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請求

コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録されている項

目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると、④で表示されているすべての項目が算定条件の候補として候

補欄に追加されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、修飾語編集画面が表示され、選択した診療行為に修飾語

を追加することができます。 

※ 候補欄で診療行為を選択した場合にのみ修飾語を追加できます。 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録し、7-6-a 重複チェック設定画

面に戻ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録せずに、7-6-a 重複チェック設

定画面に戻ります。 
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（４） 修飾語編集画面 

▼７－６－d 修飾語編集 

 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 

① 
② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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７－６－２． 重複チェック設定の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】ある重複チェック設定の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をする 

設定方法１ 

▼７－６－e ルール情報一覧表 

 

 

（１） 7-6-e ルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、 

その点検ルールに関しては「点検しない」という設定をしたことになります。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定されていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－６－f 重複チェック設定 

 

 

（１） 7-6-f 重複チェック設定画面の点検対象欄の「点検しない」に☑を入れ、 保存 ボタンで変更した点検 

ルールを保存します。 

上の画面では、「ＨｂＡ１ｃ・グリコアルブミン・１．５ＡＧは同月内に１種類 1 回のみ算定」という点検ルールに

ついては「点検しない」という設定をしたことになります。 
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７７－－７７  特特定定日日設設定定  
 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する特定日設定の点検ルールに対してチューンアップを行うことができます。 

 

【操作方法】 

7-1-aルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から特定日設定を選択してください。 

 新規追加 ボタンまたは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてくだ

さい。7-7-a特定日設定画面が表示されます。 

または、５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、点

検ルール編集を選択してください。 

 

７－７－１． 画面の概要 

（１） 特定日設定画面 

▼７－７－a 特定日設定 

 

 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② 有効期限は、表示されている点検ルールに対しての有効期限が表示されます。 

レセプトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。特定日ルール内でユニークな番号（１点検

ルールに１番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェックレセプトに印刷される疑義が表示されます。（疑義レベルは、A～D、Z の

５段階です） 

 

⑤ 診療行為欄は、作成する点検ルールの対象とする診療行為が表示されます。 

 

① ② 

③ ④ 

⑤ 
⑦ 
⑨ ⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ ⑭ ⑮ 

⑥ 

⑧ 
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⑥ 診療行為欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-7-b 対象項目設定画面が表示され、診療行為欄

に表示する対象項目が検索できます。診療行為欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５

－１疾患検索の診療行為から病名画面が参照できます。 

 

⑦ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑧ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-7-d 指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。 

 

⑨ 算定区分は、算定可の点検ルールとするか算定不可の点検ルールとするかが表示されます。 

•算定可： 診療行為の登録内容が算定日区分の条件としてレセプト上に存在していなければ、

警告になります。 

•算定不可： 診療行為の登録内容が算定日区分の条件としてレセプト上に存在していれば、警告

になります。 

 

⑩ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、入院のみ、外来のみ、または入・外とも）を

選択します。 

 

⑪ DPC区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPCのみ）を選択します。 

 

⑫ 算定日区分は、算定日の区分（初診日、入院日、入院日都度、退院日、退院日都度）を選択しま

す。 

 

⑬ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、表示されている標準の点検ルールを保存したい場合には、 

 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑭  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑮  戻る ボタンをクリックすると、7-1-aルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックすると保

存されません。 
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（２） 対象項目設定画面 

▼７－７－b 対象項目設定 

 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。（表示している画面は対象項目が診療行為の場合です。） 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の文字列で対象項目を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④ ③で選択した対象項目が表示されます。 

 

⑤  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-7-c 修飾語編集画面が表示されます。③で選択した対

象項目に修飾語を追加できます。 

※ 修飾語が追加できるのは診療行為に対してのみです。 

 

⑥  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された対象項目に決定し、7-7-a 特定日設定画面に戻り

ます。 

 

⑦  戻る ボタンをクリックすると、対象項目を決定せず、7-7-a特定日設定画面に戻ります。 

 

① ② 

③ 

④ 

⑥ ⑦ 

⑤ 
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（３） 修飾語編集画面 

▼７－７－c 修飾語編集 

 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 

① 
② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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（４） 指摘文章設定 

▼７－７－d 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、対象項目が入ります。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-7-a 特定日設定画面に戻りま

す。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-7-a 特定日設定画面に戻ります。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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７－７－２． 特定日設定の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】ある特定日設定の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をする 

 

設定方法１ 

▼７－７－e ルール情報一覧表 

 

 

（１） 7-7-eルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、 

その点検ルールに関しては「点検しない」という設定をしたことになります。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定がされていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－７－f 特定日設定 

 

 

（１） 7-7-f特定日設定画面の点検対象欄の「点検しない」に☑を入れ、 保存 ボタンで変更した 

点検ルールを保存します。 

上の画面では「リハビリテーション総合計画提供料は、退院日に１回に限り算定可」の点検ルールについて

「点検しない」という設定をしたことになります。 
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７７－－８８  総総投投与与日日数数設設定定  

 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する総投与日数の点検ルールに対してチューンアップを行うことができます。 

 

【操作方法】 

7-1-a ルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から総投与日数設定を選択してください。 新規追加 ボタ

ンまたは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてください。7-8-a 総投

与日数設定画面が表示されます。 

または、５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、点

検ルール編集を選択してください。 

 

７－８－１． 画面の概要 

（１） 総投与日数設定画面 

▼７－８－a 総投与日数設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② 有効期限は、表示されている点検ルールに対して設定することができます。 

レセプトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

① 
② 

③ ④ 

⑤ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑭ 

⑪ 

⑯ 

⑥ 

⑱ ⑲ ⑰ 

⑩ 

⑮ 

⑫ ⑬ 
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７－８－２P 

 

③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。総投与日数ルール内でユニークな番号（１

点検ルールに１番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷される疑義を選択して登録しておくことができます。（疑

義レベルは、A～D、Zの５段階です） 

 

⑤ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑥ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-8-b 指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。 

指摘文章内に表示される「＃＃」は 7-8-a 総投与日数設定画面の⑩の対象医薬品が入ります。 

「＆＆」は投与日数が入ります。「＄＄」は⑮の対象病名が入ります。 

 

⑦ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、入院のみ、外来のみ、または入・外とも）を

選択します。 

 

⑧ 点検区分は、点検ルールを適用する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選

択します。 

※ 横縦覧とは、点検する請求年月の他保険のレセプトや他診療科、入外レセプトで同一患者のレ

セプトを参照して行う点検です。また縦覧には横縦覧も含まれます。 

 

⑨ DPC区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPCのみ）を選択します。 

 

⑩ 医薬品欄は、作成する点検ルールの対象となる医薬品が表示されます。 

 

※ 総投与日数設定画面の対象医薬品欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックす

ると、請求コードリストが表示され、対象となる医薬品を確認することができます。コードで登録

されている項目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

⑪  編集 ボタンをクリックすると、7-8-c算定条件編集画面が表示されます。 

 

⑫ 枝番切替で枝番号の切り替えができます。 追加 ボタンをクリックすると、枝番号が追加されます。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている枝番号が削除されます。枝番号は、一つの点検ル

ールに対して複数のパターンで条件を登録する場合に追加します。枝番号を二つ以上登録した場

合、いずれかの枝番号の条件に一致していれば警告になりません。 
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⑬  枝番コピー ボタンをクリックすると、7-8-f 枝番コピー画面が表示され現在表示されている枝番

号内の設定（点検ルール条件）を、他のルールに対してコピー（複製追加）できます。 

 

⑭ 上限日数は、表示されている対象医薬品、対象病名に対しての総投与日数を設定することができ

ます。 

 

⑮ 病名欄は、作成する点検ルールの対象となる傷病名が表示されます。 

 

⑯  編集 ボタンをクリックすると、7-8-d病名条件編集画面が表示されます。 

 

⑰  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルール情報が表示されます。確認後、表示さ

れている標準の点検ルールを保存したい場合には 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑱  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑲  戻る ボタンをクリックすると、7-1-aルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックすると 

保存されません。 

 

 

（２） 指摘文章設定画面 

▼７－８－b 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-8-a総投与日数設定画面に戻

ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-8-a総投与日数設定画面に戻ります。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 
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（３） 算定条件編集画面 

▼７－８－c 算定条件編集 

 

① 検索条件（医薬品、薬価基準）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいず

れかを選択できます。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ 検索条件の薬価基準を選択した場合に入力欄が表示されます。 

・薬価基準コードを算定条件として登録したい場合には、検索条件で薬価基準を選択し、 

 検索 ボタンをクリックして、薬価基準コードの検索を行います。④に表示された検索結果を選

択すると、⑤に選択した薬価基準コードが表示されます。 

※薬価基準コードを前方一致で登録したい場合は、⑤の文字列を直接編集します。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した項目、もしくは⑤で編集したコードが算定条件の候補

として候補欄に追加されます。 

⑩ ⑪ 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑧ 

⑦ ⑨ 
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⑦  削除 ボタンをクリックすると、選択した算定条件を登録の候補欄から削除します。 

 

⑧ 算定条件の候補が表示されます。 

※ 算定条件編集画面の候補欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請求

コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コードで登録されている項目を請

求コードごとの名称で表示します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると、④で表示されているすべての項目が算定条件の候補として候

補欄に追加されます。 

 

⑩  決定 ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録し、7-8-a 総投与日数設定画

面に戻ります。 

 

⑪  戻る ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録せずに、7-8-a 総投与日数設

定画面に戻ります。 

 

 

（４） 病名条件編集画面 

▼７－８－d 病名条件編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ ⑫ 
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② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

疑い病名欄をクリックすると点検時の疑い病名に対する取扱いを選択できます。 

•可   ：疑い病名の場合も対象とする 

•不可 ：疑い病名の場合には対象外とする 

•のみ ：疑い病名のみ対象とする 

「全疑い区分を設定する」に☑を入れて、可・不可・のみ を選択すると一括で疑い区分を変更しま

す。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると④で表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-8-e 修飾語編集画面が表示され、⑦で選択した傷病名

に修飾語を追加することができます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もし

くは、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-8-a 総投与日数設定画

面に戻ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-8-a総投与日数設定画面に戻ります。 
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（５） 修飾語編集画面 

▼７－８－e 修飾語編集 

 

 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

※ 修飾語を追加する対象項目が複数選択されている場合、先頭の項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

※ 修飾語を追加する対象項目が複数選択されている場合、先頭の項目が表示されます。 

 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、7-8-d病名条件編集画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、7-8-d病名条件編集画面に戻ります。 

 

 

（６） 枝番コピー画面 

▼７－８－f 枝番コピー 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件（ルール名称、ルール番号）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、③の検索文字列で検索します。 

 

④ コピー先の枝番に上書きするか、上書きせずにコピー先に枝番を追加するか選択します。 

 

⑤ 検索結果が表示されます。 

 

⑥  選択行を複写対象に追加 ボタンをクリックすると、⑤の検索結果にて選択された点検ルールを

複写対象候補として複写対象欄に表示します。 

 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

⑫ ⑪ ⑬ 
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⑦  全てを複写対象に追加 ボタンをクリックすると、⑤の検索結果に表示されたすべての点検ルー

ルを複写対象候補として複写対象欄に表示します。 

 

⑧ 枝番設定内容の複写対象ルールを表示します。 

 

⑨  選択行を複写対象から削除 ボタンをクリックすると、⑧の複写対象欄にて選択された点検ルー

ルを複写対象候補から削除します。 

 

⑩  複写対象を全て削除 ボタンをクリックすると、⑧の複写対象欄に表示されたすべての点検ルー

ルを複写対象候補から削除します。 

 

⑪  実行 ボタンをクリックすると、枝番号設定内容を複写対象候補の点検ルールにコピーします。 

 

⑫ 7-8-f枝番コピー画面を最小化してタスクバーに入れます。 

 

⑬  戻る ボタンをクリックすると、7-8-a総投与日数設定画面に戻ります。 
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７－８－２． 総投与日数設定の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】ある総投与日数設定の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をする 

 

設定方法１ 

▼７－８－g ルール情報一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-8-gルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、 

その点検ルールに関しては「点検しない」という設定をしたことになります。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定がされていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－８－h 総投与日数設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 7-8-h総投与日数設定画面の点検対象欄の「点検しない」を選択し、 保存 ボタンで変更した点検ルール 

を保存します。 

上の画面では、「消化性潰瘍用剤の使用期間チェック（「胃潰瘍，吻合部潰瘍，逆流性食道炎」は通常８週

間まで）」は「点検しない」という設定をしたことになります。 
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７７－－９９  算算定定支支援援チチェェッックク設設定定  
 

【機能概要】 

レセプト点検に使用する算定支援機能の点検ルールに対してチューンアップを行うことができます。 

※ 算定支援機能は、システム設定の 詳細設定 ページタブで「算定支援機能を有効にします」を「有効にす

る」と選択している場合のみ点検を行います。 

※ 算定支援機能については、メインメニューの マニュアル のサブメニューから 算定支援機能 をクリックし

て補足マニュアルをご確認ください。 

 

【操作方法】 

7-1-aルール情報一覧表画面にて点検ルール種別から算定支援チェック設定を選択してください。 

 新規追加 ボタンまたは、該当の点検ルールを選択して 複製追加 ボタン、 変更 ボタンをクリックしてくだ

さい。算定支援チェック設定画面が表示されます。 

または、５章 5-4-e 点検結果一覧画面、5-4-g 点検結果明細画面にて、該当の指摘文章上で右クリックし、

点検ルール編集を選択してください。 

 

７－９－１． 画面の概要 

（１） 算定支援チェック設定画面 

▼７－９－a 算定支援チェック設定 

 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 

⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ ⑮ 

⑯ ⑰ 

⑱ 

⑲ ⑳ ㉑ 
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② 有効期限は、表示されている点検ルールに対して期限を設定することができます。点検時はレセ

プトの診療年月と比較をして点検するか否かを判定します。 

 

③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。算定支援チェックルール内でユニークな番

号（１点検ルールに１番号）です。 

 

④ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷する疑義レベルを選択して登録することができます。 

（疑義レベルは、A～D、Z の５段階です） 

 

⑤ 対象項目欄は、作成する点検ルールの対象とする診療行為が表示されます。 

 

⑥ 対象項目欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-9-i対象項目設定画面が表示され、対象項目欄

に表示する診療行為が検索できます。対象項目欄の 詳細 ボタンをクリックすると、第１５章 １５

－１疾患検索の診療行為から病名画面が参照できます。 

 

⑦ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑧ 指摘文章欄の 検索 ボタンをクリックすると、7-9-k指摘文章設定画面が表示され、登録された

指摘文章から点検ルールに合う指摘文章を検索できます。指摘文章内に表示される「＄＄」や「＆

＆」は指摘表示項目で変更できます。 

 

⑨ 点検対象は、点検ルールを適用する範囲（点検しない、または入院、外来、入外とも）を選択しま

す。 

 

⑩ 入院点検区分は、点検ルールを適用する範囲（一連の入院として点検、または入退院ごとに点

検）を選択します。 

•一連の入院として点検：最初の入院日～最後の退院日を点検対象期間とする場合 

•入退院ごとに点検  ：今回入院日～今回退院日の各期間ごとに点検する場合 

 

⑪ 点検区分は、点検ルールを適用する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選

択します。 

※ 横縦覧とは、点検する請求年月の他保険のレセプトや他診療科、入外レセプトで同一患者の

レセプトを参照して行う点検です。また縦覧には横縦覧も含まれます。 

 

⑫ DPC区分は、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPCのみ）を選択します。 

「コーディングデータを点検に使用する」は、ＤＰＣ・医科共通、またはＤＰＣのみのとき、DPCレセプ

トのコーディングデータを摘要データとして点検に使用する場合に☑をいれます。 

 

⑬ 病院・診療所区分チェックは、点検対象行為の「病院・診療所区分」とシステム設定の「病院・診療

所区分」が一致することを条件とする場合に☑を入れます。 

 

⑭ 施設基準チェックは、点検対象行為の「施設基準」が、システム設定で「○：有り」に設定されてい

ることを条件とする場合に☑を入れます。 
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⑮ 病床数チェックは、点検対象行為の「病床数区分」とレセプトの病床数が一致することを条件とす

る場合に☑を入れます。 

 

⑯ 枝番切替で枝番号の切り替えができます。 追加 ボタンをクリックすると、枝番号が追加されます。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている枝番号が削除されます。枝番号は、一つの点検ル

ールに対して複数のパターンで条件を登録する場合に追加します。枝番号を二つ以上登録した場

合、いずれかの枝番号の条件に一致していれば警告になります。 

 

⑰  複製追加 ボタンをクリックすると、現在表示されている枝番号と同内容の設定（点検ルール条

件）で、新しい枝番号が増え、枝番号自体のコピーができます。 

 

⑱ 対象年齢・診療科等ページタブ、傷病名条件ページタブ、算定条件ページタブ、併算不可条件ペ

ージタブ、回数条件ページタブ、その他ページタブで条件を設定できます。 

 

⑲  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルール情報が表示されます。確認後、表示さ

れている標準の点検ルールを保存したい場合には 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

⑳  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

㉑  戻る ボタンをクリックすると、7-1-aルール情報一覧表画面に戻ります。 

※ 変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリックすると 

保存されません。 

 

 

（２） 算定支援チェック設定画面（対象年齢・診療科等ページタブ） 

▼７－９－b 算定支援チェック設定（対象年齢・診療科等ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 対象年齢は、枝番号内の条件に適用する年齢（チェックしない、年齢、日齢）を選択できます。 

下限年齢に“AA”を選択すると、新生児が適用対象から外れます。 

上限年齢に“AA”を選択すると、新生児のみが適用対象になります。 

 

① 

② 

③ ④ 
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② 特殊条件設定は、枝番号内の条件を適応する条件（A：薬剤処方があること、B：死亡退院でない

こと、C：麻薬処方があること、等）を選択できます。 

 選択 ボタンをクリックすると特殊条件リスト画面が表示され、条件を選択することが可能です。 

 

③ 指摘表示項目は指摘文章内の「＄＄」や「＆＆」等にどの項目を表示するかを選択します。 

「傷病名条件」、「算定条件１」、または「算定条件２」をプルダウンメニューから選択後、 ∨ ボタン 

にマウスのカーソルを合わせると、項目名称が入った指摘文章が表示されます。

 
 

④ 診療科設定は条件を適用する診療科を選択できます。 

•全て ： 診療科に関わらず全てに適用されます。 

•診療科選択： 表示された診療科のみに枝番号内の条件が適用されます。診療科は 選択 ボタ

ンをクリックすると診療科リスト画面が表示され、診療科を選択することが可能です。 

※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ 

選択することができます。 

 

 

（３） 算定支援チェック設定画面（傷病名条件ページタブ） 

▼７－９－c 算定支援チェック設定（傷病名条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「主傷病」は、枝番ごとに病名条件に表示されている傷病名が主傷病かの条件を指定できます。 

☑が入っている枝番の傷病名は主傷病で存在しているという条件になります。 

 

② 枝番ごとに「診療開始月から□ヶ月以内」の□に数字（1～99 まで）を設定すると、適応対象とする

傷病名に対して期間設定ができます。診療開始から設定した期間を経過している患者病名は適

応判定の対象外となります。 

 

③ 病名条件は、適応とする傷病名が表示されます。 

•AND ：  

グループなし→登録されている傷病名すべてレセプト上に存在しているという条件になります。 

グループあり→登録されている傷病名すべてレセプト上に存在しているという条件になります。 

① 

② ③ ④ ⑤ ⑥ 
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•OR  ：  

グループなし→登録されている傷病名のいずれかが存在しているという条件になります。 

グループあり→登録されている傷病名の内、いずれかのセット番号の傷病名すべてレセプト上に 

存在しているという条件になります。 

 

※ 傷病名条件ページタブの病名条件欄に ICD10 コードで病名が登録されていた場合、ICD10 コ

ードをダブルクリックすると、その ICD10 コードの傷病名を確認することができます。 

 

④  グループ化 ボタンをクリックすると、7-9-l グループ化一覧画面が表示されます。グループ化は

病名条件欄にある傷病名の中でグループを作成します。 

 

⑤  編集 ボタンをクリックすると、7-9-n 病名条件編集画面が表示されます。 

 

⑥  適応症からコピー ボタンをクリックすると、同診療行為の適応症ルールに対して病名追加（チュ

ーンアップ）を行っていた場合、同診療行為の適応症ルールから傷病名条件のコピーを行います。 

※ 同診療行為の適応症ルールが複数存在していた場合、いずれかを選択してコピーすることが

できます。 

 

 

（４） 算定支援チェック設定画面（算定条件ページタブ） 

▼７－９－d 算定支援チェック設定（算定条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「算定条件１と算定条件２の論理式」は算定条件１と算定条件２が両方登録されている場合の判

断条件を指定します。 

 
•AND ：算定条件１と算定条件２の両方の登録条件を満たしていることが条件となります。 

•OR  ：算定条件１と算定条件２のいずれかの登録条件を満たしていることが条件となります。 

 

 

① 

② ④ 
③ 
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② 算定条件１、算定条件２は共に条件となる項目が表示されます。 

•「AND」：表示されている項目すべてが存在するという条件になります。 

•「OR」 ：表示されている項目のいずれかが存在するという条件になります。 

 

※ 算定支援チェック設定画面の算定条件欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリック

すると、請求コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録さ

れている項目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

③ 同一レセプト、□ヶ月以内のレセプト（□毎月）は表示されている項目が算定されている範囲を選

択します。 

 

•「同一レセプト」：点検対象レセプト内で算定されていることが条件になります。 

•「□ヶ月以内のレセプト」 ：点検対象レセプト、または指定された期間内の縦覧レセプトで算定さ

れていることが条件になります。 

•「毎月」：「□ヶ月以内のレセプト」で指定された期間内に毎月算定されているという条件になりま

す。 

 

④  編集 ボタンをクリックすると、7-9-o 算定条件編集画面が表示されます。 

 

 

（５） 算定支援チェック設定画面（併算不可条件ページタブ） 

▼７－９－e 算定支援チェック設定（算定不可条件ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 併算不可条件１、併算不可条件２は点検対象診療行為と併算定できない項目が表示されます。 

存在条件 

•「AND」：表示されている項目すべてが存在すると点検対象診療行為を算定できないことを表しま

す。 

•「OR」 ：表示されている項目のいずれかが存在すると点検対象診療行為を算定できないことを表

します。 

① ② ③ 
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※併算不可条件１と併算不可条件２の両方が設定されている場合は、両方の登録条件を満たし

ていないことが条件となります。 

※算定支援チェック設定画面の併算不可条件欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルク

リックすると、請求コードリストが表示され、併算不可条件を確認することができます。コード・

番号で登録されている項目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

② 期間指定 

 

•「同一月」 ：併算不可条件に表示されている項目が点検対象レセプト、及び横縦覧レセプト内

に存在しないことを条件とします。 

•「同一日」 ：併算不可条件に表示されている項目が点検対象診療行為と同日に算定されてい

ないことを条件とします。 

•「前月」 ：併算不可条件に表示されている項目が、点検対象の診療年月の前月に算定され

ていないことを条件とします。 

•「指定なし」 ：併算不可条件に表示されている項目が点検対象レセプトと縦覧点検で参照対象に

指定した縦覧期間のレセプトの何れにも算定されていないことを条件とします。 

 

③  編集 ボタンをクリックすると、7-9-o算定条件編集画面が表示されます。 

 

 

（６） 算定支援チェック設定画面（回数条件ページタブ） 

▼７－９－f 算定支援チェック設定（回数条件ページタブ） 

 

① 可能期間は算定できる期間が決まっている場合に設定します。 

 

②  追加 ボタンをクリックすると、行が追加されます。 

 

③ 開始日区分（初診日、入院日、退院日、コメント日付、算定日（初回）、算定日（直近）、病名開始日

① 

② 

⑨ 

⑩ 

⑬ 

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ ⑪ 

⑫ 

⑭ 
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（最古）、病名開始日（直近））を選択します。 

 

 

 

 

 

 

コメント日付、算定日（初回）、算定日（直近）を選択した場合は、④でコメント、医薬品、診療行為、

特定器材を選択します。 

 

④ 対象は③でコメント日付、算定日（初回）、算定日（直近）を選択した場合に設定します。 

④の対象の項目欄で右クリックしメニューを表示します。 

③の開始日区分でコメント日付を選択した場合、にメニューに コメント が表示されます。 

 コメント をクリックすると7-9-g候補検索画面を表示します。日付のコメントを検索し選択してくだ

さい。 

 

 

 

 

③の開始日区分で算定日（初回）、算定日（直近）を選択した場合 算定条件１ と その他 が表

示されます。 

 算定条件１ をクリックすると算定条件ページタブの算定条件１に設定されている項目の初回ま

たは直近の算定日を開始日とします。 

 その他 をクリックすると 7-9-g候補検索画面を表示します。医薬品、診療行為、特定器材を検

索して選択してください。選択した項目の初回または直近の算定日を開始日とします。 

 

 

 

 

⑤ 期間単位（日、週、暦週、月、暦月、年）を選択します。 

 

 

 

 

 

・【週】：曜日不問の７日間   ・【暦週】：日曜日～土曜日の７日間 

・【月】：開始日から１ヶ月または算定日までの１ヶ月 ・【暦月】：１日～月末日までの期間 

 

⑥ 期間数は数字（1～999 まで）を入力します。（ダブルクリックして、入力します。） 

 

⑦ 中止は該当期間が取得できなかった場合に、該当枝番の条件で点検を続行しない場合に☑を入

れます。該当期間を取得できなかった場合も点検する場合は☑を外してください。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、青く選択された行が削除されます。 
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⑨ 不可期間は算定できない期間が決まっている場合に設定します。設定方法は可能期間と同じで

す。 

 

⑩ 上限回数や対象診療行為を登録することができます。 

回数          ：上限回数は算定できる回数が決まっている場合に設定します。 

組み合わせ項目：上限回数の対象に含む項目を登録することができます。 

 

⑪  追加 をクリックすると設定が可能です。 

 

「回数」 

回数単位は日、暦週、週、暦月、年、患者、可能期間内から選択します。 

可能期間内は①可能期間で指定した期間です。 

 

 

 

 

 

 

「組み合わせ項目」 

対象を右クリックし、組み合わせ項目選択より項目を追加します。 

 

 

⑫ 算定対象日は①可能期間内、且つ⑨不可期間外の期間の中で、点検対象の診療行為を算定可

能な日を指定する場合に設定します。指定しない場合は、①可能期間内且つ⑨不可期間外の期

間内のすべての日を対象とします。 

 

⑬ 入外は入院、外来、入外から選択します。 

•入院：点検対象のレセプトが入院レセプトである場合に対象とします。 

•外来：点検対象のレセプトが外来レセプトである場合に対象とします。 

•入外：点検対象のレセプトが入院レセプト・外来レセプト何れの場合も対象とします。 

 

⑭ 対象は日付コメント、診療行為、医薬品、特定器材を設定します。 

⑭対象の項目欄で右クリックしメニューを表示します。 

 コメント をクリックすると7-9-g候補検索画面を表示します。日付のコメントを検索し選択してくだ

さい。選択したコメントにて記載される日付を対象とします。 

 退院日 をクリックするとコード 840000013：「退 院    年  月  日」に記載された日付を対

象とします。 

 算定条件１ をクリックすると算定条件ページタブの算定条件１に表示されている項目の算定日

を対象とします。 

 その他 をクリックすると 7-9-g候補検索画面を表示します。医薬品、診療行為、特定器材を検
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索して選択してください。選択された項目の算定日を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

（７） 候補検索画面 

▼７－９－g 候補検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件（医薬品、診療行為、特定器材、コメント）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいず

れかを選択できます。 

診療行為を選択した場合には、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理

等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻

酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ ④で選択した項目が表示されます。 

 

⑥ ④で診療行為を選択した場合、 修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-9-j 修飾語編集画面が

表示され、選択した診療行為に修飾語を追加することができます。 

※ 修飾語が追加できるのは診療行為に対してのみです。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、⑤に表示された診療行為等に決定し、7-9-a 算定支援チェック設

① 

② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 
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定画面に戻ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、診療行為等を決定せず、7-9-a 算定支援チェック設定画面に戻り

ます。 

 

 

（８） 算定支援チェック設定画面（その他ページタブ） 

▼７－９－h 算定支援チェック（その他ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「算定されている場合でも指摘する項目」は、算定されている場合に指摘文章の「？？」に表示す

る項目を設定します。算定されている項目よりも、点検対象の診療行為の方を優先的に算定した

い場合に設定します。 

例）「ウイルス疾患指導料１」と「ウイルス疾患指導料２」それぞれの条件を満たしていて、 

「ウイルス疾患指導料１」を算定している場合に、【「ウイルス疾患指導料２」の算定支援チェッ

ク】で『「ウイルス疾患指導料２」が算定できる可能性があります。算定要件をご確認ください。

対象疾患：○○、算定済み：ウイルス疾患指導料１』と指摘します。 

※併算不可条件１・２に設定すると、算定されている場合、併算定不可となり疑義となりません。 

「算定されている場合でも指摘する項目」に設定する項目は併算不可条件１・２には設定しない

でください。 

※ 算定支援チェック設定画面の「算定されている場合でも指摘する項目」欄に項目が登録されて

いた場合、項目をダブルクリックすると、請求コードリストが表示され、算定条件を確認すること

ができます。コード・番号で登録されている項目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

②  編集 ボタンをクリックすると、7-9-o 算定条件編集画面が表示されます。 

 

 

① ② 
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（９） 対象項目設定画面 

▼７－９－i 対象項目設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。（表示している画面は対象項目が診療行為の場合です。） 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の文字列で対象項目を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④ ③で選択した対象項目が表示されます。 

 

⑤  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-9-ｊ修飾語編集画面が表示されます。③で選択した対象

項目に修飾語を追加できます。 

※修飾語が追加できるのは診療行為に対してのみです。 

 

⑥  決定 ボタンをクリックすると、④に表示された対象項目に決定し、7-9-a 算定支援チェック設定

画面に戻ります。 

 

⑦  戻る ボタンをクリックすると、対象項目を決定せず、7-9-a 算定支援チェック設定画面に戻りま

す。 

 

 

① 

③ 

④ ⑤ 

⑥ ⑦ 

② 
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（１０） 修飾語編集画面 

▼７－９－j 修飾語編集 

 
 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 登録済み修飾語欄の修飾語を追加した、修飾語付きの対象項目が表示されます。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目に決定し、元の画面に戻ります。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せずに、元の画面に戻ります。 

① ② 

③ 

④ ⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑨ ⑩ 
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（１１） 指摘文章設定画面 

▼７－９－k 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、7-9-a 算定支援チェック設定画

面に戻ります。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、7-9-a 算定支援チェック設定画面に戻り

ます。 

 

【関連項目】 

第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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（１２） グループ化一覧画面 

▼７－９－l グループ化一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① グループ化された傷病名情報が表示されます。セット欄の数字が同じものが同一グループになり

ます。 

※ グループ化できるのは 7-9-a 算定支援チェック設定画面の病名条件で登録してある傷病名・修

飾語のみです。 

 

②  追加 ボタンをクリックします。7-9-m グループ化編集画面が表示され、グループを追加できま

す。 

 

③  変更 ボタンをクリックします。7-9-m グループ化編集画面が表示され、①で選択したグループ

の変更ができます。 

 

④  削除 ボタンをクリックすると、①で選択したグループが削除されます。 

 

⑤  戻る ボタンをクリックすると、7-9-c 算定支援チェック設定画面(傷病名条件ページタブ)に戻りま

す。 

① 

② ③ ④ 

⑤ 
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（１３） グループ化編集画面 

▼７－９－m グループ化編集 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

※ 検索範囲は、7-9-c 算定支援チェック設定画面(傷病名条件ページタブ)の病名条件で登録して

ある傷病名のみです。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名・修飾語を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名・修飾語が⑥のグループ操作欄に表示され

ます。（マウスでドラッグして複数の傷病名・修飾語を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押

しながら複数の傷病名・修飾語を一つずつ選択できます） 

 

⑥ グループ化する傷病名・修飾語が表示されます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、⑥で選択した傷病名・修飾語がグループ操作欄から削除されま

す。 

① ② ③ 

⑩ ⑪ 

④ 

⑤ ⑦ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 
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７－９－１７P 

 

⑧ 診療開始日順に☑を入れると、グループ化操作欄の傷病名が連番の順に診療を開始していると

いう条件を追加できます。 

 

⑨  ∨ ボタン、 Λ ボタンをクリックすると、グループ操作欄に表示された傷病名の順番を移動する

ことができます。 

 

⑩  保存 ボタンをクリックすると、グループ操作欄のグループを登録し、7-9-l グループ化一覧画面

に戻ります。 

 

⑪  戻る ボタンをクリックすると、グループを登録せず、7-9-lグループ化一覧画面に戻ります。 

 

 

（１４） 病名条件編集画面 

▼７－９－n 病名条件編集 

 

① 検索条件は、傷病名の検索条件（ICD-10、病名、または修飾語）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で傷病名を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

⑨ 

① ② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ ⑧ ⑩ ⑥ 

⑪ ⑫ 
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⑤  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名が登録の候補として候補欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の

傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑥  ICD10 追加 ボタンをクリックすると、④で選択した傷病名の ICD-10 コードが登録の候補として

候補欄に表示されます。同じ ICD-10 コードの傷病名を一括で候補にすることができます。 

 

⑦ 登録する候補の傷病名が表示されます。 

疑い病名欄をクリックすると点検時の疑い病名に対する取扱いを選択できます。 

•可   ：疑い病名の場合も対象とする 

•不可 ：疑い病名の場合には対象外とする 

•のみ ：疑い病名のみ対象とする 

「全疑い区分を設定する」に☑を入れて、可・不可・のみ を選択すると一括で疑い区分を変更しま

す。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、選択した傷病名を登録の候補欄から削除します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると④で表示された検索結果すべての傷病名が登録の候補として候

補欄に表示されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-9-j 修飾語編集画面が表示され、⑦で選択した傷病名に

修飾語を追加することができます。（マウスでドラッグして複数の傷病名を一括で同時選択、もしく

は、 Ctrl キーを押しながら複数の傷病名を一つずつ選択できます） 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補欄に表示された傷病名を登録し、7-9-c 算定支援チェック設

定画面(傷病名条件ページタブ)に戻ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、傷病名を登録せずに、7-9-c算定支援チェック設定画面(傷病名条

件ページタブ)に戻ります。 
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（１５） 算定条件編集画面 

▼７－９－o 算定条件編集 

 

① 検索条件（医薬品、薬価基準、診療行為、区分番号、特定器材、コメント）を選択します。 

医薬品を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいず

れかを選択できます。 

診療行為を選択した場合には、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理

等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻

酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

コメントを選択した場合に、フリーコメントに☑を入れると、他の点検ルールで登録済みのコメント

の検索や、⑤で新規に任意の文字列をコメント情報として入力することができます。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

 

⑤ 検索条件の薬価基準、区分番号、コメントを選択した場合に入力欄が表示されます。 

・薬価基準コードを算定条件として登録したい場合には、検索条件で薬価基準を選択し、 

 検索 ボタンをクリックして、薬価基準コードの検索を行います。④に表示された検索結果を選

択すると、⑤に選択した薬価基準コードが表示されます。 

⑪ ⑫ 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑧ 

⑩ 
⑦ ⑨ 
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※薬価基準コードを前方一致で登録したい場合は、⑤の文字列を直接編集します。 

・区分番号で診療行為を登録したい場合には、検索条件で区分番号を選択し、 検索 ボタンをク

リックして、区分番号の検索を行います。④に表示された検索結果を選択すると、⑤に選択した

区分番号が表示されます。 

※区分番号を前方一致で登録したい場合は、⑤区分番号の末尾に記号「＄」を付加します。 

・任意のコメントを算定条件として登録したい場合には、登録したいコメントを⑤にそのまま入力し

ます。このとき検索条件はコメントを選択し、フリーコメントに☑を入れます。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、④で選択した項目、もしくは⑤で編集したコード・番号が算定条件

の候補として候補欄に追加されます。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、選択した算定条件を登録の候補欄から削除します。 

 

⑧ 算定条件の候補が表示されます。 

※ 算定条件編集画面の候補欄に項目が登録されていた場合、項目をダブルクリックすると、請求

コードリストが表示され、算定条件を確認することができます。コード・番号で登録されている項

目を請求コードごとの名称で表示します。 

 

⑨  全追加 ボタンをクリックすると、④で表示されているすべての項目が算定条件の候補として候

補欄に追加されます。 

 

⑩  修飾語編集 ボタンをクリックすると、7-9-j修飾語編集画面が表示され、選択した診療行為に修

飾語を追加することができます。 

※ 候補欄で診療行為を選択した場合にのみ修飾語を追加できます。 

 

⑪  決定 ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録し、7-9-a 算定支援チェック設

定画面に戻ります。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、候補に表示された算定条件を登録せずに、7-9-a 算定支援チェッ

ク設定画面に戻ります。 
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７－９－２． 算定支援チェック設定の点検ルールの点検対象を変更します。 

【変更内容】ある算定支援チェック設定の点検ルールに対して「点検する」「点検しない」の設定をする 

設定方法１ 

▼７－９－p ルール情報一覧表 

 

 

（１） 7-9-p ルール情報一覧表画面にて該当の点検ルールを検索して選択し、点検対象欄の☑を外すと、□と

なり「点検しない」に設定されます。 

※ 標準の点検ルールに何らかの変更を加えると「ユ」の欄に○印が付きます。 

☑が入っていれば、「入院・外来・入外とも」のうちいずれかが設定されていることになります。 

 

（２）  標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルールに戻ります。 
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設定方法２ 

▼７－９－q 算定支援チェック設定画面 

 

 

（１） 7-9-q 算定支援チェック設定画面の点検対象欄の「点検しない」を選択し、 保存 ボタンで変更した点検

ルールを保存します。上の画面では、「手術後医学管理料（病院）の算定支援チェック」は「点検しない」とい

う設定をしたことになります。 
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第第８８章章    チチュューーンンアアッッププ（（固固定定点点検検設設定定））  
 この章では、固定点検ルールの点検可否についてチューンアップする機能について説明します。 

 

８８－－１１  固固定定点点検検設設定定  
 
【機能の概要】 

レセプト点検に使用する固定点検ルールを点検対象とするか否かをチューンアップすることができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップのサブメニューから 固定点検設定 ボタンをクリックしてください。固定点検設

定画面が表示されます。 

 

８－１－１． 画面の概要 

（１） 固定点検設定画面 

▼８－１－a 固定点検設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると①の文字列で点検ルールを検索します。 

 

⑧ 

① ② 

⑤ 

④ 

⑦ 

③ 

⑥ 

⑨ 



第第８８章章  チチュューーンンアアッッププ（（固固定定点点検検設設定定））  
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③ 固定点検一覧が表示されます。 

点検対象のチェックボックスに☑が入っている点検ルールが、点検対象となります。注１ 

 

④ 全点検対象の切り替えの左横にあるチェックボックスに☑を入れるとすべてのルールが点検対象

になります。 

 

⑤ 指摘文章は、画面で選択されている点検ルールが点検結果に表示する指摘文章です。 

 

⑥  変更 ボタンをクリックすると 8-1-c 固定点検編集画面が表示されます。 

 

⑦ チューンアップした点検ルールを選択すると 標準に戻す ボタンをクリックできるようになります。

チューンアップされている点検ルールが標準で提供されている状態に戻ります。 

（マウスでドラッグして複数の点検ルールを一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら 

複数の点検ルールを一つずつ選択できます） 

 

⑧  印刷 ボタンをクリックすると、8-1-b 固定点検一覧の印刷を行います。 

 

⑨  戻る ボタンをクリックすると、メインメニューに戻ります。 

 
▼８－１－ｂ 固定点検一覧（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
注１ DPC レセプト点検はオプションです。 
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（２） 固定点検編集画面 

▼８－１－c 固定点検編集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ルール名称欄は、点検ルールの名称が表示されます。 

 

② 有効期限は、表示されている点検ルールに対しての有効期限が表示されます。 

有効期限はレセプトの診療年月と比較をします。（期間を変更することはできません） 

 

③ ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。ユニークな番号（１点検ルールに１番号）で

す。 

 

④ 指摘文章欄は、点検結果上に表示される指摘文章が表示されます。 

 

⑤  検索 ボタンをクリックすると、登録された指摘文章から 8-1-d 指摘文章設定画面で指摘文章を

検索できます。 

 

⑥ 点検対象は、点検ルールに対して「点検する」「点検しない」を設定することができます。 

 

⑦ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷する疑義レベルを選択して登録することができます。 

（疑義レベルは、A～D、Z の５段階です） 

 

⑧ 点検レベルは「A：固定点検」が表示されます。 

 

⑨ 標準の点検ルールを変更していた場合、 標準に戻す ボタンをクリックすると、標準の点検ルー

ル情報が表示されます。確認後、標準の状態を保存する場合には、 保存 ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

⑩  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑪  戻る ボタンをクリックすると、8-1-a 固定点検設定画面に戻ります。 

① 
②

③ 

④ 
⑤ 

⑥ ⑧

⑦

⑨ ⑩ ⑪ 
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（３） 指摘文章設定画面 

▼８－１－d 指摘文章設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 検索条件は、文章番号、または文章を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 指摘文章内に表示される「＃＃」は点検結果上で、④で選択した医薬品が入ります。 

また「＆＆」は病名条件、算定条件で登録されている条件が入ります。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、8-1-c 固定点検編集画面に戻り

ます。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、8-1-c 固定点検編集画面に戻ります。 

① 
② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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第第９９章章    チチュューーンンアアッッププ（（特特定定項項目目設設定定））  
 この章では、特定項目分析を行うための設定について説明します。 

 

９９－－１１  特特定定項項目目設設定定  
 
【機能の概要】 

特定項目設定では、医薬品や診療行為などの項目と条件を組合せて登録することができます。この設定を行う

と特定項目分析から条件に合致するレセプトの内容を抽出、指摘文章で出力することができます。 

また、複数の項目をセットとして登録できますので、様々な条件の内容を抽出し出力することが可能です。 

 
※ 特定項目設定で登録した内容の点検結果はデータ分析の特定項目分析から出力、または、レセプト点検時

に点検レベル「F：特定項目」を選択して点検を行います。 

※ 特定項目設定の内容は単月レセプトに対してのみ有効です。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップのサブメニューから、 特定項目設定 ボタンをクリックしてください。 

特定項目一覧画面が表示されます。 

 

９－１－１． 画面の概要 

（１） 特定項目一覧画面 

▼９－１－a 特定項目一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②

⑭ ⑬ ⑮ 

⑦

① 

③ 

④ ⑤ 

⑧ 

⑥ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫
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① 検索種別では、表示する点検ルール情報の検索種別（医薬品や診療行為の名称またはルール名

称、ルール番号）を選択します。名称を選択すると傷病名・医薬品・特定器材・コメント・修飾語・診

療行為を指定して、登録されている特定項目を検索することができます。 

 

② 保険種別では、表示する点検ルール情報の保険種別（社・国、社保、国保）を選択します。 

 

③ 検索条件では①検索種別で名称を選択した場合に、表示する点検ルール情報項目の分類を選択

します。 

分類は、傷病名・医薬品・特定器材・コメント・修飾語・診療行為の中から選択します。 

診療行為を選択した場合、横に表示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理等・在

宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻酔・放射

線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 

 

④ 入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

⑤  検索 ボタンをクリックすると、⑦に検索結果の点検ルールが一覧表示されます。 

 

⑥ ①検索種別で名称を選択されている場合に③検索条件で指定された各項目のコードで検索する

か、名称で検索するか選択できます。 

※傷病名を選択した例 

 
 
 
 
 
 
 

 

⑦ 検索結果が表示されます。 

 

⑧ 全点検対象の切り替えの左横にあるチェックボックスに☑を入れると⑦に表示された全てのルー

ルの点検対象が切り替わります。 

 

⑨  新規追加 ボタンをクリックすると、9-1-c 特定項目設定画面が表示されます。 

 

⑩  変更 ボタンをクリックすると、選択されている特定項目が 9-1-c 特定項目設定画面に表示され

ます。 
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⑪  複製追加 ボタンをクリックすると、⑦で選択した点検ルールを複製追加した画面が表示されま

す。それを基にすることで、簡易に点検ルールを一部変更したり、新たな点検ルールを作成するこ

とが可能です。 

 

⑫  削除 ボタンをクリックすると、選択されている特定項目を削除します。 

 

⑬  印刷プレビュー ボタンをクリックすると、⑦に一覧表示されている特定項目内容の印刷プレビュ

ーが表示されます。 

 

⑭  印刷 ボタンをクリックすると、⑦に一覧表示されている特定項目内容を印刷します。 

 

⑮  戻る ボタンをクリックすると、メインメニューに戻ります。 

 

 
▼９－１－b 特定項目設定一覧（印刷） 
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（２） 特定項目設定画面 

▼９－１－c 特定項目設定 

 
 

① ルール名称欄は、登録したセット内容に合わせた名称を入力、設定できます。 

 

② ルール番号欄は、点検ルールの番号が表示されます。特定項目設定内でユニークな番号（１つの

点検ルールに１つの番号）です。 

 

③ 疑義レベル欄は、チェック用レセプトに印刷する疑義レベルを選択して登録することができます。 

（疑義レベルは、Ａ～Ｄ、Z の５段階です） 

 

④ 指摘文章は、点検結果に表示される指摘文章を設定できます。指摘文章欄の 検索 ボタンをク

リックすると、9-1-i 指摘文章設定画面が表示され、登録された指摘文章から点検ルールに合う指

摘文章を検索できます。 

※ 「＃＃」の入った指摘文章は設定できません。 

 

⑤ 点検対象は、登録したセット内容を点検対象とするか否かを指定します。 

 

⑥ 保険種別は、点検ルールを適用する保険種別（社・国、社保、国保）を選択します。 

①

⑥ ⑦ ⑧ 

⑫

⑤ 

② ③ 
④ 

⑬

⑨
⑪ 

⑬ ⑭ 

⑩
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⑦ 入外区分は、点検ルールを適用する範囲（入院のみ、外来のみ、または入・外とも）を選択できま

す。 

 

⑧ 傷病名対象は、廃止病名を移行先病名に変換した場合等に、変換前の病名を点検対象とするか、

変換後の病名を点検対象とするかを指定します。 

 

⑨ 点検区分は、点検ルールを適応する範囲（単月のみ、単月と横縦覧、単月と縦覧、縦覧のみ）を選

択します。 

※ 特定項目設定では単月のみが選択されています。 

 

⑩ DPC 区分は、点検ルールを適応する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPC のみ、医科・総括対

象医科のみ）を選択します。 

※ DPC 点検注 1 が有効な場合のみ選択できます。 

 

⑪ 枝番切替で枝番号の切り替えができます。 追加 ボタンをクリックすると、枝番号が追加されます。 

 削除 ボタンをクリックすると、選択されている枝番号が削除されます。 

枝番号は、一つの点検ルールに対して複数のパターンで条件を登録する場合に追加します。枝番

号を二つ以上登録した場合、いずれかの枝番号の条件に一致していれば警告になります。 

 

⑫  複製追加 ボタンをクリックすると、現在表示されている枝番号と同内容の設定（点検ルール条

件）で、新しい枝番号が増え、枝番号自体のコピーができます。 

 

⑬ セット内容ページタブ、設定ページタブ、設定（DPC1）ページタブ、設定（DPC2）ページタブ、設定

（DPC3）ページタブで枝番毎の条件を設定できます。 

 

⑭  保存 ボタンをクリックすると、内容を登録します。 

 

⑮  戻る ボタンをクリックすると、9-1-a 特定項目一覧画面に戻ります。 

※ 作成や変更した点検ルールの内容は 保存 ボタンをクリックせずに 戻る ボタンをクリック

すると保存されません。 

 

                                                  
注 1 DPC 点検はオプションです。 
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（３） 特定項目設定画面（セット内容ページタブ） 

▼９－１－d 特定項目設定（セット内容ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 参照範囲は、登録したセット内容を、どの範囲で点検するかを指定します。 

 

② 点検条件欄は、点検条件を指定します。 

「各項目の有無区分で点検」は各項目で指定した有無区分で点検します。 

「１項目でも欠ける」はセット内容の項目のうち一つでも欠けていたら指摘します。 

 

③ 診療識別は、登録したセット内容で特定の診療識別を点検することができます。 

・診療識別を指定した場合、指定された診療識別のみ点検ルールを適用します。 

・空欄 ：すべての診療識別で点検ルールを適用します。 

・10：診療識別 10 番台すべての診療識別で点検ルールを適用します。 

・20：診療識別 20 番台すべての診療識別で点検ルールを適用します。 

・30：診療識別 30 番台すべての診療識別で点検ルールを適用します。 

 

④ セット内容は設定した対象項目のセット内容が表示されます。 

・AND ： 表示されている項目すべてが存在しているという条件になります。 

・OR  ： 表示されている項目のいずれか（または複数）が存在しているという条件になります。 

 

⑤ 期間指定では、セット内容に指定した項目の算定日が、同一月か同一日かを選択できます。 

・「同一月」：表示されているセット内容の算定日が、同一月であるという条件になります。 

・「同一日」：表示されているセット内容の算定日が、同一日であるという条件になります。 

※ セット内容にコメントを指定した場合は、「同一日」を選択しても「同一月」での点検となります。 

傷病名、修飾語も「同一月」となります。 

① ② ③

④ ⑤ ⑥ ⑦ 
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⑥  セット編集 ボタンをクリックすると、9-1-j セット編集画面が表示されます。 

 

⑦  サブセット編集 ボタンをクリックすると、9-1-l サブセット一覧画面が表示されます。 

サブセットは④セット内容欄にある項目の中でサブセットを作成します。 

 

 

（４） 特定項目設定画面（設定ページタブ） 

▼９－１－e 特定項目設定（設定ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 保険者／公費負担者指定は、保険者番号または公費負担者番号、公費受給者番号を指定するこ

とができます。指定された番号のみに枝番号内の条件が適用されます。 

 

② レセプト特記事項は条件を適用するレセプト特記事項を選択できます。 

・全て ： レセプト特記事項に関わらず全てに適用されます。 

・指定 ： 表示されたレセプト特記事項のみに枝番号内の条件が適用されます。 

レセプト特記事項は 選択 ボタンをクリックするとレセプト特記事項リスト画面が 

表示され、レセプト特記事項を選択することが可能です。 

 

③ 診療科設定は条件を適用する診療科を選択できます。 

・全て ： 診療科に関わらず全てに適用されます。 

・診療科選択： 表示された診療科のみに枝番号内の条件が適用されます。 

診療科は 選択 ボタンをクリックすると診療科リスト画面が表示され、 

診療科を選択することが可能です。 

※ システム設定の 出力条件指定 ページタブで診療科（コード）に☑が入っている場合のみ 

選択することができます。 

 

① ② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 
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④ 対象年齢は、枝番号内の条件に適用する年齢（チェックしない、年齢、日齢）を選択できます。 

下限年齢に“AA”を選択すると、新生児が適用対象から外れます。 

上限年齢に“AA”を選択すると、新生児のみが適用対象になります。 

 

⑤ 男女区分は、枝番号内の条件に適用する性別を男性のみまたは、女性のみで指定することがで

きます。 

 

⑥ 実日数は、実日数を等号／不等号で指定できます。 

 

 

（５） 特定項目設定画面（設定（DPC1）ページタブ） 

※ 設定（DPC1）ページタブは、DPC 点検注 1 が有効な場合のみ設定できます。 

▼９－１－f 特定項目設定（設定(DPC1)ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 総括区分は、条件を適用する総括区分（全て、DPC レセプト、総括レセプト、総括対象 DPC、総括

対象医科）を選択できます。 

 

② 診断群分類番号は、条件を適用する診断群分類番号を設定できます。 

・一 致 ： 設定された診断群分類番号が前方一致した場合、適用対象となります。 

・不一致 ： 設定された診断群分類番号と不一致の場合、適用対象となります。 

 

 

                                                  
注 1 DPC 点検はオプションです。 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 



第第９９章章  チチュューーンンアアッッププ（（特特定定項項目目設設定定））  
 

 
９－１－９P 

 

③ 今回入院年月日からの経過月は、条件を適用する今回入院年月日から診療年月までの経過月

数を指定できます。 

診療年月を基準として、下限「ヶ月以上」～上限「ヶ月未満」を月数で指定してください。 

＜例＞2015 年 6 月診療・2015 年 7 月請求レセプトの場合 

・下限【１】ヶ月以上 上限【３】ヶ月未満 ： 

今回入院年月日が 2015 年 4 月～2015 年 5 月であれば条件に一致します。 

・下限【 】ヶ月以上 上限【１】ヶ月未満 （下限指定無し） ： 

今回入院年月日が 2015 年 6 月（診療年月内）であれば条件に一致します。 

・下限【２】ヶ月以上 上限【 】ヶ月未満 （上限指定無し） ： 

今回入院年月日が 2015 年 4 月以前であれば条件に一致します。 

 

④ 今回退院年月日は、今回退院年月日を有り／無しで指定できます。 

 

⑤ 外泊は、条件を適用する外泊種別（７日以内の再転棟までの日、７日以内の再入院までの日、外

泊）の日数の範囲が指定できます。 

 

 

（６） 特定項目設定画面（設定(DPC2)ページタブ） 

※ 設定（DPC2）ページタブは、DPC 点検注 1 が有効な場合のみ設定できます。 

▼９－１－g 特定項目設定（設定(DPC2)ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 一般病棟以外の病棟移動の有無は、一般病棟以外の病棟移動の有り／無しを指定できます。 

 

② 予定・緊急入院区分は、条件を適用する入院区分（1:予定入院、2:緊急入院、3:緊急入院（２以外

の場合））を選択できます。 

                                                  
注 1 DPC 点検はオプションです。 

① ② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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③ 前回同一傷病での入院の有無は、前回同一傷病での入院の有り／無しを指定できます。 

 

④ 出生時体重は、条件を適用する出生時体重の範囲を指定できます。 

 

⑤ ＪＣＳは、条件を適用するＪＣＳの範囲を選択できます。 

 

⑥ ＢｕｒｎＩｎｄｅｘは、条件を適用するＢｕｒｎＩｎｄｅｘの範囲（小数部１桁まで、最大値 100）を指定できま

す。 

 

 

（７） 特定項目設定画面（設定(DPC3)ページタブ） 

※ 設定（DPC3）ページタブは、DPC 点検注 1 が有効な場合のみ設定できます。 

▼９－１－h 特定項目設定（設定(DPC3)ページタブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 診療区分コード（ダミーコード）は、条件を適用する診療区分コード（ダミーコード）を選択できます。 

・含む   ： 表示された診療区分コード（ダミーコード）のみに枝番号内の条件が適用されます。 

・含まない： 表示された診療区分コード（ダミーコード）を含まない場合に枝番号内の条件が適用

されます。 

診療区分コード（ダミーコード）は 選択 ボタンをクリックすると診療区分コードリスト

画面が表示され、診療区分コードを選択することが可能です。 

※ セット内容ページタブ「セット内容」の「AND/OR」「同一日/同一月」の設定内容を含めて条件が

適用されます。 

 

                                                  
注 1 DPC 点検はオプションです。 

①
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（８） 指摘文章設定画面 

▼９－１－i 指摘文章設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件は、指摘文章の検索条件（文章番号、または文章）を選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で指摘文章を検索します。 

 

④ 検索結果が表示されます。 

※ 「＃＃」の入った指摘文章は設定できません。 

 

⑤ ④で選択した指摘文章が表示されます。 

 

⑥  指摘文章メンテナンス ボタンをクリックすると、10-1-a 指摘文章メンテナンス画面が表示され

ます。 

 

⑦  決定 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章を登録し、9-1-c 特定項目設定画面に戻り

ます。 

 

⑧  戻る ボタンをクリックすると、指摘文章を登録せずに、9-1-c 特定項目設定画面に戻ります。 

 

【関連項目】 

 第１０章 指摘文章メンテナンスを参照してください。 

 

① ② ③ 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 

⑥ 
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（９） セット編集画面 

▼９－１－j セット編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索する識別情報を選択します。 

検索種別は、傷病名・医薬品・特定器材・コメント・フリーコメント・修飾語・診療行為の中から選択

してください。 
診療行為を選択した場合には、右横に表示されるプルダウンメニューで、すべて・基本診療料・医

学管理等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手

術・麻酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できます。 
 

 
 

①

② ③ 
④ ⑤ 

⑥ 

⑨ ⑬ 
⑪ 

⑭ ⑮ 

⑫ 

⑩ 

⑧ ⑦ 
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② 検索種別で選択した項目を名称で検索、コードで検索するか指定できます。 

傷病名を選択した場合、傷病名、傷病名コード、ICD10 コードから指定できます。 

医薬品を選択した場合、医薬品名、一般名、医薬品コード、薬価基準コードから指定できます。 

特定器材を選択した場合、特定器材名、特定器材コードから指定できます。 

コメントを選択した場合、コメント名、コメントコードから指定できます。 

修飾語を選択した場合、修飾語名、修飾語コードから指定できます。 

診療行為を選択した場合、診療行為名、診療行為省略名称、診療行為コードから指定できます。 

 

③ 廃止項目を表示するに☑を入れると廃止項目も含めて検索できます。 

 

④ 入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

⑤  検索 ボタンをクリックすると、選択された項目に該当する検索結果を一覧表示します。 

 

⑥ 検索結果が表示されます。 

 

⑦ 有無区分欄は、⑥で選択した項目を含む場合に指摘をするか、含まない場合に指摘をするかを指

定します。 

・傷病名を選択した場合は、「主傷病」「修飾語一致条件」「傷病名区分」「経過月」「転帰」と「疑い

病名を対象とするか否か」を設定できます。 

 

 

・医薬品を選択した場合は、「数量」「回数」「回数と実日数」の等号／不等号の設定とレコード内フ

リーコメントが入力できます。DPC レセプトの場合は、コーディングデータおよび診療関連情報を、

使用するか否かを「CD/SK」欄で指定することができます。 

 

 

・特定器材を選択した場合は、「数量」「回数」「回数と実日数」の等号／不等号の設定とレコード内

フリーコメントが入力できます。DPC レセプトの場合は、コーディングデータおよび診療関連情報を、

使用するか否かを「CD/SK」欄で指定することができます。 
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・コメントを選択した場合は、フリーコメントを入力できます。 

 

 
・フリーコメントを選択した場合は、フリーコメントを入力できます。 

 

 
・診療行為を選択した場合、「数量」「回数」「回数と実日数」の等号／不等号の設定とレコード内フ

リーコメントが入力できます。DPC レセプトの場合は、コーディングデータおよび診療関連情報を、

使用するか否かを「CD/SK」欄で指定することができます。 

 

 

⑧  修飾語編集 ボタンをクリックすると、9-1-k 修飾語編集画面が表示されます。対象項目名称に

修飾語の追加や削除などの編集ができます。（対象項目が傷病名・診療行為のみ） 

 

⑨  対象項目をセットに追加 ボタンをクリックすると、対象項目欄の登録内容で、セット内容欄に追

加します。 

 

⑩ 設定した項目が表示されます。 

 

⑪ 入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

⑫  検索 ボタンをクリックするとセット内容に設定した項目の中から検索を行います。 

 

⑬  対象項目をセットから削除 ボタンをクリックすると、⑩セット内容欄で選択している内容を削除し

ます。 

 

⑭  決定 ボタンをクリックすると⑩セット内容に表示された項目を登録し、9-1-c 特定項目設定画面

(セット内容ページタブ)に戻ります。 

 

⑮  戻る ボタンをクリックすると、セット内容を登録せずに、9-1-c 特定項目設定画面(セット内容ペ

ージタブ)に戻ります。 
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（１０） 修飾語編集画面 

▼９－１－k 修飾語編集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 修飾語検索の入力欄に、検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に

☑を入れます。廃止項目を表示したい場合、廃止項目を表示するに☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、①の検索文字列で修飾語を検索します。 

 

③ 検索結果が表示されます。 

 

④  追加 ボタンをクリックすると、③で選択した修飾語が⑤の登録済み修飾語欄に表示されます。 

 

⑤ 対象項目に追加する修飾語が表示されます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、⑤で選択した修飾語を登録済み修飾語欄から削除します。 

 

⑦ 対象項目欄に、修飾語を追加する対象項目が表示されます。 

 

⑧ 修飾語付き項目欄に、⑦の対象項目に登録済み修飾語を付加した修飾語付き名称が表示されま

す。 

修飾語は「接頭語」、「接尾語」の区分により、自動的に対象項目の前後に追加した順番で表示さ

れます。 

 
 

① ②

③

④ ⑥

⑤

⑦ 

⑧ 

⑨⑩ 
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⑨  決定 ボタンをクリックすると、修飾語付き項目の内容で決定し、9-1-j セット編集画面に戻りま

す。 

 

⑩  戻る ボタンをクリックすると、修飾語を追加せず、9-1-j セット編集画面に戻ります。 

 

（１１） サブセット一覧画面 

▼９－１－l サブセット一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① サブセット設定された項目が表示されます。セット欄の数字が同じものが同一グループになりま

す。 

※ サブセット設定できるのは 9-1-c 特定項目設定画面のセット内容で登録してある項目のみで

す。 

 

②  追加 ボタンをクリックすると、9-1-m サブセット候補設定画面が表示され、サブセットを追加でき

ます。 

 

③  変更 ボタンをクリックすると、①で選択されているサブセットが 9-1-m サブセット候補設定画面

に表示され、サブセット内容の変更ができます。 

 

④  削除 ボタンをクリックすると、①で選択したサブセットが削除されます。 

 

⑤  戻る ボタンをクリックすると、9-1-c 特定項目設定画面に戻ります。 

①

⑤ 

② ③ ④ 
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（１２） サブセット候補設定画面 

▼９－１－m サブセット候補設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 9-1-c 特定項目設定画面のセット内容で登録してある項目のみ表示されます。 

 

②  追加 ボタンをクリックすると、①で選択した項目が④対象項目欄に表示されます。 

（マウスでドラッグして複数の項目を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の項

目を一つずつ選択できます） 

 

③  削除 ボタンをクリックすると、④対象項目欄で選択されている項目が削除されます。 

 

④ サブセット設定する対象項目が表示されます。 

・AND ： 表示されている項目すべてが存在しているという条件になります。 

・OR  ： 表示されている項目のいずれか（または複数）が存在しているという条件になります。 

・総量の等号／不等号  ：サブセットに医薬品の対象項目が２つ以上、または特定器材の対象項 

目が２つ以上、診療行為の対象項目が２つ以上存在する場合設定でき

ます。 

・総回数の等号／不等号：サブセットに医薬品の対象項目が２つ以上、または特定器材の対象項 

目が２つ以上、診療行為の対象項目が２つ以上存在する場合設定でき

ます。 

 

①

② ③

④

⑤⑥ 
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⑤  決定 ボタンをクリックすると、対象項目欄のサブセットを登録し、9-1-l サブセット一覧画面に戻

ります。 

 

⑥  戻る ボタンをクリックすると、サブセットを登録せず、9-1-l サブセット一覧画面に戻ります。 

 

 

９－１－２． 特定項目を新規に登録します。 

（１） 9-1-a 特定項目一覧画面で 新規追加 ボタンをクリックしてください。 

9-1-n 特定項目設定画面が表示されます。 

▼９－１－n 特定項目設定（セット内容ページタブ） 

 

（２） ルール名称を入力します。 

 

（３） 疑義レベルの選択メニューで、チェック用レセプトに印刷される疑義レベルを選択します。 

 

（４） 指摘文章欄で指摘文章設定画面を表示し、指摘文章を選択します。 

 

（５） 点検対象で、登録した内容を点検対象とするか否かを指定します。 

 

（６） 保険種別で、点検ルールを適用する保険種別（社・国、社保、国保）を選択します。 
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９－１－１９P 

 

（７） 入外区分で、点検ルールを適用する範囲（入院のみ、外来のみ、または入・外とも）を選択します。 

 

（８） DPC 区分で、点検ルールを適用する範囲（DPC・医科共通、医科のみ、DPC のみ、医科・総括対象医科の

み）を選択します。 

 

（９） 傷病名対象で、廃止病名を移行先病名に変換した場合等に、変換前の病名を点検対象とするか、変換後

の病名を点検対象とするかを指定します。 

 

（１０） 傷病名対象で、廃止病名を移行先病名に変換した場合等に、変換前の病名を点検対象とするか、変換

後の病名を点検対象とするかを指定します。 

 

（１１） 参照範囲では、セット内容を、どの範囲で点検するかを指定します。 

 

（１２） 点検条件欄では、点検条件を指定します。「各項目の有無区分で点検」は各項目で指定した有無区分で

点検します。「１項目でも欠ける」はセット内容の項目のうち一つでも欠けていたら指摘します。 

 

（１３） 点検条件にする診療識別を選択します。指定しない場合、すべての診療識別に対して有効になります。 

 

（１４）  セット編集 ボタンをクリックすると、9-1-o セット編集画面が表示されます。 

▼９－１－o セット編集 
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（１５） 対象項目を検索し、選択します。 

 

（１６） 対象項目が「傷病名」、「診療行為」の場合、 修飾語編集 ボタンをクリックして、修飾語を追加すること

ができます。 

 

（１７） 有無区分欄で、対象項目名称を含む場合に指摘をするか、含まない場合に指摘をするかを指定します。 

含む ：レセプトに存在している場合指摘 

含まない ：レセプトに存在していない場合指摘 

 

（１８） 対象項目によっては任意の回数条件、実日数条件を設定できます。 

各項目の詳細につきましては、9-1-1(9)⑦有無区分欄の設定をご参照ください。 

 

（１９）  対象項目をセットに追加 ボタンをクリックすると、セット内容に追加されます。 

 

（２０） 複数の項目で点検する場合、（１３）～（１７）の手順で、セット内容に項目を追加します。 

 

（２１）  決定 ボタンをクリックするとセット内容に表示された項目を登録して 9-1-n 特定項目設定画面を表示

します。 

 

（２２） セット内容に登録した項目のいずれかを条件とする場合は「OR」を選択します。 

セット内容に登録した内容、全てがそろった場合を条件とする場合は「AND」を選択します。 

 

（２３） 期間指定では、セット内容に指定した項目の算定日が、同一月か同一日かを選択できます。 

 

（２４） 必要に応じて、設定ページタブ、設定（DPC1）ページタブ、設定（DPC2）ページタブ、設定（DPC3）ページ

タブ内の各条件を指定します。指定しない場合、条件としません。 

各タブ内の項目の詳細につきましては、9-1-1(4)～（7）をご参照ください。 

 

（２５）  保存 ボタンをクリックすると、特定項目が登録されます。 
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９－１－３． 『サブセット設定』を使用した点検ルール作成例を説明します。 

点検ルールのセット内容に登録されている項目をサブセット設定することで、一つの対象項目に対して 

複数項目で一つの条件と見なし、点検を行うという設定ができます。 

 

使用例：「Ａ病名に対しては、Ｂ病名Ｃ病名のいずれかが患者病名に登録されているとき指摘を上げる」 

→「セット内容にＡ病名、Ｂ病名、Ｃ病名を追加し、Ｂ病名とＣ病名をサブセット設定する」 

 

（１） 9-1-c 特定項目設定画面のセット内容欄にある サブセット編集 ボタンをクリックすると、9-1-p サブセット

一覧画面が表示されます。 

▼９－１－p サブセット一覧 
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（２）  追加 ボタンをクリックすると、9-1-q サブセット候補設定画面が表示されます。 

▼９－１－q サブセット候補設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 項目を選択して、 追加 ボタンをクリックすると対象項目欄に追加されます。 

（マウスでドラッグして複数の項目を一括で同時選択、もしくは、 Ctrl キーを押しながら複数の項目を一つ

ずつ選択できます） 

 

（４）  決定 ボタンをクリックすると、サブセットが登録されます。 
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９－１－４． 既に登録されている特定項目設定の内容を変更します。 

9-1-a 特定項目一覧画面で登録済みの点検ルールを検索します。変更対象項目を選択し、 変更 ボタンを 

クリックしてください。 

9-1-r 特定項目設定画面に登録内容が表示されます。 

 

▼９－１－r 特定項目設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）  セット編集 ボタンをクリックします。9-1-s セット編集画面が表示されます。 
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▼９－１－s セット編集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 項目を削除する場合は、セット内容から変更する項目名称を選択し、 対象項目をセットから削除  

ボタンをクリックしてください。 

※ サブセット設定している場合は、サブセット設定を削除してから項目を削除してください。 

 
（３）  決定 ボタンをクリックしてください。9-1-r 特定項目設定画面が表示されます。 

 
（４） 他に変更が必要な条件があれば変更してください。 

 
（５）  保存 ボタンをクリックすると、変更内容が保存され、9-1-a 特定項目一覧画面に戻ります。 
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第第１１００章章    チチュューーンンアアッッププ（（指指摘摘文文章章メメンンテテナナンンスス））  
 この章では、点検結果に表示する指摘文章をチューンアップする機能について説明します。 

 

１０－１ 指指摘摘文文章章メメンンテテナナンンスス  
 
【機能の概要】   

点検結果や分析結果で表示する指摘文章のメンテナンスを行います。 

※指摘文章はお客様が追加したもののみを変更、削除することができます。初期状態で登録されているものに

ついては閲覧のみ可能です。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップから 指摘文章メンテナンス ボタンをクリックしてください。指摘文章メンテナン

ス画面が表示されます。 

 

１０－１－１． 画面の概要 

（１） 指摘文章メンテナンス画面 

▼１０－１－a 指摘文章メンテナンス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

① ② ③ 

④ 

⑥ ⑦ ⑧

⑤ 

⑨
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１０－１－２P 

 

 

① 検索する条件を番号か文章から選択します。 

 

② 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

③  検索 ボタンをクリックすると、②の検索文字列で検索します。 

 

④ 長文形式の文言と省略形式の文言の両方が検索結果に表示されます。 

 

⑤ 追加・変更する指摘文章と省略文章を編集します。 

※ 指摘文章欄には長文形式の文言を、それに対する省略形式の文言も追加したい場合には、省

略文章欄に入力します。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、指摘文章と省略文章が追加されます。 

※ 指摘文章欄のみに入力し 追加 ボタンから追加した場合には、それに対応する省略形式の文

言は追加されません。 
また、省略文章欄のみに入力し 追加 ボタンから追加した場合には、同じ文言が指摘文章欄

にも追加されます。 
 

⑦  変更 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章と省略文章が⑤の指摘文章に変更されま

す。 

 

⑧  削除 ボタンをクリックすると、④で選択した指摘文章と省略文章が削除されます。 

 

⑨ ルール参照ボタンクリックすると、④で選択した指摘文章が指定されているルールの一覧が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第第１１００章章  チチュューーンンアアッッププ（（指指摘摘文文章章メメンンテテナナンンスス））  
 

 
１０－１－３P 

 

１０－１－２． 指摘文章を追加します。 

（１） ⑤のテキストボックスに指摘文章と省略文章を入力します。 

 

（２） ⑥の 追加 ボタンをクリックすると追加されます。 

 

１０－１－３． 指摘文章を変更します。 

（１） ④から変更する指摘文章を選択すると、⑤の各テキストボックスに指摘文章と省略文章が表示されます。 

 

（２） ⑤の文章を変更し、⑦の 変更 ボタンをクリックします。 

 

１０－１－４． 指摘文章を削除します。 

（１） ④から削除する指摘文章を選択します。 

 

（２） ⑧の 削除 ボタンをクリックすると④から削除されます 

 

１０－１－５． ルール参照 

（１） ④から一覧を表示させる指摘文章を選択します。 

 

（２） ⑨の ルール参照 ボタンをクリックすると、ルール参照情報一覧画面が表示されます。 

 
▼１０－１－b ルール参照情報一覧  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第第１１００章章  チチュューーンンアアッッププ（（指指摘摘文文章章メメンンテテナナンンスス））  
 

 
１０－１－４P 

 

１０－１－６． 指摘文章一覧を印刷します。 

（１） 検索条件で「番号」を選択し検索用のテキストボックスに「Z」を入力して、 検索 ボタンをクリックします。

お客様が追加した指摘文章、省略文章のみが検索結果として表示されます。 

 

（２）  印刷 ボタンをクリックすると印刷が開始されます。または 印刷プレビュー ボタンから印刷することも可

能です。 

 

▼１０－１－c 指摘文章メンテナンス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼１０－１－d 指摘文章登録一覧印刷例 

 
 
 
 
 
 
 
 



第第１１１１章章  チチュューーンンアアッッププ（（ココメメンントト・・点点検検抑抑止止設設定定））  
 

１１－１－１P 
 

第第１１１１章章    チチュューーンンアアッッププ（（ココメメンントト・・点点検検抑抑止止設設定定））  
 この章では、点検を抑止するための設定について説明します。 

 

１１１１－－１１  ココメメンントト・・点点検検抑抑止止設設定定  
 
【機能の概要】 

特記事項、コメントコード、フリーコメント、または保険者／公費負担者番号を設定することにより、各点検ルー

ルの点検において、設定された条件での点検を抑止することができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップから コメント・点検抑止設定 ボタンをクリックしてください。コメント・点検抑止

設定画面が表示されます。 

 

１１－１－１． 画面の概要 

（１） コメント・点検抑止設定画面 

▼１１－１－a コメント・点検抑止設定 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 設定項目は、「点検抑止設定」「初診用コメント」「再診用コメント」より選択します。 

 

② 情報一覧で、検索条件を入力して 検索 ボタンをクリックすると、既に登録されている設定がリス

トに一覧表示されます。 

 

③  新規追加 ボタンをクリックすると 11-1-b 条件編集画面が表示され、新しい設定を登録すること

ができます。 

①

② 

③ ④ ⑤ ⑥



第第１１１１章章  チチュューーンンアアッッププ（（ココメメンントト・・点点検検抑抑止止設設定定））  
 

１１－１－２P 
 

④  複製追加 ボタンをクリックすると、選択されている設定情報が11-1-b条件編集画面に表示され、

一部の情報を変更して新しく設定を作成することができます。 

 

⑤  変更 ボタンをクリックすると、選択されている設定情報が 11-1-b 条件編集画面に表示され、変

更することができます。 

 

⑥  削除 ボタンをクリックすると、選択されている設定情報が削除されます。 

 

 

（２） 条件編集画面（点検抑止設定） 

▼１１－１－b 条件編集（点検抑止設定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 候補検索の検索条件で「特記事項」を選択した場合、レセプト電算処理システムのレセプト特記事

項が一覧表に表示されます。「コメント」を選択した場合、レセプト電算処理システムの定型コメント

を一覧表から検索します。「フリーコメント」を選択した場合、お客様によって登録されているフリー

コメントを一覧表から検索します。「保険者/公費負担者番号」を選択した場合、コード欄に保険者

番号、または公費負担者番号の入力が行えます。 

 

② 候補検索の検索条件で「コメント」まはた「フリーコメント」を選択した場合、 選択 ボタンをクリック

すると、一覧表で選択されているコメントのコードが選択されます。「フリーコメント」を選択した場合、

コメントが選択されていなくても[810000001]が表示され、コメント入力欄に入力した内容がフリーコ

メントとして選択されます。 

 

⑨ 

① 

②
③ 

④ 
⑤ ⑥

⑦ ⑧



第第１１１１章章  チチュューーンンアアッッププ（（ココメメンントト・・点点検検抑抑止止設設定定））  
 

１１－１－３P 
 

③ コメント入力には、点検を抑止するためのコメントを入力します。「保険者/公費負担者番号」を選

択した場合は、コード欄に点検を抑止するためのコードを入力します。 

コメントは「部分一致」、保険者/公費負担者番号は「前方一致」で抑止対象となります。 

 

④ ルール検索の点検ルール種別で、設定に対応させる点検ルールの種別を選択します。 

 

⑤  検索 ボタンをクリックすると、④で選択した点検ルール種別を検索する 7-1-a ルール情報一覧

表画面が表示されます。点検ルールを検索後、 決定 ボタンで設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  クリア ボタンをクリックすると、選択されている点検ルールをクリアすることができます。 

 

⑦ 参照範囲は、選択した点検ルールの項目から見てコメントを参照する範囲を「区切り内」「診療識

別内」「レセプト内」より選択します。 

 

⑧ 抑止診療識別は、選択した点検ルールの項目がどの診療識別で適用されている場合に抑止する

かを選択します。 

 

⑨  決定 ボタンをクリックすると入力されている点検抑止設定を登録します。 

 



第第１１１１章章  チチュューーンンアアッッププ（（ココメメンントト・・点点検検抑抑止止設設定定））  
 

１１－１－４P 
 

（３） 条件編集画面（初診・再診抑止用コメント） 

▼１１－１－c 条件編集（初診・再診用コメント） 

 

 

① コメント検索の検索条件で「コメント」を選択した場合、レセプト電算処理システムの定型コメントを

一覧表から検索します。「フリーコメント」を選択した場合、登録されているフリーコメントを一覧表

から検索します。 

 

② コメント入力には、点検を抑止するためのコメントを入力します。 

 

③  選択 ボタンをクリックすると、コメント一覧で選択されているコメントのコードが選択されます。

「フリーコメント」を選択した場合、コメントが選択されていなくても[810000001]が表示され、コメント

入力欄に入力した内容がフリーコメントとして選択されます。 

 

④  決定 ボタンをクリックすると入力されているコメントを登録します。 

 

⑤ 実日数区分の有効・無効を選択します。 

④ 

① 

③
② 

⑤ 



第第１１２２章章  チチュューーンンアアッッププ（（保保険険者者ママススタタメメンンテテナナンンスス））  
 

 
１２－１－1P 

 

第第１１２２章章    チチュューーンンアアッッププ（（保保険険者者ママススタタメメンンテテナナンンスス））  
 この章では、点検時に使用する保険者情報のマスターをメンテナンスする機能について説明します。 

 

１２－１ 保保険険者者ママススタタメメンンテテナナンンスス  
 
【機能の概要】   

点検時に使用する保険者情報のマスターのメンテナンスを行います。 

※保険者マスターはお客様が追加したもののみを変更、削除することができます。初期状態で登録されている

保険者については変更になった情報で追加登録を行います。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップから 保険者マスタメンテナンス ボタンをクリックしてください。保険者マスタメン

テナンス画面が表示されます。 

 

１２－１－１． 画面の概要 

（１） 保険者マスタメンテナンス画面 

▼１２－１－a 保険者マスタメンテナンス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

① 検索する保険者マスターの条件を保険者番号か名称から選択します。 

① ② 
④ 

⑤ 

⑦ 

⑨ 

⑪⑥ 

③ 

⑧ 
⑩ 

⑫

⑬



第第１１２２章章  チチュューーンンアアッッププ（（保保険険者者ママススタタメメンンテテナナンンスス））  
 

 
１２－１－2P 

 

② 検索対象として標準ルールかユーザールールに☑を入れます。両方対象にすることも可能です。 

 

③ 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

④  検索 ボタンをクリックすると、③の検索文字列で検索します。 

 

⑤ ③の検索文字列での検索結果が表示されます。 

 
⑥ 追加・変更する保険者マスターの番号を入力します。 

 
⑦ 追加・変更する保険者マスターの名称を入力します。 

 

⑧ 追加・変更する保険者マスターの異動日を設定します。 

 

⑨ 追加・変更する保険者マスターの異動内容を設定します。 

 
⑩ 備考欄に任意で情報を入力します。 

 

⑪  追加 ボタンをクリックすると、⑥から⑨に設定した内容で保険者マスターを追加登録します。 

 

⑫  変更 ボタンをクリックすると、選択した保険者マスターの設定内容を変更します。 

 

⑬  削除 ボタンをクリックすると、選択した保険者マスターの設定内容を削除します。 

 

 



第第１１３３章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 

 
１３－１－1P 

 

第第１１３３章章    チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 この章では、既存の点検ルールの内容を新たな医薬品、診療行為等の点検ルール内容に移行する機能につい

て説明します。 

 

１３－１ 点点検検ルルーールル移移行行  
 
【機能の概要】   

既存の点検ルールの内容を、新たな医薬品、診療行為等の点検ルール内容に移行します。 

経過措置が設定された医薬品の点検ルールをチューンアップしていた場合、新たな移行先のマスター情報が存

在する医薬品の点検ルールに対し、本機能を使用することで簡単に点検ルール内容を移行することができま

す。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップから 点検ルール移行 ボタンをクリックしてください。点検ルール移行画面が表

示されます。 

 

１３－１－１． 画面の概要 

（１） 点検ルール移行画面 

▼１３－１－a 点検ルール移行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

① 移行する点検ルール、適応症・投与量のいずれかを選択します。 

① ② 
④ 

⑦ 

③ 

⑤ ⑥ ⑧ ⑨

る

⑩ 



第第１１３３章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 

 
１３－１－2P 

 

② 移行する項目、医薬品・特定器材・診療行為のいずれかを選択します。 

 

③ 表示条件：各月のマスター更新内容に医薬品に関しての経過措置情報が存在した場合、 

       マスター更新ファイルの月単位で表示します。 

経過措置情報に対して、新たなマスターの点検ルールへ点検ルール移行が済んでいる場合は、

プルダウンメニューの該当月の横には（済）という表示がされます。 

※移行する項目が医薬品の場合のみ選択できます。 

 

④  表示 ボタンをクリックすると、③で指定した条件の移行元ルール（赤抜き）と移行先ルール（白

抜き）を⑦に表示します。 

 

⑤  移行元追加 ボタンをクリックすると、13-1-b 移行元検索画面が表示され、移行元となる点検ル

ールの検索と追加が可能です。 

 

⑥  移行先追加 ボタンをクリックすると、13-1-c 移行先検索画面が表示され、移行先となる点検ル

ールの検索と追加が可能です。 

 

⑦ ①～⑥で設定した、移行元ルール（赤抜き）、移行先ルール（白抜き）が表示されます。 

 

⑧ ⑦に表示されている移行元ルールを選択し、 移行元削除 ボタンをクリックすると、選択されたグ

ループの移行元ルールと移行先ルールを表示されている一覧から削除します。 

 

⑨ ⑦に表示されている移行先ルールを選択し、 移行先削除 ボタンをクリックすると、選択されたグ

ループの移行先ルールを表示されている一覧から削除します。このとき、移行元ルールを削除す

るか否かは任意で選択できます。 

 

⑩  更新 ボタンをクリックすると、⑦に表示されている移行元ルール（赤抜き）の設定内容を移行先

ルール（白抜き）に移行します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第第１１３３章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 

 
１３－１－3P 

 

（２） 移行元検索画面 

▼１３－１－b 移行元検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 診療識別（診療行為）、または、剤型（医薬品）を選択します。 

13-1-a 点検ルール移行画面の、項目で医薬品を選択した場合、表示される選択メニューで、すべ

て・内用薬・注射薬・外用薬のいずれかを選択できます。診療行為を選択した場合、表示される選

択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注射・リハビリ

テーション・精神科専門療法・処置・手術・麻酔・放射線治療・病理診断のいずれかを選択できま

す。 

 

② 検索条件（医薬品）を選択します。 

13-1-a 点検ルール移行画面の項目で、医薬品を選択した場合のみ、表示される選択メニューで、

医薬品名・薬価基準コード・廃止年月日のいずれかを選択できます。 

 

③ 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

④  検索 ボタンをクリックすると、③の検索文字列で検索します。 

 

⑤ 検索結果が表示されます。 

① 
③ ② 

⑤ 

⑦ ⑥ 

④ 

⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑩ 

⑫ 



第第１１３３章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 

 
１３－１－4P 

 

⑥  選択行を対象に追加 ボタンをクリックすると、⑤で選択されている項目が移行対象の候補とし

て候補欄に追加されます。 

 

⑦  全てを対象に追加 ボタンをクリックすると、⑤で表示されているすべての項目が移行対象の候

補として候補欄に追加されます。 

 

⑧ 追加した複写対象の候補が表示されます。 

 

⑨  選択行を対象から削除 ボタンをクリックすると、⑧で選択されている項目を移行対象の候補欄

から削除します。 

 

⑩  全てを対象から削除 ボタンをクリックすると、⑧で表示されているすべての項目を移行対象の

候補欄から削除します。 

 

⑪  更新 ボタンをクリックすると、⑧で表示されているすべての項目を移行元ルールとして設定しま

す。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、候補欄に表示された移行対象を移行元ルールとして設定せずに、

13-1-a 点検ルール移行画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第第１１３３章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 

 
１３－１－5P 

 

（３） 移行先検索画面 

▼１３－１－c 移行先検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 診療識別（診療行為）、または、剤型（医薬品）を選択します。 

13-1-a 点検ルール移行画面で、移行元ルールの医薬品を選択した場合、表示される選択メニュ

ーで、すべて・内用薬・注射薬・外用薬のいずれかを選択できます。診療行為を選択した場合、表

示される選択メニューで、すべて・基本診療料・医学管理等・在宅医療・検査・画像診断・投薬・注

射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻酔・放射線治療・病理診断のいずれかを

選択できます。 

 

② 検索条件（医薬品）を選択します。 

13-1-a 点検ルール移行画面の、移行元ルールの医薬品を選択した場合のみ、表示される選択メ

ニューで、医薬品名・薬価基準コード・廃止年月日のいずれかを選択できます。 

 

③ 入力欄に検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

13-1-a 点検ルール移行画面の、移行元ルールの医薬品を選択した場合のみ、移行元ルールの

薬価基準コードが検索ボックスに予め入力されます。 

 

④  検索 ボタンをクリックすると、③の検索文字列で検索します。 

① 
③ ② 

⑤ 

⑦ ⑥ 

④ 

⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑩ 

⑫ 



第第１１３３章章  チチュューーンンアアッッププ（（点点検検ルルーールル移移行行））  
 

 
１３－１－6P 

 

⑤ 検索結果が表示されます。 

 

⑥  選択行を対象に追加 ボタンをクリックすると、⑤で選択されている項目が移行対象の候補とし

て候補欄に追加されます。 

 

⑦  全てを対象に追加 ボタンをクリックすると、⑤で選択されているすべての項目が移行対象の候

補として候補欄に追加されます。 

 

⑧ 追加した移行対象の候補が表示されます。 

 

⑨  選択行を対象から削除 ボタンをクリックすると、⑧で表示されている項目を移行対象の候補欄

から削除します。 

 

⑩  全てを対象から削除 ボタンをクリックすると、⑧で表示されているすべての項目を移行対象の

候補欄から削除します。 

 

⑪  更新 ボタンをクリックすると、⑧で表示されているすべての項目を移行先ルールとして設定しま

す。 

 

⑫  戻る ボタンをクリックすると、候補欄に表示された移行対象を移行先ルールとして設定せずに、

13-1-a 点検ルール移行画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 



第第１１４４章章  チチュューーンンアアッッププ（（急急性性病病名名設設定定））  
 

 
１４－１－１P 

 

第第１１４４章章    チチュューーンンアアッッププ（（急急性性病病名名設設定定））  
 この章では、急性病名設定の使い方について説明します。 

 

１４－１ 急急性性病病名名設設定定  
 
【機能の概要】 

傷病名に“急性”がついていないレセプト電算傷病名を、一定期間が経過した場合に警告とする対象として設定

することができます。また、その反対で傷病名に“急性”がついていても、対象としない設定をすることができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューのチューンアップのサブメニューで 急性病名設定 ボタンをクリックしてください。 

急性病名設定画面が表示されます。 

 

１４－１－１． 急性病名設定 

（１） 急性病名設定画面 

▼１４－１－a 急性病名設定 

 
 

① 診療科ごとの設定を行う場合に、該当の診療科を選択します。 

※診療科は、設定メニューの病棟・診療科・医師メンテナンス画面より登録できます。 

 

② 検索条件で ICD-10 コードか傷病名称を選択します。 

 

①

②

⑬

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
⑨

⑩ ⑪

③

⑭

⑫



第第１１４４章章  チチュューーンンアアッッププ（（急急性性病病名名設設定定））  
 

 
１４－１－２P 

 

③ 検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

④  検索 ボタンをクリックすると、検索条件に従って傷病名を検索します。 

 

⑤  全追加 ボタンをクリックすると、検索された傷病名をすべて急性対象リストに移します。 

 

⑥  追加 ボタンをクリックすると、検索された傷病名のリストで選択された傷病名を急性対象リスト

に移します。 

 

⑦  削除 ボタンをクリックすると、急性対象リストで選択された傷病名を対象リストから削除します。 

 

⑧  全削除 ボタンをクリックすると、急性対象リストすべての傷病名を削除します。 

 

⑨  修飾語編集 ボタンをクリックすると、14-1-b 修飾語編集画面が表示されます。 

 

⑩ 急性対象リスト中で検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入

れます。 

 

⑪  検索 ボタンをクリックすると、検索条件に従って急性対象リスト中の傷病名を検索します。 

 

⑫ 急性対象リストで、“急性”がつかない病名の場合、急性対象に☑が付きます。 

“急性”が付く傷病名の場合、急性対象は□（チェック無し）となり、急性対象から外れる設定になり

ます。修飾語編集画面で[急性]を付けても同じです。 

 

⑬  印刷 ボタンをクリックすると、14-1-c 急性病名設定一覧を印刷します。 

 

⑭  保存 ボタンをクリックすると、設定された急性対象を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第第１１４４章章  チチュューーンンアアッッププ（（急急性性病病名名設設定定））  
 

 
１４－１－３P 

 

（２） 修飾語編集画面 

▼１４－１－b 修飾語編集 

 
 

① 検索する文字列を入力します。入力文字列が一部の場合、一部一致に☑を入れます。 

 

②  検索 ボタンをクリックすると、検索条件に従って修飾語を検索します。 

 

③  追加 ボタンをクリックすると、検索結果のリストで選択された修飾語を登録済み修飾語リストへ

移します。 

 

④  削除 ボタンをクリックすると、登録済み修飾語リストで選択された修飾語を削除します。 

 

⑤  決定 ボタンをクリックすると、修飾語を決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ②

③ ④

⑤



第第１１４４章章  チチュューーンンアアッッププ（（急急性性病病名名設設定定））  
 

 
１４－１－４P 

 

（３） 急性病名設定一覧印刷 

▼１４－１－c 急性病名設定一覧印刷 

 
 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－１－１P 

 

第第１１５５章章    検検索索辞辞書書  
 この章では、検索辞書の使い方について説明します。 

 

１５－１ 疾疾患患検検索索  
 
【機能の概要】 

調べたい傷病名や医薬品および診療行為などの項目を選択し、適応症の一覧を表示します。 

 

【操作方法】 

メインメニューの検索辞書のサブメニューで 疾患検索 ボタンをクリックしてください。 

疾患検索画面が表示されます。 

 

１５－１－１． 調べたい項目名を入力します。 

（１） 疾患検索画面 

▼１５－１－a 疾患検索 

 

 

① 検索種別にて調べたい項目の分類を選択してください。 

• 分類は、傷病名・医薬品・特定器材・コメント・修飾語・診療行為の中から選択してください。 
• 診療行為については、プルダウンメニューで、基本診療料・医学管理等・在宅医療・検査・画像診

断・投薬・注射・リハビリテーション・精神科専門療法・処置・手術・麻酔・放射線治療・病理診断の

中から選択してください。 
 

①

②

③ 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
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② 検索したい項目名を入力してください。 

• 検索したい項目のキーワードを入力し、 検索 ボタンをクリックしてください。その文字列で始ま

る項目名をリストボックスに表示します。 
• 傷病名を検索する場合、「傷病名基本名称で検索」の☑を外すと、MEDIS 準拠索引テーブルを使

用して検索を行います。 
 

③ リストボックスに表示された項目のうち、調べたい項目をダブルクリック、または、 詳細表示 ボタ

ンをクリックしてください。項目の詳細を表示します。 

 
• 傷病名の場合は、病名から医薬品・診療行為・特定器材画面が表示されます。 
• 医薬品の場合は、医薬品から病名画面が表示されます。 
• 特定器材の場合は、特定器材から病名画面が表示されます。 
• 診療行為の場合は、診療行為から病名画面が表示されます。 
（コメント・修飾語の場合は、詳細画面はありません） 

 

 

１５－１－２． 傷病名に適応する医薬品および診療行為を表示します。 

傷病名に適応する医薬品や診療行為について詳細を参照することができます。 

 

（１） 病名から医薬品・診療行為・特定器材画面 

▼１５－１－b 病名から医薬品・診療行為･特定器材 

 
① 医薬品、基本診療料、医学管理等、在宅医療、検査/病理診断、画像診断、投薬/注射、リハビリ、

精神科、処置、手術、麻酔、放射線､その他、特定器材の各ページを選択することによって、傷病

名に適応する情報を表示します。（「その他」は診療行為の中のその他が表示されます） 

① 

② 

④ 

③ 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－１－３P 

 

② 表示されている類似薬品リスト内の項目をダブルクリックすることで、詳細情報が表示されます。 

• 医薬品の場合、医薬品から病名画面が表示されます。 
• 医薬品以外の場合、診療行為から病名画面が表示されます。 

 

③  樹形図表示 ボタンをクリックすると、15-2-a 樹形図画面が表示されます。 

 

④  印刷 ボタンをクリックすると、病名と医薬品・診療行為の関係が印刷されます。 

 

 

１５－１－３． 医薬品に適応する傷病名を表示します。 

医薬品の効能・効果、適応疾患、禁忌情報、用法・用量など添付文書情報や、類似薬品などの情報を表示しま

す。 

 

（１） 医薬品から病名画面 

▼１５－１－c 医薬品から病名 

 

① 適応疾患の項目をダブルクリックすると、15-1-b 病名から医薬品・診療行為･特定器材画面が表

示されます。（修飾語、ICD10 からは展開できません） 

※ 審査情報提供事例より登録している傷病名は、文字色が緑で表示されます。 

②の 審査事例等 ボタンをクリックすると、審査情報提供事例、公知申請に係る事前評価の

詳細が表示されます。 

 
③ 類似薬品の項目をダブルクリックすると医薬品から病名画面が表示されます。 

 
④  印刷 ボタンをクリックすると、医薬品と傷病名の関係が印刷されます。 

①

 

④ 

③

②



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－１－４P 

 

１５－１－４． 特定器材に適応する傷病名を表示します。 

特定器材の金額や適応する傷病名を表示します。 

 

（１） 特定器材から病名画面 

▼１５－１－d 特定器材から病名 

  

 

① 適応疾患リスト内の項目をダブルクリックすると、15-1-b 病名から医薬品・診療行為・特定器材が

表示されます。 

※ 審査情報提供事例より登録している傷病名は、文字色が緑で表示されます。 

②の 審査事例等 ボタンをクリックすると、審査情報提供事例、公知申請に係る事前評価の

詳細が表示されます。 

 

③  印刷 ボタンをクリックすると、特定器材と病名の関係が印刷されます。 

 

①

③

②



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－１－５P 

 

１５－１－５． 診療行為に適応する傷病名を表示します。 

診療行為に適応する傷病名や詳細情報を表示します。 

 

（１） 診療行為から病名画面 

▼１５－１－e 診療行為から病名 

  

 

① 適応疾患リスト内の項目をダブルクリックすると、15-1-b 病名から医薬品・診療行為･特定器材画

面が表示されます。 

（修飾語、ICD10 からは展開できません） 

※ 審査情報提供事例より登録している傷病名は、文字色が緑で表示されます。 

②の 審査事例等 ボタンをクリックすると、審査情報提供事例、公知申請に係る事前評価の

詳細が表示されます。 

 

③  印刷 ボタンをクリックすると、診療行為と病名の関係が印刷されます。 

 

 

①

③

②



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－１－６P 

 

１５－１－６． 一覧表を印刷します。 

（１） 病名と医薬品・診療行為帳票を印刷します。 

15-1-b 病名から医薬品・診療行為画面で医薬品、基本診療料、医学管理等、在宅医療、検査、画像診断、

投薬/注射、リハビリ、精神科、処置、手術、麻酔、放射線､その他、特定器材で表示されているページの情

報が一覧で印刷されます。 

▼１５－１－f 病名と医薬品・診療行為の関係（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 医薬品と病名の関係帳票を印刷します。 

15-1-c 医薬品から病名画面で表示されている情報を印刷します。 

▼１５－１－g 医薬品と病名の関係（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－１－７P 

 

（3）特定器材と病名の関係を印刷します。 

15-1-d 特定器材から病名画面で表示されている情報を印刷します。 

▼１５－１－h 特定器材と病名の関係（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（4）診療行為と病名の関係を印刷します。 

15-1-e 診療行為から病名画面で表示されている情報を印刷します。 

▼１５－１－i 診療行為と病名の関係（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－２－１P 

 

１５－２ 樹樹形形図図  （（※※DDPPCC 点点検検オオププシショョンン機機能能でですす。。））  
 
【機能の概要】 

調べたいＤＰＣコードやＩＣＤ１０コードなどの項目を選択し、樹形図を表示します。包括点数を計算することがで

きます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの検索辞書のサブメニューで 樹形図 ボタンをクリックしてください。 

15-2-a 樹形図画面が表示されます。 

または、第５章 5-4-g 点検結果明細画面にて診断群分類コードを右クリックし、樹形図表示を選択してください。 

15-2-f 樹形図画面が表示されます。 

 
１５－２－１． 樹形図の表示を行います。 

（１） 樹形図画面 
▼１５－２－a 樹形図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 診断群分類点数表を選択できます。 

「新」は、今回の診療報酬改定対応済みマスターです。 

「旧」は、診療報酬改定前までのマスターです。 

 

② 検索したい項目名を入力してください。 

 検索 ボタンをクリックすると、15-2-d 疾患検索画面が表示され、傷病名を検索することができま

す。 

MDC コード、分類コードのプルダウンメニューから傷病名を選択することもできます。 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
① 
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③ 樹形図が表示されます。 

手術等の項目をクリックすると、各項目の一覧が表示されます。 
例）手術欄で項目をクリックした場合、15-2-b 項目表示画面が表示されます。 

▼１５－２－b 項目表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④  MDC 分類に含まれる ICD ボタンをクリックすると、15-2-c 該当 MDC の ICD の一覧画面が表示

されます。 

▼１５－２－c 該当 MDC の ICD の一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 医療機関別係数、経過日数を設定し、 点数計算 ボタンをクリックすると、樹形図の包括点数に

計算結果が表示されます。 
 

⑥  設定 ボタンをクリックすると、15-2-e 対象選択画面が表示されます。 
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（２） 疾患検索画面 
▼１５－２－d 疾患検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 検索したい項目名を入力してください。 

検索したい項目のキーワードを入力し、 検索 ボタンをクリックしてください。入力文字列が一部

の場合、一部一致に☑を入れてください。検索結果が一覧に表示されます。 

 

② 一覧に表示された病名を選択し、 決定 ボタンをクリックすると、決定した傷病名に対する樹形図

画面が表示されます。 

 
（３） 対象選択画面 

▼１５－２－e 対象選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

① 

② 

③ 
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① 医療機関別係数の初期値を設定します。次回の表示から有効となります。 
 

② 印刷項目は印刷する内容を設定します。 

 
③  決定 ボタンをクリックすると、5-2-a 樹形図画面に戻ります。 

 
（４） 樹形図画面 

▼１５－２－f 樹形図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 第５章 5-4-g 点検結果明細画面にて、診断群分類番号上で右クリックし、樹形図表示を選択する

と、該当レコードの色が変化した状態で樹形図が表示されます。 

医療機関別係数は、該当レセプトの内容で表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

① 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－２－５P 

 

１５－２－２． 樹形図を印刷します。 

樹形図画面で 印刷 ボタンをクリックすると、指定された樹形図一覧を印刷します。 

 

（１） 樹形図 
▼１５－２－g 樹形図（帳票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 該当傷病一覧 
▼１５－２－h 該当傷病一覧（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第第１１５５章章  検検索索辞辞書書  
 

 
１５－２－６P 

 

（３） 該当手術一覧 
▼１５－２－i 該当手術一覧（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４） 該当処置１一覧 
▼１５－２－j 該当処置１一覧（帳票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５） 該当処置２一覧 
▼１５－２－k 該当処置２一覧（帳票） 
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１５－２－７P 

 

（６） 該当定義副傷病一覧 
▼１５－２－l 該当定義副傷病一覧（帳票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第第１１６６章章  シシスステテムム更更新新  
 

 
１６－１－１P 

 

第第１１６６章章    シシスステテムム更更新新  
 この章では、システムを最新の状態に保つために必要な更新について説明します。 

 

１６－１ シシスステテムム更更新新  
 
【機能の概要】   

データベースの月次差分や、システムの更新分を取り込み、システムを最新の状態にします。 

 

【操作方法】 

メインメニューのシステム更新のサブメニューから システム更新 ボタンをクリックしてください。システム更新

画面が表示されます。 

 

１６－１－１． システム更新を行います。 

システム更新用ファイルを反映させ、新薬の情報、傷病名の追加および廃止などの情報を最新に状態にしま

す。 

（システム更新用ファイルの入手方法は、販売代理店または弊社にお問い合わせください） 

 

（１） システム更新画面 

▼１６－１－a システム更新（更新前） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  参照 ボタンをクリックして、システム更新用ファイル（YYYYMMDD.UPD）を指定します。 

再起動を促すメッセージが表示されます。 OK ボタンをクリックすると、一旦システム更新画面が

消えて、再度表示されます。 

 

②  更新 ボタンをクリックすると、システム更新を開始します。正常終了すると更新後の製品バージ

ョンとマスタバージョンが表示されます。 

 

① 

②
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１６－１－２P 

 

 

▼１６－１－b システム更新（更新後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③  戻る ボタンをクリックすると、メインメニューを再起動します。 

 

 

 

 

 

③



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－１－１P 

 

第第１１７７章章    保保守守／／そそのの他他  
 この章では、点検・分析機能以外の保守/その他の機能について説明します。 

 

１７－１ レレセセププトト管管理理  
 

【機能の概要】 

読み込んだレセプトデータの保存期間の設定と、読込み済みのレセプトを指定して削除することができます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの保守/その他のサブメニューから レセプト管理 ボタンをクリックしてください。レセプト管理画面

が表示されます。 

 

１７－１－１． レセプトデータを削除します。 

読み込んだレセプトデータの保存期間を設定し、期間が過ぎたデータはシステム更新時に削除されます。 

データを指定して、削除することもできます。 

 

（１） レセプト管理画面 

▼１７－１－a レセプト管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① レセプト保存期間は、読み込んだレセプトデータを保存する期間を最大 12 ヶ月まで指定することが

できます。期間を過ぎたデータは、システム更新処理時に自動的に削除されます。 

 

② レセプト情報削除は、レセプトデータを選択して、削除することができます。該当データに☑を入れ

て、 削除 ボタンをクリックすると、削除することができます。 

 

①

② 



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－２－１P 

 

１７－２ デデーータタ加加工工  
 

【機能の概要】 

点検用レセプトデータから、個人情報を匿名化して個人が特定できない暗号化データを作成します。 

システムの保守などのために点検用レセプトデータをテスト用として加工する際は、暗号化せずにデータを作成

することもできます。 

 

【操作方法】 

メインメニューの保守/その他のサブメニューから データ加工 ボタンをクリックしてください。データ加工画面

が表示されます。 

 

 

１７－２－１． レセプトデータから個人情報を削除します。 

点検用レセプトデータの個人情報を加工して、個人が特定できないレセプトデータを作成します。 

 

（１） データ加工画面 

▼１７－２－a データ加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 加工元のデータが保存されているフォルダを指定してください。   内にフォルダをドラッグ&ドロッ

プで指定できます。 参照 ボタンからも指定できます。 

 

② ①で指定した加工元フォルダ内に、「加工後」フォルダが自動的に設定されます。 

 

③  設定 ボタンをクリックすると、17-2-b データ加工ツール設定画面が表示され、データ加工の際

の設定をすることができます。 

 

④  変換 ボタンをクリックすると、データ加工を実行します。 

 

 

① 

② 

③④
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１７－２－２P 

 

（２） データ加工ツール設定画面 

▼１７－２－b データ加工ツール設定 

  

 

① コメントレコードの文字データを加工するか否かを設定します。 

 
② 症状詳記データを加工するか否かを設定します。 

 

③ 加工後のデータを暗号化するか否かを設定します。 

※ 医療機関情報が「仮登録」、またはデモ設備をご使用の場合は、加工したレセプト電算ファイル

のみ読込み可能です。「暗号化する」に☑を入れて加工を行うと、レセプト読込みを行うことが

できません。 

加工後のレセプト電算ファイルで読込みを行う場合は、「暗号化する」のチェックを外して、デー

タ加工を実行してください。 

 
④  決定 ボタンをクリックすると設定を保存し、17-2-a データ加工画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

④ 

③ 



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－３－１P 

 

１７－３ セセキキュュリリテティィ管管理理  
 

【機能の概要】 

点検ソフトの操作に際し、セキュリティ管理を設ける際に使用します。 

管理方法には、各々のサブメニューごとにパスワードを設定し使用制限を設けるか、ユーザ ID を作成し起動時

にログイン認証を行うことで使用権限を分ける方法があります。 

 

【操作方法】 

メインメニューの保守/その他のサブメニューから セキュリティ管理 ボタンをクリックしてください。セキュリティ

管理画面が表示されます。 

 

１７－３－１． セキュリティの設定をします。 

 

▼１７－３－a セキュリティ管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「セキュリティ管理を行わない」を選択し 保存 ボタンをクリックします。 

セキュリティ管理を行わず点検ソフトの使用が可能です。 

 

② 「パスワードにより管理を行う」を選択し パスワード設定 ボタンをクリックします。 

設定したパスワードを入力した上で、各機能の操作が可能です。 

パスワードを設定後、セキュリティ管理画面に戻ったら、 保存 ボタンをクリックします。 

パスワードを設定することでレセプト点検時やシステム更新時等の各種機能ごとにパスワードを入

力した上で操作が可能になります。 

 

③ 「ログイン認証による管理を行う」を選択し ユーザ設定 ボタンをクリックします。 

設定したユーザ ID とパスワードを入力した上で、ソフトの起動が可能です。 

ユーザ ID 等を設定後、セキュリティ管理画面に戻ったら、 保存 ボタンをクリックします。 

ユーザ ID を設定することで本製品起動時にユーザ ID とパスワードを入力した上で起動が可能に

なります。 

 

（※セキュリティ管理は上記の①～③のいずれか一つを選択し設定可能な機能です） 

③ 

②

①



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－３－２P 

 

１７－３－２． パスワードによる管理を行います。 

ここでは、本製品各機能の操作ごとにセキュリティ設定が可能です。 

セキュリティ管理画面で「パスワードによる管理を行う」を選択し、 パスワード設定 ボタンをクリックすると、パ

スワード設定画面が表示されます。 

 

▼１７－３－b パスワード設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 左側のメニューグループに表示されている機能を選択後、右側のメニューコマンドでパスワードを 

設定するサブメニューを選択（複数選択も可能）し、 新規追加 ボタンをクリックすると、 

17-3-ｃパスワードの追加画面が表示されます。任意のパスワードを入力し、 保存 ボタンをクリ

ックします。 

▼１７－３－c パスワードの追加 

 

 

 

 

 

 

 

② パスワードを設定した場合には、メニューコマンド欄のサブメニューの前に※印が表示されます。 

 

③ 既にパスワードを設定した※印の表示されているサブメニューコマンドにあるサブメニュー機能を 

選択後、 変更 ボタンをクリックすると、17-3-d パスワードの変更画面からパスワードの変更が

可能です。 

任意のパスワードを入力し、 保存 ボタンをクリックします。 

②

① ③ ④



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－３－３P 

 

▼１７－３－d パスワードの変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 既にパスワードを設定した※印の表示されているサブメニューコマンドにあるサブメニュー機能 

を選択後、 削除 ボタンをクリックすると、17-3-e パスワードの入力画面から選択してサブメニュ

ー機能に設定したパスワードの削除が可能です。 

削除するパスワードを入力し 実行 ボタンをクリックします。 

 

▼１７－３－e パスワードの入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－３－４P 

 

１７－３－３． ログイン認証による管理を行います。 

ここでは、本製品起動時のログイン認証設定が可能です。 

セキュリティ管理画面で「ログイン認証による管理を行う」を選択し、 ユーザ設定 ボタンをクリックするとユー

ザ設定画面が表示されます。 

 

▼１７－３－f ユーザ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  新規追加 ボタンをクリックすると、17-3-g ユーザの追加画面からログインするユーザの追加が

可能です。任意のユーザ ID とパスワードを入力し権限レベルを選択後、 保存 ボタンで設定しま

す。 

▼１７－３－g ユーザの追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

権限レベル 

システム管理者：本製品すべての機能に対して使用権限があり操作が可能です。 

点検管理者：「システム更新」「保守/その他（セキュリティ管理）」を除く他の機能に対して使用権限 

があり操作が可能です。 

一般ユーザ：「レセプト点検（読込み・点検・点検予約）」「システム更新」「チューンアップ」「システム 

設定」「保守/その他（レセプト管理・セキュリティ管理）」を除く他の機能に対して使 

用権限があり操作が可能です。 

② ① ③



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－３－５P 

 

（※ログイン認証による管理を行う場合には、システム管理者権限をもつユーザを少なくとも一つ

以上設定する必要があります。） 

 

② 登録ユーザ一覧に表示されているユーザ ID を選択した状態で 変更 ボタンをクリックすると、 

17-3-h ユーザの変更画面から選択したユーザのパスワードと権限の変更が可能です。 

任意のユーザ ID とパスワードを入力し権限レベルを選択後、 保存 ボタンをクリックします。 

 

▼１７－３－h ユーザの変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 登録ユーザ一覧に表示されているユーザ ID を選択した状態で 削除 ボタンをクリックすると、 

17-3-i ユーザの削除画面から選択したユーザの削除が可能です。 

削除するユーザのパスワードを入力し 保存 ボタンをクリックします。 

 

▼１７－３－i ユーザの削除 

 

 

 

 

 

 

 

 



第第１１７７章章  保保守守//そそのの他他  
 

 
１７－４－１P 

 

１７－４ チチュューーンンアアッッププ履履歴歴  

 

【機能の概要】 

チューンアップしたルール番号、日時、実行端末名等を確認することができます。 

 

【操作方法】  

メインメニューの保守/その他のサブメニューから チューンアップ履歴 ボタンをクリックしてください。 

チューンアップ履歴画面が表示されます。 

 

１７－４－１． チューンアップ履歴を表示します。 

▼１７－４－a チューンアップ履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索条件で、検索・表示したい「検索期間」「機能名」「ユーザーID」「端末名」「ログ種別」を指定し

ます。 

 
②  検索 ボタンをクリックすると、①で指定した条件でチューンアップ履歴を検索・表示します。 

 
③  印刷 ボタンをクリックすると、チューンアップ履歴一覧を印刷します。 

 
 
 

① 

② 

③
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１７－５－１P 

 

１７－５ 製製品品情情報報  
 

【機能の概要】 

製品のバージョン、マスタバージョンや有効期限など製品に関する情報が表示されます。 

 

【操作方法】  

メインメニューの保守/その他のサブメニューから 製品情報 ボタンをクリックしてください。製品情報画面が表

示されます。 

 

 

１７－５－１． 製品情報を表示します。 

本製品のバージョン、マスタバージョン、オプションの有無、使用期限、医療機関名称が表示されます。 

 

（１） 製品情報画面 

▼１７－５－a 製品情報 

 

 

①  OK ボタンをクリックすると、メインメニューへ戻ります。 

 

②  システム情報 ボタンをクリックすると、Windows に搭載されているシステム情報を起動し、 

コンピューター情報を表示します。  

 

 

 

 

 

② 

① 



第第１１８８章章  ババッッククアアッッププとと復復元元  
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第第１１８８章章    ババッッククアアッッププとと復復元元  
 この章では、本製品のバックアップと復元方法を説明します。 

 

１１８８－－１１  シシスステテムムババッッククアアッッププ機機能能  
 

【機能の概要】 

システムバックアップして、レセプト点検の環境を保存することができます。 

※ MightyChecker PRO DB サーバーがインストールされているコンピューターに実装されています。 

※ 管理者権限のあるログオンユーザーのみ実行可能です。 

※ 導入手順書に記載している UAC（ユーザーアカウント制御）の変更を行う必要があります。 

 

１８－１－１． システムバックアップを起動します。 

Windows のスタートメニューのすべてのプログラムから、MightyChecker PRO DB サーバーのシステムバックアッ

プをクリックしてください。 

▼１８－１－a バックアップメインメニュー 

 
 

 

 

 

 

１８－１－２． システムバックアップを保存します。 

 

▼１８－１－b バックアップメインメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  参照 ボタンをクリックすると、システムバックアップを保存するフォルダーを指定することができ

ます。 

 

② 製品バージョン、マスタバージョンは、システムバックアップするバージョン情報です。 

 

③  保存 ボタンをクリックすると、システムバックアップを保存します。指定されたフォルダー内に、

実行した日付とマスタバージョンの日付が付いたフォルダーが作成されます。 

 

① 

② 

③ 



第第１１８８章章  ババッッククアアッッププとと復復元元  
 

 
１８－１－２P 

 

(例)保存した日が 2008 年 04 月 22 日でマスタバージョンが 2008/04/01 の場合、 

バックアップフォルダー名称 ： 20080422-20080401 

バックアップの対象範囲は、システム設定や読込み済みデータ、チューンアップデータおよびマス

ターとなります。 

※ 以下につきましては、現状クライアント毎に設定可能な項目になりますので、バックアップ・リス

トアで引き継げる設定ではないと判断し、対象外としております。 

• 「レセプト読込み」の読込みファイルのアドレス 

• 「レセプト点検」時に画面上で設定する条件 

• 「点検結果」確認時に画面上で設定する条件（出力条件、出力方法等） 

• 「データ分析」の結果確認時に画面上で設定する条件 

 

 



第第１１８８章章  ババッッククアアッッププとと復復元元  
 

 
１８－２－１P 

 

１１８８－－２２  シシスステテムムリリスストトアア（（復復元元））機機能能  
 

【機能の概要】 

システムバックアップから、レセプト点検の環境を復元することができます。 

※ MightyChecker PRO DB サーバーがインストールされているコンピューターに実装されています。 

※ 管理者権限のあるログオンユーザーのみ実行可能です。 

※ 導入手順書に記載している UAC（ユーザーアカウント制御）の変更を行う必要があります。 

 

１８－２－１． システムリストアを起動します。 

Windows のスタートメニューのすべてのプログラムから、MightyChecker PRO DB サーバーのシステムリストアを

クリックしてください。 

▼１８－２－a システムリストア起動 

 

 

 

 

 

１８－２－２． システムリストアを実行します。 

▼１８－２－b システムリストア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① バックアップファイルのフォルダー指定で、復元するバックアップファイルを指定します。 

「自動バックアップからの復元」では、システム更新を実行したときに自動で取得したバックアップ

から復元しますので、前回のシステム更新前の状態に戻します。 

「任意バックアップからの復元」では、システムバックアップ機能で保存したバックアップより復元し

ますので、バックアップした時点の状態に戻します。 

 

②  参照 ボタンをクリックすると、システムバックアップ機能で保存したフォルダーを指定することが

できます。フォルダー内のバックアップを取った日付が付いたフォルダー「（20080422-20080401 

等 （バックアップを取った日付マスタバージョン）」を指定します。 

 

③  実行 ボタンをクリックすると、システムリストアを実行します。必要に応じてリストアする前の状

態を保存しておくことをお勧めします。 

① 

② 

③ 



第第１１９９章章  ママニニュュアアルル  
 

 
１９－１－１P 

 

第第１１９９章章    ママニニュュアアルル  
 この章では、本製品のマニュアルの表示方法を説明します。 

 

１１９９－－１１  ママニニュュアアルル  
 

【機能の概要】 

算定支援機能に関してのマニュアルを表示することができます。 

 

１９－１－１． 算定支援機能マニュアル表示 

メインメニューのマニュアルのサブメニューから、 算定支援機能 ボタンをクリックしてください。 

 

（１） 算定支援機能マニュアルＰＤＦファイルが開きます。 

※ファイルの閲覧には、ＰＤＦ閲覧ソフト（Adobe Reader7.0 以上）が必要です。 

閲覧できない場合は、導入手順書に記載している Adobe Reader のインストールを行ってください。 

 

 

 

 



 



MightyChecker PRO 質疑票 
 

エーアイエス FAX：03-5800-5920 

お問い合わせ元 

法人名 

部 署 

お名前 

FAX：(        )          -           

TEL：(        )          -             

e-mail:  

 

ご記入日 令和    年    月    日 受付番号（記入不要）  

発生元  ご担当者名  

ご
質
問
内
容 

製品情報を記入ください 
製品バージョン   (         ) 

マスターバージョン(         ) 

ご質問項目に 

✔を付けてください 

□操作方法  □点検ルール  □システム更新 

□その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答日 令和   年    月    日 回答者名  

回 

答 

内 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 

考 

 

 

 

 

 

 

個人情報保護法の施行に関連して： 

弊社は、別途ご提示申し上げました「個人情報の取扱いについて」記載内容を遵守いたします。 



 

 

個人情報の取扱いについて 
株式会社エーアイエス 

 

 

１．個人情報に対する当社の基本姿勢 

  当社は、個人情報保護法の趣旨を尊重・遵守し、お客様の個人情報を保護するために個人情報管理責任

者を選出し「個人情報保護・管理方針」を定め実行してまいります。 

 

２．当社が保有する個人情報 

  当社は、レセプトの点検を目的とするマイティーチェッカープロの保守を含む取引に伴い入手したお客

様の個人情報を有しています。当社データベースに登録されるお客様の個人情報はお客様と交わした「注文

書」（あるいはこれに準ずる書面、以下「注文書」という）もしくは各種契約書（以下「契約書」という）に

記載された個人情報、および契約の履行に伴い発生する情報等です。 

 

３．お客様の個人情報の利用目的 

  ①当社は、お客様から提出された「注文書」もしくは「契約書」に記載された個人情報について、お客

様との連絡のために利用させていただくほか、お客様からの注文に伴い当社が提供する各種サービスの授受

のための手続きに必要な範囲内で利用させていただきます。 

  ②このほか、当社ではご利用に関するご意見の提供およびアンケート等のお願いのためにお客様の個人

情報を利用させていただくことがあります。 

  ③当社は、契約の完了後におきましても、当社の製品およびサービスの紹介のために、当社からダイレ

クトメールの発送のためにお客様の個人情報の内、住所・ご氏名・お電話番号・FAX 番号の情報を利用させ

ていただきます。なお、このための利用は、お客様の申し出により取りやめることができます。 

 

４．お客様の個人情報の第三者への提供 

  第三者への提供は行いません。万一、個人情報保護法第 16 条第 3 項の定めに従い、その必要が生じた場

合には、許される範囲での機密保護のための必要な処置を講じます。 

 

５．お客様の個人情報の保護対策 

  ①当社の従業員に対して個人情報保護のための教育を定期的に行い、お客様の個人情報を厳重に管理い

たします。 

  ②当社が保有する個人情報には厳重なセキュリティ対策を講じます。 

６．お客様の個人データ処理の外部委託 

  当社が保有する個人データの処理について外部委託をするときは、守秘義務契約を締結し、適切な管理・

監督を行います。 

 

７．お問い合わせ、訂正・利用停止の申立先 

  当社が保有するお客様の個人データの開示、その内容の訂正、追加もしくは削除、またはその利用、消

去もしくは第三者への提供の停止をご希望の方は、必要となる手続きについてご案内いたしますので、下記

のお問い合わせ窓口までお申し出ください。その際、法令および当社内規に従い、合理的な範囲で必要な措

置を取らせていただきます。また、ご希望の全部または一部に応じられない場合はその理由をご説明します。 

①個人情報の取り扱いに関するお問い合わせは、下記の窓口までお申し出ください。 

 

お問い合わせ・相談窓口： 個人情報保護相談窓口   

電話：03-5800-5911  FAX：03-5800-5910  e-mail：support@tais.co.jp 

受付時間： 09:30～17:00（除く土・日・祝日および夏期・年末・年始休業日） 

 

８．個人情報の事故等への対応 

  万一、当社の個人情報の流失等の問題が発生した場合には、直ちにお客様にご連絡させていただきます。

また、速やかにウェブサイト等で事実関係等を公表させていただきます。 

 

  参照： http://www.tais.co.jp 内「個人情報保護方針」 

http://www.tais.co.jp/�


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイティーチェッカープロ操作説明書 

 

 

 

 

 

 

〒102-0082 

東京都千代田区一番町 21 番地 一番町東急ビル 7F 

 

株式会社エーアイエス サポート係 

 

TEL 03-5800-5985  FAX 03-5800-5920 

e-mail：support@tais.co.jp 

 

＊営業時間：祝祭日および年末・年始休暇を除く 

月曜日～金曜日 9:00～17:30 

 

 

 

 

Copyright© Artificial Intelligence System Co., Ltd. All rights reserved. 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MightyChecker®PRO 
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操作説明書 

 

 

 

 


	操作説明書
	目次
	第１章　はじめに
	１－１　本製品の目的
	１－２　本製品の特徴
	１－３　点検の概要
	１－４　分析概要
	１－５　適応性データベースの出典元
	１－６　適応性点検除外項目

	第２章　プログラムの起動と終了
	２－１　レセプト点検プログラム起動
	２－２　レセプト点検プログラム終了

	第３章　メインメニューからの機能
	３－１　レセプト点検
	３－２　データ分析
	３－３　システム更新
	３－４　チューンアップ
	３－５　設定
	３－６　検索辞書
	３－７　保守／その他
	３－８　
マニュアル

	第４章　設定
	４－１　システム設定
	４－２　病棟・診療科・医師メンテナンス
	４－３　点検対象振分け
	４－４　病名変換取り込み
	４－５　病名変換メンテナンス
	４－６　修飾語変換設定
	４－７　DBサーバー接続先設定
	４－８　医療機関情報登録

	第５章　レセプト点検
	５－１　レセプト読込み
	５－２　レセプト点検
	５－３　点検予約状況確認
	５－４　点検結果一覧表示
	５－５　点検結果一覧印刷
	５－６　点検結果ＣＳＶ出力
	５－７　チェック用レセプト印刷
	５－８　フォーマットチェック結果参照

	第６章　データ分析
	６－１　警告分析
	６－２　病名分析
	６－３　特定項目分析

	第７章　点検ルール変更（チューンアップ）
	７－１　ルール情報一覧
	７－２　適応症設定
	１．画面の概要
	２．適応症を変更する
	３．点検対象を変更する
	４．点検ルールを新規に作成する
	５．枝番の使用例について
	６．適応症にグループを設定する
	７．枝番号を複製追加する
	８．枝番コピーを使用する
	９．点検ルールを複製する
	１０．点検ルールを削除する

	７－３　投与量設定
	１．画面の概要
	２．投与量を変更する
	３．投与日数を変更する
	４．コピー機能を使用する
	５．点検対象を変更する
	６．点検ルールを新規に作成する
	７．【年齢別用量】画面の概要
	８．【年齢別用量】投与量を変更する
	９．【年齢別用量】年齢区分を変更する
	１０．【年齢別用量】点検対象を変更する
	１１．【年齢別用量】点検ルールを新規に作成する

	７－４　行為別算定回数設定
	１．画面の概要
	２．算定回数の変更をする
	３．点検ルールを新規に追加する
	４．点検ルールを複製追加する
	５．点検ルールを削除する

	７－５　併算定設定
	１．画面の概要
	２．点検対象を変更する
	３．コメント漏れをチェックするルールを検索する
	４．コメント漏れをチェックするルールを作成する

	７－６　重複チェック設定
	１．画面の概要
	２．点検対象を変更する

	７－７　特定日設定
	１．画面の概要
	２．点検対象を変更する

	７－８　総投与日数設定 
	１．画面の概要
	２．点検対象を変更する

	７－９　算定支援 チェック設定
	 １． 画面の概要
	 ２． 点検対象を変更する


	第８章　固定点検設定（チューンアップ）
	第９章　特定項目設定（チューンアップ）
	第１０章　指摘文章メンテナンス（チューンアップ）
	第１１章　コメント・点検抑止設定（チューンアップ）
	第１２章　保険者マスタメンテナンス（チューンアップ）
	第１３章　点検ルール移行（チューンアップ）
	第１４章　急性病名設定（チューンアップ）
	第１５章　検索辞書
	１５－１　疾患検索
	１５－２　樹形図

	第１６章　システム更新
	第１７章　保守／その他
	１７－１　レセプト管理
	１７－２　データ加工
	１７－３　セキュリティ管理
	１７－４　チューンアップ履歴
	１７－５　製品情報

	第１８章　バックアップと復元
	１８－１　システムバックアップ機能
	１８－２　システムリストア（復元）機能

	第１９章　マニュアル
	質疑票
	個人情報の取扱いについて




